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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　空中幼彩




　もくじ







八月十九日【同居三十日目】（ＰＭ１：30）


七月二十二日【同居二日目】（ＡＭ９：00）


七月二十三日【同居三日目】（ＡＭ８：00）


七月二十五日【同居五日目】（ＰＭ６：00）


七月二十七日【同居七日目】（ＡＭ11：15）





　あとがき







　八月十九日【同居三十日目】（ＰＭ１：30）







　自じ慢まんじゃないが、動物の躾しつけには自信がある。


　事実、ご近所からは動物園呼ばわりされるほどたくさんの動物を飼っている我が家だけど。数十匹ぴきに及およぶそいつらはすべて、この俺が責任を持って躾けたやつらばかりだ。


　ハクビシンのはっちゃん、アライグマの新あら井いさん、ヌートリアのヌー兵べ衛えといった、元・野生動物のやつらはもちろんのこと。


　フトアゴヒゲトカゲのフトシさんとか、ミドリガメのカメ蔵ぞうあたりの爬は虫ちゆう類るいだってお手のもの。


　犬のワン太た、猫ねこのニャン吉きちなどに至っては、鼻をほじくりながらの片手間で、余よ裕ゆうで手なずけたものである。


　それほどに『躾け』というものは俺にとっての特技であり、唯ゆい一いつ自じ慢まんできるスキルであり、宇う堂どう竜りゆう之の介すけが依よって立つべきよすがなのだ。


　天職は何かと訊きかれれば、動物園の飼育係かサーカスの調教師だと即そく答とうできる。


　ライオンであろうとゾウであろうと関係ない。


　昆こん虫ちゆうや植物ですらその気になればきっとＯＫ。


　ウイルスは無理でも粘ねん菌きんぐらいまでならたぶん大だい丈じよう夫ぶ。


　この世に存在する、どんな生物であろうと。


　神の手ともいうべき俺の調教技術をもってすればたちどころに飼い慣らし、手なずけることが可能なのである──





　……そう思ってた時期が、俺にもありました。





　　　　＊




「りゅうのすけー！　りゅうのすけはどこじゃー!?」


　夏休みも終しゆう盤ばんに差し掛かかろうという、とある日の昼下がり。


　寺の境けい内だいを掃はき清めていた俺を呼ぶ、ひどくせっぱ詰つまった声。


「緊きん急きゆう事態じゃ！　早はよう、早う来てたもれ！」


「……んだあ？」


　額の汗あせを拭ぬぐい、凝こり固まった腰こしを揉もみほぐしながら叫さけび返す、


「何だか知らんが後にしろ後に！　こちとら家事をこなすのに忙いそがしいんだ！」


「後にじゃと!?　何を悠ゆう長ちようなことを申しておる！」


　母屋おもやの二階の窓からは、いよいよ悲ひ愴そうな声が降ってくる。


「今この時こそが人類存亡の危機、忌いまわしきハルマゲドンの到とう来らいと断言しても差し支つかえないぞえ！　にもかかわらず後にせよとは何事であるか!?　いいからさっさとこちらへ来こよ！　とく来よ！」


「……ったく」


　舌打ちする俺である。


　あの調子だと、ヤツは俺が到とう着ちやくするまでわめき続けるだろう。黙だまらせるためには直接出向く以外にあるまい。


　箒ほうきを庭木に立てかけ、魔ま法ほう瓶びんの麦茶をひとくち飲んでから、大おお股また歩きで玄げん関かんに入る。


　ため息と共に階段を上り、目的の部屋にたどり着くと。


「おおりゅうのすけ！　待ちかねたぞ！」


　救世主の登場に感激する無む辜この民たみのように顔を輝かがやかせて、我が動物園の誇ほこる無む駄だメシ食ぐらいが出で迎むかえてくれた。


　それとは逆に、部屋の惨さん状じようを目まの当たりにした俺の機き嫌げんは急降下。


「……てめえ江え藤とう。これはどういうこった？」


　居い候そうろうにあてがっているこの部屋は、俺が今朝がた懇こん切せつ丁てい寧ねいに整理整せい頓とんし、隅すみ々ずみまで清せい掃そうし、チリひとつに至るまでゴミ出しし、ようやく知的生命体が使うに足る居住空間にまで回復させたばかりのはず。


　それがどうだ。


　たった数時間しか経たってないというのに、イスは引っくり返るわクッションは裏返しになるわ。布ふ団とんのシーツは剝はがされてそこらに丸められてるわ、カーテンは半分外れてだらしなく垂れてるわ。使い終えたティッシュやら、菓か子しか何かのビニール袋ぶくろやらといったゴミまでもが再び散乱しているわ。


　何より目に余るのは、江藤が趣しゆ味みで集めたオタグッズの散乱っぷりである。アニメのＤＶＤやらゲームのＲＯＭやらがそこら中にバラまかれ、マンガやら同人誌やらも開きっぱなしの散らかしっぱなし。


　特に酷ひどいのは、作りかけだったフィギュアの作業場になっている机の上だ。さまざまな道具やら部品やらが雑多に、それでいてむしろ精せい巧こうなバランスで堆うずたかく積み上げられている様は、もはや何かの実験か前衛芸術としか思えないほどで。


「ったく信じられねえ。どんだけ散らかせば気が済むんだこの野や郎ろう。俺の努力の成果を一いつ瞬しゆんで台無しにしやがって……一週間とは言わねえ、せめて三日ぐらいは部屋をきれいに保つ努力ができねえのか？　ああん？」


「ええいたわけ！　今はそのようなこと問題にしておる場合ではない！」


「しかもてめえ、まーただらしない格好しやがって。裸はだかワイシャツは服を着てるうちに入らねえ、って何度言えば分かるんだ」


「愚おろか者ものめ、貴様こそ何度言えば分かるのか!?　妾わらわのごとき高貴なる血族は、自ら着衣を纏まとうなどという下らぬ行こう為いに貴重な労力を割さいたりはせぬ！　むしろこうして自主的にワイシャツを着こなしている妾のことを褒ほめ称たたえ、拍はく手しゆのひとつも送るのが筋であろう！」


「んな筋があってたまるか馬ば鹿か」


　というか、コイツの言う『高貴さ』というのがどこを基準にしてるのかサッパリわからん。ワイシャツを着こなしただけで拍手を求めるとか、どうみても幼よう稚ち園えん児じ並みのメンタリティしか持ち合わせていないと思うんだが。


　あとあれだ、『着こなしている』とか言ってるけどぜんぜん着こなせてないからな？　ボタン思いっきり掛け違ちがえてるからな？


「……まあいい、とにかくパンツぐらいは穿はけ。アフリカとかアマゾンの奥地ならいざ知らず、この国じゃパンツを穿かなくて良いのは赤あかん坊ぼうか変態ぐらいのもんだ。仮にも『高貴な血族』とかほざくからには、せめて下着ぐらいは身につけろ」


「ふん！　穿かせたいのであれば貴様の手をもってするがいい！　クーラーもないこんな部屋では、パンツなどという暑苦しいものは穿きとうないわ！」


「どうあっても穿かないつもりか？」


「無む論ろんじゃ！」


「なら今晩はメシ抜ぬきな」


「んなあ!?」


　目をまん丸に開け、愕がく然ぜんを表現する江藤。


「き、貴様！　兵ひよう糧ろう攻ぜめとは卑ひ怯きようであるぞ！」


「あと、お前の好きなレバニラは二度と作らん」


「ぬはぁ!?　レバニラまで人ひと質じちに取ると申すか!?」


「よそ様の家じゃどうか知らんけどな、ウチでパンツを穿かなくて良いのは動物どもだけと決まってんだよ。仮にもこの家の敷しき居いを跨またがせてやってるからには、最低限度の文化的生活は送ってみせろ。それが嫌いやなら動物どもと一いつ緒しよに外で暮らせ」


「むぐぐぐぐぐう……」


「理解したか？　したならさっさと穿け。話はそれからだ」


「むぬう……妾はパンツを穿くのだけは苦手であるのに……」


「まるで他ほかには苦手なことがないみたいに言うなよ」


「りゅうのすけが穿かせてくれる方が、よほど手っ取り早いのではないかのう？」


「それも訓練のうちだ。いいからさっさと穿け」


「むぬう」


　不服そうにくちびるを尖とがらせていた江藤だが、他に道はないと悟さとったらしい。


　のそのそした動きでクローゼットに取り付き、えっちらおっちらと下着を取り出して、


「まったく……どうしてパンツというものは、こう穿きにくく作られておるのかのう」


「別に穿きにくくねえよ。お前が極きよく端たんに不器用なだけだ」


「むう」


「お前が穿きにくい穿きにくい言うから、前に一度紐ひもパンを買ってやったこともあったけど。けっきょく紐が結べなくて諦あきらめたしな」


「むむう」


　さらにくちびるを尖らせ、ひょっとこみたいな顔になる江藤。


「やれやれ、やむを得ぬな。ちょっくら穿いてみるとしようかのう。……どっこいせ、っと」


　おっさんくさい声を出しつつ、畳たたみに尻しりをつける江藤。


　わざわざ座り込む理由は他でもない。立ちながらパンツを穿こうとすると、百パーセントコケるからである。


「よっ……ほっ……」


　まなじりをつり上げ、歯を食いしばって。やたらともどかしい手つきでパンツと格かく闘とうする江藤。


「ぬうっ……はおっ……くうっ……」


　字じ面づらだけ見ると、何かとてつもない大仕事に挑ちよう戦せんしてるみたいだが。何てことはない、パンツを両りよう脚あしに通して腰まで上げるという、きわめて単純な作業をこなしているだけである。


　指先をぷるぷる震ふるえさせて悪戦苦く闘とう。ヨガか何かでもやっているように体勢をいろいろ変えて、どうにか下着の装着を試みる江藤。


　その過程で高々と脚を上げたり大股を開いたりするものだから、ワイシャツの隙すき間まから見えてはいけないものが見え隠かくれしっぱなしなのだけど。当人にそれを気にする余裕はないようだ。
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　断言できる。


　パンツを穿けないことに関してはこいつ、史上まれに見る天才だ。


「で、できた！」


　およそ二分後。


　飾かざり気けのないシンプルな白パンツが、ようやくあるべきところに収まった。


「見たかりゅうのすけ！　妾が本気になれば、パンツを穿くことぐらいはほれ、この通り！　朝飯前のお茶の子さいさいなのじゃ！」


「ほう。やればできるじゃねえか」


「ふん、当然である！」


「パンツのゴムは無事か？」


「問題ない！　パンツのゴムは伸のびることなく、今もなお機能を維い持じしておる！」


「パンツの表裏が逆になったりしてないか？」


「問題ない！　ちゃんとリボンのある方が前になっておる！」


「よっしゃＯＫだ。なんだ、きっちりひとりでも穿けたじゃねえか。見直したぜ」


「うむ、もっと褒ほめるがよいぞ！」


　小鼻を膨ふくらませ、薄うすっぺらい胸を反り返らせる江藤。


「いやしかし驚おどろいたぜ。正直、お前がひとりでちゃんとパンツを穿けるなんて、これっぽちも思ってなかった。いやほんとすげえよ、とんでもねえ進歩だよ。いや、もう進化とさえ言っていいなこれは」


「うむ、うむ」


「どうやら俺はお前のことを見くびっていたらしい。いやほんとすまんかった。この通り、詫わびさせてもらうよ」


「うむ、うむ」


　まあ。


　パンツひとつ穿くのに二分も掛かかるとか、ほとんどギネス級だと思うけど。とりあえずは黙っておくとしようか。


「ふふん。苦しゅうない苦しゅうない」


　江藤は満足げに何度も頷うなずき、鼻をピノキオみたいに伸ばして、


「そもそもりゅうのすけよ、貴様は妾のことを過小評価しすぎなのじゃ。妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス、高貴なる夜の血族である。ひとたびその気になれば、妾に出来ぬことなどこの世に存在せぬ」


「おう。すげえな」


「うむ、すごいのじゃ。妾の偉い大だいさを知ったからには、妾を大いに恐おそれ敬い、崇あがめ奉たてまつるがよいぞ」


「よーしわかった。恐れ入った証あかしに、今晩のメシを抜くのはやめにしよう。でもって予定していたメニューを変へん更こうして、特別にレバニラ炒いためを作ってやる」


「おおう!?　それは真まことかえ!?」


「おう真だぜ。ついでにデザートには杏あん仁にん豆どう腐ふも出してやる」


「なんと!?　デザートまで付いてくるとな!?」


「おうよ。ちゃんと市し販はん品じゃない、杏仁から作った手作りのやつを食わせてやろう」


「その杏仁豆腐には、ちゃんとさくらんぼが乗っているのであろうな!?」


「おう、ちゃんと乗せてやる。デコレーションの生クリームも添そえてな」


「ひゃっほう！　これは大ニュースじゃ、昨今の金きん融ゆう危機など比べ物にならんほどの大事件じゃ！」


「こら、ベッドの上ではしゃぐな。ホコリが飛ぶだろが」


　飛とび跳はねる居候に釘くぎを刺さしつつ、


「じゃあ俺は掃そう除じの続きしてくるから。いい子にしてろよ？　いい子にしてないとレバニラも杏仁豆腐もなしだからな？」


「心得た！」


「ゲームは二時間まで、おやつは昼前に食ったから今日は抜き。そのルールを破った場合も……わかってるな？」


「うむ、わかったぞえ！」


　ベッドの上にちょこんと正座して、元気よく返事する江藤。


　その態度に満足し、俺は江藤の部屋を後にする。


　やれやれ。しょうもない用件で時間を浪ろう費ひしてしまった。


　両親が共に留守にしがちな我が家では、基本的に俺ひとりで家事のすべてをこなさなきゃいけない。炊すい事じ、洗せん濯たく、掃除、その他もろもろ、やるべきことは後から後から湧わいてくる。加えて学業も疎おろそかにできないとなれば、江藤のパンツごときに割く時間は可能な限り短くしたいところ──


「……ってこらあ!?　待たんかりゅうのすけ！」


　ちょうど階段を下りきったあたりで。


　居候の憤ふん怒ぬに満ちた声が後を追っかけてきた。


「妾の話はまだ終わっておらぬ！　というか肝かん心じんな話を何もしておらぬ！」


「あん？　パンツを穿かせてくれ、っていう話じゃなかったっけ？」


「パンツを穿くのは好まぬと常々口にしている妾わらわが、なぜそのようなことでわざわざ貴様を呼ばねばならんのか！　そうではなくて、妾が貴様を呼んだのは──」


「どうせあれだろ？　作りかけのフィギュアの部品がどっか行っちまったから、俺に探して欲しいとか。そういうこったろ？」


「なっ──貴様、なぜそのことを知っておるのじゃ!?」


「お前の行動パターンは大体わかってんだよ。この部屋の状じよう況きようを見た瞬しゆん間かんに予想できたっつーの……ったく、考えなしに探しまくったあげく、台風が通った後みたいに散らかしてくれやがって」


「そ、そんなことよりりゅうのすけ、早くあれを探してたも！　フィギュアの目の部分に装着するメガネのパーツがあったはずなのじゃが、どこを探しても見つからぬ！　あれを失なくしたままではあまりにも画が竜りよう点てん睛せいを欠くというもの！　せっかくの限定品フィギュアが単なる量産品の置物と化してしまうのじゃ！」


「知るかンなもん。自分で探せ」


「そ、そんなつれないことを言うのは無しじゃ！　隅すみ々ずみまで探したが、どこにも見当たらん──もはやりゅうのすけだけが頼たよりなのじゃ！」


「失くしたのはお前で、失くしものを探しにくくしたのもお前だ。高貴な夜の血族を名乗るなら、せめて自分のケツぐらいは自分で拭ふけ。パンツを穿はくのは無理でもそのくらいはできるだろ？」


「頼たのむ！　一生のお願いじゃ！」


「そのセリフは聞き飽あきた」


「何なら土下座もするぞえ！」


「お前、二日に一回は土下座してるだろが。正直見飽きたよお前の土下座」


「そ、そんなこと言わずに！　妾は先ほど全身全ぜん霊れいをかけてパンツを穿いたゆえ、すでに体力が底を付いておるのじゃ！」


「お前なあ……パンツ穿くだけで息が上がるとか、恥はじを知れマジで」


「た、頼むうううう！　お願いじゃりゅうのすけえええ！」


　半べそをかきながら、なおも哀あわれっぽく縋すがりついてくる江藤だが。もちろん俺は聞く耳を持たない。


「じゃあ俺は仕事に戻もどるぞ？　散らかした部屋は晩飯までに片付けとけ。探し物も自分で探せ。それができなきゃレバニラの話は無しだ」


「な、なんじゃと!?」


「あと杏仁豆腐も作ってやらん」


「き、貴様りゅうのすけ！　それでは話が違ちがうぞえ!?」


「半人前に一人前の口を利きく権利はねえ。もうちょっとマシな扱あつかいをしてもらいたければ、せめてパンツを毎日穿けるようになってからにしろ」


「ひ、ひどい！　ひどすぎる！　貴様、妾にこのような仕打ちをしておいてタダで済むと思うておるのか!?　あとで必ず後こう悔かいするぞ!?　その時になって泣いて詫びても遅おそいのじゃぞ!?」


　何やらわめき散らす声が聞こえるが、俺の歩みが止まることはない。


　まったくの無む駄だとなってしまった時間を惜おしみつつ、覆ふく水すい盆ぼんに返らずという言葉の意味をかみ締しめつつ、遅おくれてしまった作業をどのように取り戻すかについて、脳のう細さい胞ぼうのすべてをつぎ込んで思案する俺なのだった。





　　　　＊




　……お見苦しいところをお見せした。


　ご覧のとおり、今となってはどこへ出しても恥はずかしいヒキオタ駄だ目めニートと化してしまった江藤だが。事の初めからこんな有様だったわけではない。


　いやまあ、最初からいろんな意味で酷ひどかったのは事実だけど。それにしたってここまで救いがたい無駄メシ食ぐらいではなかったのだ。


　まあ聞いてほしい。


　こんな有様に至るまでには聞くも涙なみだ、語るも涙──というのは大げさにしても、同情ぐらいはされてもバチは当たらない、やむにやまれぬ事情が、いくつもいくつも存在するのである。


　ここから先はその顚てん末まつを語っていくとしよう。


　自じ称しよう・高貴な夜の血族が、いかにして救いがたい居い候そうろうへと姿を変えていったか──そして躾しつけに関しては一いつ家か言げんあったはずの俺の自信が、いかに打ち砕くだかれていったのか、を。




　七月二十二日【同居二日目】（ＡＭ９：00）







　というわけで、時間をしばし巻き戻す。


　ちょっとイタい言動は多いものの、全体としては人じん畜ちく無害。


　大たい言げん壮そう語ごの割にはまるで大したことはなく、犬のワン太たよりも役に立たないことをガマンすればまあ、我が家の居候の一員として飼ってやらなくもない──


　そんな風に思っていた江え藤とうことマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスが、ヤバすぎる本ほん性しようを顕あらわした日の翌朝のことだ。





　　　　＊




「信じられないわね」


　一連の話を聞かされた美み園そのが、いつもの無表情で断言した。


「めずらしく朝一番で呼び出されたから、いったい何事かと思って来てみれば。まさかあんたの妄もう想そう話に延々と付き合わされることになるとはね。恐おそれ入ったわ」


　……まあ。


　妥だ当とうな反応である。


「こう見えてもわたしって、バイトで生活費を稼かせぎつつも学業を決しておろそかにはせず、二十四時間という限られた時間をどうにかやりくりして、毎日を極きわめて多た忙ぼうに過ごしているのだけど。まさか幼なじみを精神病院へ連れていくために貴重な時間を割さくことになるなんてね。我が身に降り掛かかったこの不幸に対する不満を、わたしは一体どこにぶつけたらいいのかしら？　あなたの顔面？　それとも金きん的てき？」


「おいこら。拳こぶしを振ふりかぶりながら不ふ穏おんな発言をするな。お前が信じられないのも無理はないが、俺がいま話したことはぜんぶマジな話だ。噓うそはひとつも言ってねえ」


「そうね、まずは関節から入ろうかしら」


「聞けよ人の話」


「竜りゆう之の介すけとわたしは今、ちゃぶ台を挟はさんでお互たがいに向き合っている状態。わたしは正座で竜之介は片かた膝ひざ立ち……こちらよりは相手の方が動きやすい体勢だけど、お互いの実力差を考えれば十分に仕留められる範はん囲いだわ。そうね、まずはちゃぶ台をひっくり返して先制攻こう撃げきと牽けん制せいを同時にこなし、しかる後のちに襲おそいかかる。ちゃぶ台を対処できずに倒たおれてくれればよし、仮に避よけられたとしても体勢は崩くずれているでしょうから、わたしの力でも十分に竜之介を組み伏ふせることができるわ。想定どおりに状況が進んでわたしが馬乗りになれたら、竜之介の手足の関節を外して動きを止め、無力化する。ここまで五秒あればできるわね。あとは煮にるなり焼くなり好きなように──」


「おーい。だから聞けって人の話」


　俺を破は壊かいする手順についてシミュレーションする幼なじみを、一秒でも早く正気に戻したいところだが。美園は視線の先をどこか遠いところに向けたまま、不穏なつぶやきを延々と漏もらしているのみ。


　まあアレだ。


　久々の休日でゆっくり寝ねているところを呼び出しちまったからな。もともと寝起きのいいヤツじゃないし、機き嫌げんを損そこねるのもやむなしか。


　しょうがねえ、ちゃぶ台をひっくり返される前にとんずらした方がいいか──みたいなことを半ば本気で考え始めていると、


「冗じよう談だんよ。信じるわ」


　幼なじみが相変わらずの無表情で言ってきた。


「ちょっとした気まぐれで江藤さんに血を飲ませたら、手に負えない化け物の本性を顕わした。あんたはうっかり死にかけたけど、おじさま──仙せん太た郎ろうさんから渡わたされていた護ご符ふのおかげで命拾いした。江藤さんは護符に近づいた途と端たんに灰になって消し飛んだけど、今は復活して隣となりの部屋で寝ている。……おおざっぱに状じよう況きようをまとめると、そういうことでいいかしら」


「お、おう。まあそういう感じだ」


　精神を病やんだ俺が幻げん覚かくを見ていた、っていうオチじゃないなら、まったくもって美園の言う通りで間ま違ちがいないけど。


「何かアレだな。お前の口から改めて話を聞くと、我ながら信じがたい話だな」


「まあそうよね」


「精神病院に連れてくとか何とかさっきも言われたけど、実際そういう扱いを受けても文句は言えん気がするわな」


「そうでしょうね」


「……で？　お前はそんな荒こう唐とう無む稽けいな俺の話をあっさり信じちゃっていいわけ？」


「あんたとわたしが何年幼なじみをやってると思ってるの」


　相変わらず表情の読めない顔で、俺の方を真まっ直すぐに見ながら。


　美園は小学校レベルの算数の問題でも解いてるみたいな声で、淡たん々たんと言う。


「あんたの言ってることが噓か本当か、それとも頭がおかしくなったのか正気のままなのか。そんなの目を見ればすぐにわかるわ」


「おう……そうなのか」


「ええそうよ。ちなみに今のあんたは『八割がた安心したけど残りの二割でまだ警けい戒かいしてる目』をしてるわ」


「むう」


「わたしが『信じる』って言うからには本当に信じてるんだろうけど、敵を油断させるための罠わなだという可能性を必ずしも排はい除じよできない。とりあえず間合いを離はなしておけば比ひ較かく的安全だから、適当に理由を付けて台所へお茶でも淹いれに行こうか──なんてことも考えてるわね」


　うーむ。


　見事なまでに見み透すかされてるな。


　俺ってそんなに分かりやすい顔をしてるんだろうか？


「まあもともと江藤さんって、あまり普ふ通つうな感じでもなかったし。何かの拍ひよう子しに変なスイッチが入っておかしくなることも、まあ有り得るんじゃないかしらね」


「うんまあ。そんな感じ……かね？　たぶん」


「それより問題なのはこの先どうするか、でしょう？」


　仰おつしやるとおり。


　半殺しを覚かく悟ごで美園を呼んだのは、まさにその点を相談するためなのだ。


「あんたの話によれば、おじさまとは連れん絡らくが取れないのよね？」


　これもそのとおり。


　江藤を俺に押しつけやがった張本人は、昨日の電話の後は音信不通。何度コールしても出る気配がねえ。ついでに言うと親父おやじだけではなく、母さんの方とも連絡が取れない。


「保護者の立場であるふたりとは連絡が取れない。当然ながら何かしら指示なり方針なりを聞くこともできない。かといって警察とかに通報したところで大して意味があるとも思えない」


「まあ……そうだよな。江藤のことを話したところで門もん前ぜん払ばらいだわな」


「となれば、さしあたっては彼女の面めん倒どうをこの家で見ていくのが妥当でしょう。正体不明で危なっかしいあの子をここに置いておくのはリスクが高いけど、それでも野放しにするよりはいくぶんマシだわ。一度拾った子こ猫ねこをまた捨て直すみたいで、微び妙みように後味も悪いでしょうし」


「だな、確かに」


「話を聞いた限りでは、とりあえず血さえ飲ませないように気をつければ問題ないみたいだし。それとおじさまから渡された例のお守り？　だっけ？　あれはまだ残ってるんでしょう？」


「おうよ」


　覚かく醒せいした江藤を撃げき退たいしてくれたお守りは、効果を発揮した途端に消しよう滅めつしてしまったけど。親父が別のストックのありかを教えてくれた。ヤツ曰いわく『とりあえずアレさえ身につけてりゃ滅めつ多たなことは起こらねえ』とのことである。


　まあ不良親父の発言ではあるが、そのあたりは信じていいだろう。実際あのお守りがなければヤバかったわけだし。


「じゃあ決まりね。引き続き江藤さんの面倒はこの家で見ることにしましょう。さしあたりおじさまかおばさまと連絡が取れるまで」


「んだな。そうしよう」


　てきぱきと決定する幼なじみに、俺も納なつ得とく顔がおで頷うなずき返す。


　ぶっちゃけ俺の考えは美園の提示したそれと同じだったんだが──第三者からあらためて言葉にされるというのは大きい。美園も俺が何を欲ほつしているのか理解した上で、注文どおりにしてくれてるっぽいし。


　無愛想で暴力的で容よう赦しやのない幼なじみだけど。


　このあたりはホント、いい女なのだ。


「何かしら状況に変化があるまでは、この家で江藤さんの面倒を見る。それについてはいいとして」


　と、美園が次なる議題を提示。


「問題はどういう方針であの子を躾しつけていくか、よね」


「んだなあ……」


　いみじくも美園が『躾ける』という言葉を使って表現したように。


　江藤ことマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスは、ひとことで言って致ち命めい的な社会不適合者である。


　ひとこと目には身の程ほど知らずな要求をし、ふたこと目にはよく回る舌で悪態をつく。


　そのくせ労働能力は皆かい無むに等しく、労働意欲に関しては掛け値なしの皆無。


　それはもう絵に描かいたような人間失格のあいつを、どうやって調教していくか。


「動物相手ならまあ、いくらでも躾ける自信はあるんだが。江藤みたいなタイプを面倒見るのは初めての経験だしなあ」


「でしょうね」


「つってもあのガキだって動物の一種だろうから、その気になればいくらでも躾けられるとは思うんだけど」


「いちおう先に言っておくけど。お尻しりを叩たたいて躾けるとか、そういう原始的なやり方はやめてちょうだいね」


　うん。


　やはりそうきたか。


「確かに脳みそは動物並みだと思うけど、あの子の見た目は人間の女の子で、それもかなり可愛かわいい部類に入る、ということを忘れないでほしいわね。たとえあんたが極きよく端たんな年とし増ま趣しゆ味みで、三十歳以上の女性にしか興味がないと分かっていても、よ。そもそもいい歳としした男と女がひとつ屋根の下で暮らす、ということに問題が──」


「うん、いやまあ。そのへんの話は後にしようぜ」


　と、俺はやや強ごう引いんに話の流れを変える。


　具体的にどう躾けるかじゃなくて、もっと全体の話を今はするべきだと思うからだ。別に美園の殺気の籠こもった視線と舌ぜつ鋒ぽうを避さけようという意図があるわけではない。いやいやマジで。


「さしあたりはアレだ、躾しつけの方針というか、方向性だけ確かく認にんしとこうと思うんだが」


「いいわ。聞きましょう」


「おうよ。とりあえずだな、俺はあのガキを、それなりに独り立ちできるレベルにまで調教したいと思ってるわけだ」


　掃そう除じ、洗せん濯たく、炊すい事じ、その他もろもろ。現在のところ江藤の家事に関する能力は壊かい滅めつ的である。まずはそこを解決する。


　そして可能であるならば、何かしらの労働をもって対価を得られるところまで持っていきたい。バイトでも何でもいい、とにかく自分の生活費ぐらいは自分で稼かせぎ出せるようにさせる。


「このふたつさえ満たせれば、人間どうにかなるもんだ。現状では煮ても焼いても食えないガキだけど、どこへ行っても常識的な社会生活を送れる程度には更こう生せいできるだろ。まあそれまでは衣食住の面倒ぐらい見てやろう──と思うんだが。どうよ？」


「いいわ、その方針でいきましょう。わたしもできる限り協力するわ」


「おう。助かるぜ」





　……まあそんなこんなで。


　いつ牙きばを剝むくか知れたモンじゃないクソガキの、当面の扱あつかい方は決定したのだけど。


　とある件について美園に話さなかったことについては、皆みな様さまのご理解をいただけると信じる次し第だいだ。





『あのガキ──マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスだけどよ。あいつ、今日からお前の嫁よめな？』





　……とか何とか寝ね言ごとをほざきやがったクソ親父の、それが賢けん明めいなる忠告であるわけだし。そのクソ親父と音信不通の今、どう足あ搔がいたってそっちの問題は一歩も進展しないだろうからな。いや、目下のところ俺にとってそいつが最大の懸けん案あんだってことは、ちゃんと分かってるんだけどさ。こればっかりはどうも、ねえ？





　　　　＊




　江藤が目を覚ましたのはそれから三時間後。


　俺と美園が昼食を摂とり終え、今後についてさらなる協議を重ねていた最さ中なかのことである。


「ふああ……よく寝たのう」


「寝すぎだよ馬ば鹿か野や郎ろう」


　布ふ団とんから半身を起こし、遠えん慮りよのない大あくびをする居候に向けて、俺は白い目を向ける。


「ヨダレたらしてイビキかいて、こんな時間まで惰だ眠みんを貪むさぼってくれやがって。江藤てめえ、俺が作ってやったスケジュールを忘れたとは言わさねえぞ？」


「むう。朝からガミガミとうるさいのう」


「だから朝じゃねえっつーのに。外見ろ外。真昼だよ真昼」


「ふむう。確かにまぶしいのう。いつの間にそんな時間が経たったのかのう。まったくもって、時の流れとは無情であることよのう」


　半開きの目をこすりこすり、テンションの低い声で、大馬鹿野郎は適当なことをぬかしてやがる。


「いいからとにかく起きろ。起きてまずは顔洗ってこい」


「むう」


　生返事をして「ふわああ……」とまた大あくび。


　それから目を瞬しばたたかせつつ、自らの着ている服に気づいて、


「……はて。この服はなんじゃ」


「俺のワイシャツだよ」


「ふむ」


　腕うでを持ち上げ、だぶだぶの袖そでのあたりのニオイをくんくん嗅かぎながら、


「……妾わらわの記き憶おくが確かであれば、じゃが」


「なんだ」


「妾はこんな薄うすっぺらい服ではなく、もっと上質で品の良い衣い装しようを身に纏まとっていたように思うのじゃが。気のせいかのう？」


「おう。気のせいだな」


「いやいやいや。気のせいなどではあるまい」


　ぼちぼち意識の冴さえてきたらしい江藤が、渋しぶい顔を作って俺を睨にらむ。


「妾にふさわしい、高貴でエレガントで華はなやかな衣装を、確かに昨日までは着ておったはずじゃ。あれをどこへやった？　隠かくし立てするとためにならんぞえ？」


「お前はさっきから何を言ってんだ。ンな服最初から存在してねーよ。まだ夢の続きでも見てんのか？　いいからさっさと顔洗ってこい。顔洗えば少しは目も覚めんだろ」


「貴様りゅうのすけ、妾を愚ぐ弄ろうする気か？　妾は夢の続きなど見ておらぬ。確かにこんな服ではない別の服を着ておった」


「じゃあ満足いくまで探してみりゃいいさ。この家のどこにもそんな服はねえから」


「むう」


「もちろんお前の服を脱ぬがして洗ったとかでもねえし、どっかに隠したってこともねえし、ましてや捨てちまったってこともねえ。そもそもンな真ま似ねしたところで俺に何の得がある？」


「むむう」


　言われてることは至し極ごくもっともだが、それでも納得はいかない、という顔で。江藤はしきりに首をひねっている。


　まあ真実を明かすと、だ。


　昨日の夜、江藤が塵ちりと化していったん消滅した際に、本人と一いつ緒しよに着ていた服もまとめて消し飛んでしまったのである。江藤がどれだけゴネたところで、存在しない服を出してやることはできない。


　でもってこれで確定した。


　このガキ、どうやら昨晩の出来事をすっかり忘れちまってるらしい。


　まあ実を言うと、それについてはすでに親父おやじから聞かされていたことだったりする。





『不幸中の幸いというか何というか、たぶんあのガキの記憶は曖あい昧まいになってるはずだぜ？　なんせいったんは消滅して、そっから再生したわけだからな。一時的に覚かく醒せいしてた時の記憶まで残してる余よ裕ゆうはねえはずだ。少なくとも表面上はちゃんと元どおり、無害なガキに戻もどってるだろうから。安心して躾けを再開してやってくれや』





　……とか何とか。電話を切る前に言ってやがったんだよな。


　ちゃらんぽらんな遊び人親父だけど、こういう時の発言だけは頼たよりにしていい。でなきゃ俺だって、死にそうな目に遭あわせてくれた吸きゆう血けつ鬼き相手にこんな無防備に近づいたりするわけがない。


「おかしいのう、おかしいのう」


　そんな俺の内心にはこれっぽちも気づかず、江藤は相変わらず首をひねっている。


「こんな粗そ末まつなワイシャツではない、極きわめて上質な服の肌はだ触ざわりを、確かに妾は覚えておるのじゃが。やっぱり何やら騙だまされておるような気がするのう」


「人聞きの悪いこと言うんじゃねえよ」


「というかそれ以前に、ここ数日の記憶が何やら曖昧になっておるような気がするんじゃが」


「つーかお前、記憶がそもそも無かっただろが。裏庭の蔵の中から這はい出てくる前のことは覚えてないとか何とか、そんなようなこと言ってたよな？」


「それはまあそうなんじゃが」


「じゃあたぶんアレだ。そのへんの影えい響きようで、いまいち頭が上う手まく働いてない的な。たぶんそういうことだろ」


「そうかのう……しかしあれじゃ、おぼろげに覚えておることも、あるにはあるのじゃ」


「ほう。例えば？」


「うむ。例えばりゅうのすけのひどく怯おびえた、紙のように真っ白になった顔の記憶とか」


　…………。


「──なんだそりゃ。何で俺がお前に対してそんな顔すんだよ」


「むう、そう言われると返す言葉に困るのじゃが。おおそうじゃ、他ほかにも覚えておることがあるぞえ」


「ほう。言ってみろ」


「うむ。どういうわけかは知らんのじゃが、りゅうのすけが大たい砲ほうの弾たまのように吹ふき飛んでいって、押し入れに頭から突つっ込んだ場面を見た気がする」


　…………。


「──へえ？　俺が？　何でまた？」


「そんなこと言われても妾には分からぬ」


「何かのコントみたいに、俺が自分から身体からだを張って笑いを取りに行ったのか？　それともなんだ、茶ちや碗わんひとつ持つのもひと苦労なお前に殴なぐり飛ばされでもしたのか？　ん？」


「むう……いや、しかしほれ、そこの押し入れ。襖ふすまが思いっきり壊こわれておるではないか。まさにあの押し入れに、りゅうのすけは突っ込んでいったはずじゃ」


「馬ば鹿か。あれはわざと壊したんだよ。前々から襖を新品に入れ替かえるつもりだったからな。修理するよりぜんぶ取り替えた方が安く済むし」


「むう」


　ふたたび首をひねる江藤。


　……つーか親父よ。


　このガキ、なんかいろいろ覚えてんだけど？　ホントに大だい丈じよう夫ぶか？


「解げせぬ。解せぬぞりゅうのすけ。妾は明らかに納なつ得とくがゆかぬ」


「ンなこと言われてもどうしようもねーよ。お前が見た夢の話の面めん倒どうまで見切れねえ」


「おうそうじゃ。そういえば他にも覚えていることがあったぞえ」


「なんだよ。まだあんのか」


「うむ。何やらりゅうのすけの血の味を、この舌で味わった覚えがある」


　……おいおい。


　ここまでくると、さすがに雲行きが怪あやしくないか？


「うむ、確かに記憶しておる。貴様の血の味はかつてないほどの美味であり、妾は新しん鮮せんな驚おどろきと深い感動を覚えたものじゃ。うん、あれは本当に良いものであった……それはもう、ほんの数すう滴てきで妾の真の力が蘇よみがえりそうなほどに」


「おいおい江藤。お前いい加減にしとけよ、夢と現実をごっちゃにしやがって。寝ぼけ眼まなこを覚ましてさっさとこっちの世界に戻ってこい」


「いーや。いやいやいや。そんなことを言って妾をだまそうとしてもそうはいかぬぞ？　マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスは、いちど口にした血の味を決して忘れはせぬ」


「気のせいだろ。どうせお前の舌じゃ、血の味とトマトジュースの区別だってつけれやしねえだろうさ」


「愚おろか者ものめ。数多あまたの生き血を啜すすってきたこの妾じゃ、他の何を間ま違ちがえたとて、人間の血の味だけは間違えたりせぬ」


「噓うそくせえなあ」


「うーむ。あと一歩で、何か思い出せそうな気がするんじゃがのう。……そうじゃりゅうのすけ、貴様の生き血を味わわせてもらえんかの？　さすれば妾の主張が正しいことを満天下に証明できるゆえ」


「馬鹿も休み休み言え馬鹿野郎」


　しかしマズいなこれは。


　昨日の夜の記憶が曖昧になってるのは確かだろうが、完全に忘れ去ってるわけでもないらしい。この調子だと何かをキッカケにして記憶を取り戻しても不思議じゃないし、悪くすればまたヤバい吸血鬼が覚醒する、なんてことも……？


　しょうがねえ。


　あまり使いたくはないが、奥の手を使うとするか。


「さありゅうのすけ。妾の言葉が真実であることを証明して進ぜるゆえ、早く妾に生き血を捧ささげるのじゃ。いや生き血でなくてもよい、貴様の血でさえあれば何でも構わぬ」


「ところで江藤よ。そんなことよりもだ」


「ふん、話を逸そらそうとしても無む駄だであるぞ？　貴様の手口はすでに分かっておるのじゃ、そう易やす々やすと思い通りには──」


「お前の昼飯をレバニラにしてやろうと思うんだが」


「何!?　レバニラじゃと!?」


　途と端たんに目を輝かがやかせる居候いそうろう。


　だけでなく、半身を起こしていただけの布ふ団とんから勢いよく飛び起きて、


「りゅうのすけ、その話は真まことかえ!?」


「おう。ほんとだ」


「確かにレバニラなのじゃな!?　レバーとニラを炒いためた、あのレバニラじゃな!?」


「他にどんなレバニラがあるんだよ」


「むっふう！　あの得も言われぬ味を、またしても堪たん能のうできるとは！　……む？　そういえば昨日の夜もレバニラを食べたような気が……？」


「気のせいだろ」


「いやいや、確かに味わった覚えがあるぞ。はて、しかしなぜ今の今までそのことを忘れておったのか……というか、レバニラを口にしたあたりから記憶がおぼろげになっているような、なっていないような。むう、これは一体いかなる仕し儀ぎであろう。妾の記憶の曖昧さは、ひょっとして昨日のレバニラに原因があるのでは──」


「それはつまりアレか、二日続けてレバニラなんか食いたくない、って言いたいのか？　そうか悪かったな、二日続けてレバニラなんか出されても困るよな。いや悪かったよホント、やっぱレバニラ作るのやめにするわ。つか、今後はレバニラをお前のために作るのは金こん輪りん際ざいやめることにするわ」


「な!?　そ、それは困る！」


「つっても嫌いやだろ？　レバニラばっか食わされても」


「いいや、それは大いなる誤解であるぞ!?　妾わらわは一日三食ぜんぶレバニラでも一向に構わん！　それどころか三時のおやつにレバニラを出してほしいくらい──いやいや、むしろ飲み物の代わりにレバニラを出してもらいたいほどじゃ！」


「んな食生活送ったらお前、今年中に成人病患かん者じやの仲間入りだぞ。……わかったよ、作ってやる。作ってやるからまずは顔洗ってこい」


「承知した！　五秒で洗ってくるゆえ、しばし待つがよい！」


「馬鹿、それじゃ洗ったうちに入らねえだろ。きっちり洗って、ちゃんと目ヤニとかも取ってこい」


「よかろう！　では三十秒で洗ってくるゆえ、それまでにレバニラを用意しておくのじゃぞ!?」


「冷れい凍とう食品じゃあるまいし、そんな短い時間で作れるかよ」


　という俺の指し摘てきはおそらく届いてなかったろう。


　チート改造したチョロＱみたいな勢いで、あっという間に江藤は寝しん室しつを飛び出ていく。普ふ段だんの鈍どん重じゆうさからは考えられない俊しゆん敏びんさだ。


「……レバニラを作る機会。多くなりそうね」


　と。


　それまで黙だまって様子を見ていた美園が横から呟つぶやいてくる。


「手て堅がたい釣つりエサを手に入れたのはいいけど、使うのは程ほど々ほどにしておきなさい」


「わーってるよ」


　こんなことがあるたびにレバニラを作っていたら栄養も偏かたよるし。江藤はともかく、毎日同じ料理を食ってたらこっちが飽あきる。何よりこういうエサ＝切り札は、いざという時のために温存しておくべきものだ。


　それにしてもあの野や郎ろう。


　分かってはいたつもりだが、想像していた以上のアホだな。


　舌はよく回るくせに脳みその足りないこのガキを、果たしてきっちり躾しつけていくことができるのか？　歴戦の調教師たるこの俺も正直ちょっと不安──


「りゅうのすけ！　これりゅうのすけよ！」


　そうこうしてる間に江藤がドタバタと戻ってきて、


「りゅうのすけ、貴様にいささか尋たずねたいことがあるぞえ！」


「何だよ。まさか洗面所の場所が分からない、とか言うんじゃねーだろな」


「うむ、それもあるのじゃが！　そもそも顔というやつはどうやって洗えばよいのか、　ちと教えてくれんかのう！」


「…………」


　そこからかよ、と。


　この先の前ぜん途と多難を思いつつ、盛せい大だいにため息をつく俺なのだった。





　　　　＊




　だがしかし、こんなのはまったくもって序の口なのである。


　苦心惨さん憺たんして顔の洗い方を教え込み、レバニラで餌えづけするのを終えてホッと一息ついたのもつかの間。


　すぐに別の難題が待ちかまえていた。


「江藤さん。いつまでそんな服を着ているつもりかしら」


　……芹せり沢ざわ美園という幼なじみは、必要とあらば暴力に訴うつたえ出ることをためらわない、非常に迷めい惑わくな女だが。その反面、きっちり分ぶんを弁わきまえた女でもある。


　例えば今回江藤を預かるに際しては、基本的に俺に任された案件であることを認識していて、滅めつ多たなことでは俺の方針に踏ふみ込んでこない。例外なのは性的な何かが絡からむ場合においてのみで、例えば俺が江藤の尻しりを叩たたいて躾けようとすると、無表情のまま烈れつ火かのごとく激げき怒どして俺を血祭りに上げようとする。


「裸はだかのまま男物のワイシャツを羽織ってるだけなんて、社会常識的に許される格好ではないわ。ちゃんとした服に着き替がえなさい」


　というわけで。


　江藤が現在身につけている衣装について美園が注文を付けるのは、ごくごく自然な流れであったのだが。


「嫌じゃ」


　居間に敷しいた座布団の上にどっかり胡座あぐらをかき、ぷいっとそっぽを向いて。


　吸きゆう血けつ鬼きのガキは警告をあっさり却きやつ下かしやがった。


「妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス、高貴なる夜の血族である。己おのれの身体に纏うものについて、他人からとやかく言われる筋合いはない」


「自分の部屋で、あるいは誰だれも見ていないところで、もしくは布団にくるまって寝ねている時とか。そういうシチュエーションであれば、いくらでもあなたの好きな服を着ていればいいわ。だけど今はそういう状じよう況きようではないでしょう」


「そのような事情は妾の知るところではない。いや、むしろその理り屈くつでいけば、貴様らが気を利きかせて席を外せば済むことであろ？　なぜ妾ともあろう者が、下しも々じもの言葉に唯い々い諾だく々だくと従わねばならぬ」


「現代社会においては、女の子は肌はだを隠かくすのが美徳というものよ」


「現代社会などという、実態もあやふやな価値観に縛しばられる謂いわれはない。むしろ高貴なる者は、自らの裸ら身しんを晒さらすことに躊躇ためらいを覚えぬものじゃ。苦しゅうないゆえ、妾の柔やわ肌はだを眼がん福ぷくとして受け止めるがよいぞ？」


　──嗚あ呼あ。


　無知と蒙もう昧まいは斯か様ように恐おそろしきもの。逆らっていいものと悪いものがこの世にはある、それを知らなきゃ生き延びることなど不可能だというのに。


　つかこいつ、美園の恐ろしさはとっくに知ってるはずなんだが？　俺が拷ごう問もん同然の折せつ檻かんを食くらってるところ、お前も見てたはずだろ？　そのへんの記き憶おくもまとめて吹っ飛んじまったのか？


「江藤さん。あなたその格好を恥はずかしいとは思わないのかしら」


「一向に頓とん着ちやくせぬ」


「一いつ般ぱん常識に自分を合わせようとは思わないのかしら」


「常識とやらの方こそ、妾に頭を下げに来るがいい」


「……そう。わかったわ」


　美園の黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが怪あやしく光る。


　こりゃいかん。爆ばく発はつ一歩手前の前兆だ。


　しょうがねえ、不興を買うのを承知で割って入るか。粛しゆく清せいの嵐あらしが吹ふき荒あれる前になんとかしないと、張り替かえたばかりの畳たたみが血の朱あかに染まることになるし。


「おう江藤」


「なんじゃ」


「お前な、あんまりワガママ言うんじゃねえよ。大人しく言うことを聞かねえと、もうレバニラを食わせてやらねーぞ？」


「ふん。レバニラなどという下げ賤せんな料理は、本来妾が口にするべきものではないのじゃ。そんなものを食えなくなったところで妾は少しも困らぬ」


「お前、ついさっきは『やはりレバニラは最高じゃ！　この奇き跡せき的な美味に比べると、人間の生き血の味ですら霞かすむというものじゃのう、にゃっはっは！』とか何とか言ってなかったか？」


「ふん、覚えがないわ。仮に口にしていたとしても、そんなものは一時の気の迷いに過ぎぬ。まったくもって取るに足らんことじゃ」


「その前は『一日三食ぜんぶレバニラでも一向に構わん！　それどころか三時のおやつにレバニラを出してほしいくらいじゃ！』なんてことも言ってたな」


「さあて、記憶にないのう。なにせ妾はここ最近の記憶が曖あい昧まいになっておるゆえのう」


「そりゃもう曖昧とかいうレベルじゃねえよ。たった十分前の記憶がないとか、お前の頭の中身は一体どうなってんだ」


　ったく。満腹になって血糖値が上がった途と端たんにこれか。どうせ腹が減ったらレバニラレバニラと騒さわぐくせに。


　とはいえ今の江藤に餌づけは通用しそうにない。ここは攻せめる方向を変えよう。


「じゃあ聞くけどよ。江藤お前、どんな服だったら着てもいいと思えるんだ？」


「そうじゃのう……たとえば妾が夢の中で着ていたような、高貴な服がよい」


「あんな高級そうで手間の掛かかった服は用意できねえよ」


「……むう？　貴様の口ぶりは何やら、妾が着ていた服を実際に見たことがあるかのように聞こえるのじゃが」


「気のせいだろ」


「そうかのう？　そうは思えんがのう」


「お前の言ってる服はあくまでも夢の中の服だ。現実には存在しねえ。それより江藤、例えばそういう服はどうだ？　今お前が着ているワイシャツみたいな」


「ふむ。これかえ？」


　と言って、江藤はサイズの合ってない服の袖そでを持ち上げる。


　そこからさらに、首を後ろに回して背中の方をチェックしたり、両りよう腕うでをバタバタ振ふってみたりしてから、


「うむ。この服はまあまあじゃ。軽くてシンプルで、何より涼すずしいのがよいぞえ。とにかくこの家は暑苦しゅうて敵かなわんからのう」


「クーラーを入れないのがウチの方針だからな。暑いとか寒いとか言うのは気合の足らん証しよう拠こだ、みたいな感じで」


「ふん。まさしく野や蛮ばん人じんの言いぐさじゃな。そんな寝ね言ごとをほざくのはどこのどやつじゃ。ここに連れて参れ、妾が直々に説教してくれる」


「ンなことしたら消されるぞお前マジで」


　ウチの親父おやじは不良親父だけあって、そのへんはけっこう容よう赦しやねえからな。


「とにかくあれだ、そのワイシャツは気に入ったんだな？」


「うむ。苦しゅうない」


「じゃ、それに近い服なら別に着てもいいんだな？」


「ふむ。まあ考えてやらんでもない」


「オーケーわかった。……おい美園」


　声を掛かけると幼なじみはこくりと頷うなずき、でかいキャリーバッグを引っ張り出してきた。


　ジッパーを開けると、中には所ところ狭せましと衣類が詰つめ込まれている。ざっと見積もって二十から三十着はあるだろう。


　買い集めてきたものではない。美園がご近所を一いつ軒けん一軒まわって譲ゆずり受けてきた古着だ。外そと面づらの良さに関しては並ぶ者のない美園だけに、この手のミッションはお手の物なのだが……それにしたって、昨日の今日でこれだけの量を集めてくるのはさすがのひとことだ。暴力女であることを除けばホント頼たよりになるヤツである。


「オンシーズンだから、さすがに夏物はあまり譲ってもらえなかったのだけど」


　と言いつつ、キャリーバッグから一着ずつ戦利品を取り出して、


「たとえばこれなんかどうかしら」


「むう……？」


　スタイリスト美園が提示したのはチェック柄がらのワンピース。


「ちょっと厚手の生き地じだから、春秋兼けん用ようかもしれないけど。でも半袖だから夏でも十分に着れるわよね」


「ふむ」


　小鼻を鳴らし、美園が広げたワンピースに顔を近づけ、眉まゆをひそめたり、くんくんニオイを嗅かいだりしていた江藤だが、


「だめじゃ。妾わらわにはふさわしゅうない」


「何が気に入らないのかしら」


「おんしも言ったとおり、いかにも暑苦しそうじゃ。それに丈たけが長いのも頂けぬ」


「…………。そう」


　あなたが昨日まで着ていた服だって、暑苦しそうで丈の長い服だったはずだけど──と言いたげな顔の美園だったが。ここは空気を読んでスルーしてくれたようだ。


「じゃあこっちの服はどうかしら」


「ふむ？」


「これもワンピースだけど、生地は薄うすいし丈も短いわ。色もシンプルなモスグリーンで可愛かわいいわよ」


「いや。これもだめじゃのう」


「何が気に入らないのかしら」


「生地と丈はともかくとして、モスグリーンというのがマイナスじゃ。緑色はよくない。なにやらババくさい」


　失礼なこと言うな。全国の緑愛好家の人たちに謝れ。


　つかお前、しゃべり方が完全にババアのくせに、どの口でケチをつけやがる。


「じゃあこの服はどうかしら。タータンチェックのネルシャツ」


「ふむ」


「ブランド物とかじゃないけど、デザインも作りも悪くないし。生地も薄いから涼しいでしょうし。下にはハーフパンツか何かを合わせればいいわ」


「うーむ……いや、やはりいまいちじゃのう」


「何が気に入らないのかしら」


「長袖なのがいかん。長袖は暑苦しいぞえ」


　お前がいま着ているワイシャツ、思いっきり長袖だけど？


「それじゃ江藤さん。この服は？」


「んー……何やらピンと来ぬのう」


「じゃあこっちなんかは」


「いや、それもパッとせぬ」


「だったらこっちでどうかしら」


「それはいかにも子供っぽくはないかえ」
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「そういうことなら、これとこれを組み合わせるのはどうかしら」


「ふむ。ちと妾にはエキセントリックすぎるのう」


「じゃ、やっぱりこれしかないわね」


「んー。それはいささか最近のモードには逆行しておらんかえ」


　……そんなこんなで三十分。


　決して狭せまくはない居間を目め一いつ杯ぱいに使って、これでもかと女物の服を並べて。あらゆる着こなしを、ちょっと俺がびっくりするぐらいのファッション知識でもって提案した美園だったけど。


　江藤の野や郎ろうはことごとくそれらを蹴けりやがった。


「……さすがにこれ以上はお手上げね」


　普ふ段だんのバイオレンスっぷりに似ず、可愛いもの好きの美園だから。見み栄ばえだけはいい居い候そうろうに、なるべくベターなコーディネイトをしてやりたかったのだろうけど。ついにすべての弾たまを使い切って、軽くため息をついた。ターミネーターみたいに無表情なコイツにしては珍めずらしい、ちょっと疲つかれた顔である。


「なんじゃみその。もう他ほかに着るものはないのかえ？」


「これで打ち止めよ」


「なんじゃ、しょぼくれておるのう。妾のごとき高貴の血筋は、衣類の収納に蔵をまるごと使うのも珍しゅうないというのに。高々カバンひとつの服しか用意しておらんとは、貴様らは高貴な者への接し方がなっておらんのう」


　かっかっか、と。


　相変わらず尊大な態度で、江藤は好き勝手なことを言ってやがる。


　対する美園は皮肉を言い返す気力もないらしく、「そうね」とひとこと返したのみ。


「よし。これで決定じゃな、みその」


「何が決定なのかしら」


「むろん、妾が今後もずっとワイシャツを着ることが、である。貴様の用意した服はことごとく妾にふさわしゅうなかったゆえ、これは当然の仕し儀ぎじゃのう。かっかっか」


「…………」


　無表情のまま、美園はしばし考え込んで、


「江藤さん」


「なんじゃ」


「あなたひょっとして最初からそのつもりで？　わたしの用意した服をぜんぶ断ったのかしら？」


「さあて。何のことかのう」


　ひゆー、ひゆー、ひゆー、と。


　そっぽを向き、鳴りもしない口笛を吹ふく江藤。


「高貴なる妾と、貴様ら下しも々じもの者。その関係のこれが縮図というものよな。貴様らがいかに土下座して懇こん願がんしようと、妾の気分ひとつでそんなものはいくらでも無む下げにすることができるのじゃ。どのような苦労をしてそれだけの服を集めてきたのか知らんが、まったくもって無む駄だな努力であったのう。くやしいのう、くやしいのう」


「…………」


　うんまあ。


　今度はフォローしなくていいかな？


「竜之介」


「おう」


「となりの部屋、借りてもいいかしら」


「おう好きに使え。ただし流血沙ざ汰ただけはカンベンな？　掃そう除じが面めん倒どうくせえ」


「そんなヘマしないわよ。……さあ江藤さん。ちょっとこっちへ」


「む、なんじゃ？　妾はどこへも行かぬぞ」


「いいから来なさい」


「き、貴様なにをする！　この無礼者めが、貴様らごとき下げ民みんが妾の肌はだに触ふれるなど──こ、これ、痛い痛い、腕うでを引っ張るでない！　妾は行かんと言っておろうが！　ええい引きずるのはやめんか！」


　がらり。襖ふすまを開ける。


　ぴしゃり。襖が閉まる。


「貴様みその、こんな部屋に妾を連れ込んで何を……え、ちょ、何じゃそれは!?　やめ、こっちに近づくでない──りゅうのすけ、りゅうのすけ助けてぎにゃああああああ!?」





　　　　＊




　……十分後。


　チェックのワンピースを着た江藤を引きつれて、美園がとなりの部屋から戻もどってきた。


「おう。どうだった？」


「見ての通りよ」


　と言って、犠ぎ牲せい者しやの方をあごでしゃくる。


「江藤さん。服の着き心地ごこちはどうかしら」


「ハイ　トテモ　スバラシイデス」


「これからはちゃんと、ワイシャツ以外の服も喜んで着てくれるかしら」


「ハイ　モチロンデス」


「下着もちゃんと身につけるわよね」


「ハイ　ミソノサンノ　オッシャルトオリニ　イタシマス」


「……とまあ、こんな感じだけど」


「うん。そうか」


　美園め、相変わらず恐おそろしいやつ。


　自尊心でふくれあがったこの学習能力皆かい無むな吸きゆう血けつ鬼きを、こんな短時間で手なずけるとは。いやまあ、手なずけるというか何というか、美園のやってるのは一種の洗脳だけど。


　どちらにせよ幼なじみのやり方は、躾しつけとか調教とか呼べる範はん囲いを超こえちまってるから、まあさすがに俺の及およぶところじゃないわな。躾けと調教にアメとムチは必ひつ須すだが、拷ごう問もんにはどっちも要いらんし。


　あ、美園が何をやったかは聞かない方がいいと思うぜ？　世の中には知らない方がいいことだってあるんだからさ。


「しかしアレだなあ。今はとりあえずコレで凌しのげばいいけどよ」


　目の焦しよう点てんがうつろで、表情らしい表情もどこかへ飛んでしまった江藤を見ながら、俺はため息をつく。


「コイツのアホさ加減って、ほんと微び生せい物ぶつ以下だからな。この程度では学習してくれんと思うわけだ」


「そうね。そんな気はするわ」


　美園が同意しつつ、


「それにあまりコレを繰くり返すと、もう戻ってこれなくなる可能性もあるから。何日かに一度とかにしておかないと」


「使用制限ありの奥の手、ってやつか」


　ふむ、と俺は腕うで組ぐみして考える。


　躾けに手こずるのはもう分かってるから諦あきらめはつくが、江藤の着る服についてはちょっと一考した方がいいかもしれんな。服を着せるたびにこんな大おお騒さわぎしてたんじゃ、あまりにも効率が悪い。


　……ふむ。


　ワイシャツはともかくとして、江藤にも服の好みというやつはあるらしいから。それを用意してやれば大人しく着てくれるのかもしれん。


『高貴でエレガントで華はなやかな衣い装しよう』だっけ？　つってもンなもん買う余よ裕ゆうはねえぞ？　仮に余裕があったとしても、このガキのためにそんな贅ぜい沢たくをするのは許されん。まあどっかでレンタルする、ぐらいなら可能性としてはアリかもしれんが。


　……あー。


　いるな。心当たり。


　そういう服を山ほど持ってそうで、なおかつカネとヒマを持て余してる、ド変態のロリコンが。


　しかしあの野郎に頼たよるのはなあ……頼ったが最後、いかに不死身の吸血鬼だろうと骨までしゃぶり尽つくされるだろうしな、江藤のやつ。俺も人の子だ、それと分かってて生いけ贄にえに差し出すほど鬼おにじゃない──


　と、そんな風に考えていると。


　美園の懐ふところで携けい帯たいの着信が鳴った。


「…………」


　無言で携帯を取り出し、着信の相手を確かく認にんした幼なじみの眉み間けんにシワが寄る。


「ちょっと仕事の電話よ」


「おう」


「すぐ終わるわ」


　と言ってスピーカー部分を耳に当て、コホンとひとつ咳せき払ばらいして。


　次の瞬しゆん間かん。美園の得とく意い技わざが炸さく裂れつした。


「ハイもしもし[image: ]　ハイおつかれさまです、いつもお世話になってます～[image: ]」


　コンマ一秒前まで能面みたいなツラしてやがったのが、アイドルもかくやの満面笑え顔がおに。


　同じく平へい坦たんで抑よく揚ようのなかった声が、どこかのキャンペンガールみたいに明るい声に。


　誰だれもが騙だまされる──というかほとんど誰もが素す顔がおだと思いこんでいる、美園の裏バージョンのお出ましだ。


「社長の方こそお元気でしたか？　……ハイ、ハイ、その節はこちらこそ大変お世話になりまして……えっ？　ヤダもお、社長ったら冗じよう談だんばっかり[image: ]」


　しっかしまあ。


　いつ見てもすげえな、コイツの変わり身は。


　相手に合わせて自分を見事に変える様は、まさにカメレオン並み。


　それでいて各方面との摩ま擦さつを回かい避ひする対人スキルも持ってやがるときた。


　コレがあるから学校では教師連中のウケもいいし、異性はもちろん同性を敵に回すようなこともなく、事実周囲から推おされて生徒会役員を務めてもいるわけだ。


　なんつーかアレだ、こいつはホントどの業界でもやっていけるよな。


　しかも対人能力だけじゃないんだよな、こいつのすげえところは。たとえば学校の成績はいつもトップだし。普ふ段だんは三つ編みにメガネだから目立たないけど、見み栄ばえも相当に良い方だし。ウチの母親仕じ込こみの戦せん闘とう能力に関しても折り紙つきだし。果たしてコイツに弱点らしい弱点なんてあるんだろうか……？


　あ、ちゃんとあるな。


　些さ細さいな理由で俺を破は壊かいしようとするところとか。


　運動神経はいいくせに手先は致ち命めい的に不器用なところとか。


　そこさえ何とかしてくれれば、ホントいい女なんだけどねえ……あとはあれだ、年ねん齢れい。あと二十年は必要だろうしな、美園が俺好みの女おんな盛ざかりを迎むかえるには。


「……ハイ、ハイ。その話はまたぜひ、今度ゆっくり聞かせてくださいね[image: ]　ええとそれで、本日のご用件は……。えっ？　今からですか？」


　何やら会話の流れが妙みような方向に進んでるらしい。


　美園は目を瞬しばたたかせ、やや表情と声を曇くもらせながら、


「でも社長ごめんなさい、わたしこれ以上お仕事を増やすつもりは……ええ、ハイ。あくまでも学業が本業なので。ええ、チャンスと言っていただけるのはありがたいのですが……ええそれはもう、社長にはお世話になりましたから、できることならとは思いますけど……どうしても他ほかに誰も摑つかまらない、と？」


　ふう、とため息。


「わかりました。今回だけですよ？　その点は約束していただけますね？　……ハイ、わかりました。すぐに向かいます」


　その言葉を最後に美園は通話を切った。


「なんだ？　バイト先からの電話か？」


「ええそうね。そんなところ。……マズったわね、ちょっと義理ができたところをつけ込まれたわ」


「スクランブル出動でも要よう請せいされたか？」


「まあそんなところ。ちょっと行ってくるわ」


「おう。がんばれよ」


　つってもまあ、俺はこいつが何のバイトしてるのか教えてもらってないので。具体的に何に対して『がんばれ』と言ってるのか、我ながら適当なのだけど。


　とはいえ美園は、両親亡なき後は一家の大黒柱になって弟と妹を育ててるわけだから、大いに応おう援えんしたい気持ちはまったくの本心である。


「じゃあ竜之介、後のことは任せるけど」


「おう」


「江藤さんと二人きりになったからといって、妙な気は起こさないように」


「誰が起こすかンなもん」


　俺はどっかの馬ば鹿かと違ちがってロリコンじゃないからな。命の危険を冒おかしてまで危ない橋を渡わたるつもりはない。


「じゃ、行ってくるわ」


「あー待て。その前に」


　俺は江藤を指さして、


「ソレ、直していってくれよ？　壊こわれたままじゃ躾けができん」


「問題ないわ。そろそろ戻ってくるから」


　と言い残し、美園はスタスタと仕事に出かけていった。


「……やれやれ。しかしまあ、ほんと厄やつ介かいなこった」


　マネキンみたいに直立したままの江藤を見やって、ため息。


　このガキと接する際はおしなべてそうなのだが……何をするにしてもあまりに手間が掛かかりすぎて、ちっとも話が進まん。ホント、ここまで手こずる動物は初めてだわ……まあ根気よくやっていくしかないのだろうけど。


「……はっ!?」


　と、そうこうしているうちに。


　美園の気配が去ったことで呪じゆ縛ばくが解けたのか、死体も同然だった江藤の目に輝かがやきが戻もどってきて、


「わ、妾わらわは今まで一体なにをしておったのじゃ？　むう、またしても記き憶おくが曖あい昧まいになってるような気がするのじゃが……」


「気のせいだろ」


「いやいや気のせいではない。先ほどレバニラを平らげた後の記憶がすっぽり抜ぬけて──むむ？　おや？　妾はいつの間にこのような服を？　確かさっきまでワイシャツを着ておったような気がするのじゃが」


「そりゃお前が自分で着き替がえたからだろ」


「馬鹿を言うでない。妾はこんな服に着替えた覚えはないぞえ。むう、生き地じが厚くてごわごわしていて、何やら着き心地ごこちが悪い服じゃのう……こんなものはさっさと脱ぬいでしまいたいのう」


「じゃ、もっかいワイシャツ着直すか？」


「……いや。それはやめておく。少なくとも今日に限っては、この服を着ておらねばならん気がする。さもなくばとんでもない大だい惨さん事じが起きるような……」


　まあ賢けん明めいな判断だ。


　記憶はなくともトラウマは残るものらしい。


「よし江藤。そろそろお楽しみタイムといくか」


「む？　お楽しみとな？　またレバニラが食べられるのかえ？」


「さっき散々食っただろうが」


　記憶といっしょに胃い袋ぶくろの中身まで消えちまった、とでも言うのかお前は。


「お楽しみつったらアレだ、ひとつしかねえだろ。お待ちかねの躾しつけの時間だよ」


「むう」


　たちまち渋しぶい顔を作る江藤。


「貴様りゅうのすけ、妾に今度は何をやらせるつもりじゃ？　料理ができぬことも、掃そう除じができぬことも、すでにして証明したというのに」


「胸を張って偉えらそうに言うな。せめてもっと恥はずかしがれ」


「妾のごとき高貴の血筋は、そんな日常の雑務をこなすのには向いておらぬ。いい加減そのあたりを理解しても良さそうなものじゃがのう」


「うるせえ俺は諦あきらめねーぞ。俺はお前みたいなグータラが我が慢まんできねータチなんだ。そんな野や郎ろうといっしょに暮らすなんざ真っ平ごめんだし、ましてそんな野郎の面めん倒どうを見るなんざ悪夢でしかないんだよ」


「やれやれ、面倒な性格をした男じゃ……ふああ」


　そこで大あくびをしやがる居い候そうろう。


「むふぅ……何やらひどく疲つかれたのう」


「馬鹿も休み休み言え。お前、顔洗うのとメシ食う以外に何もしてねえだろが」


「そんなこと言われても疲れたものは疲れたのじゃ。何やらこう、どうにも眠ねむくて眠くて……ふああ」


「さっきまで散々寝ねてたのを忘れたとは言わさねえ。どうせお前のはアレだ、いわゆる寝ね疲づかれってやつだろ」


「そうかもしれぬが、それはそれでれっきとした疲れではないか。むういかん、何やらまぶたが……重く……」


　止める間もなかった。


　すとん、こてん、と。


　あっという間に江藤の腰こしが砕くだけ落ち、そのまま流れるように横になり、そしてコンマ一秒のタイムラグもなく寝息を立てはじめやがった。


「……こんガキャ……」


　こめかみがヒクつくのを抑おさえられない俺である。


　こいつのこの寝入りの良さはいったい何なんだ？　何かの魔ま法ほうか？　ドラえもんののび太たに匹ひつ敵てきするガキだとは思ってたけど、しかしまさかこれほどまでとは。


　……まあでもいいか、今日は。


　尻しりのひとつも蹴け飛とばして叩たたき起こしたいところだけど、江藤にとってストレスの溜たまる状じよう況きようだったのは確かだろうし。何より正直、俺もちょっと疲れた。


　調教に大切なのは根気であり、禁物なのは焦あせりである。


　どうせ先の長い道のりだ。どっしり腰を据すえて、じっくり取り組んでいくとしよう。





　というわけでちょと昼寝する。続きはまた明日。




　七月二十三日【同居三日目】（ＡＭ８：00）







「バイト、じゃと？」


　翌日。我が宇う堂どう家の居間にて。


「りゅうのすけ。貴様いま何と申した？」


　眉み間けんに何本も縦ジワを作り、梅干しを酢すで流し込んだような顔をして、江え藤とうは身の程ほど知らずにも俺を睨にらみつけてきた。


「妾わらわの理解が正しければ、じゃ」


「おう」


「貴様はアレか？　このマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスに、唯ゆい一いつ無二の高貴なる血族の妾に、はした金を得るための仕事を斡あつ旋せんすると？　そう申したのかえ？」


「斡旋じゃねえ。強制だよ」


　居候いそうろうの勘かん違ちがいを訂てい正せいする俺。


「前にも言った気がするけどな。『働かざる者食うべからず』って言葉は世界共通、どんな動物にも当てはまる絶対法則だ。まして俺の家には無む駄だメシ食ぐらいのニートを養う余よ裕ゆうはねえ。ここで暮らしたければそれなりの役に立ってもらう」


　江藤の視線を軽く跳はね返しつつ、同じ事をもういちど言い聞かせてやる。


「掃除とか料理とか、家事全ぜん般ぱんにおいてお前が無能なのは分かった。そっちの方面はもう期待しねえ。その代わりに働け。仕事して働いて、少しでいいから金を稼かせげ。それができない限りはこの家を出て行ってもらう」


「……やれやれ。下げ賤せんの者が何を言い出すかと思えば」


　鼻を鳴らしつつ、江藤はシャクに障さわる笑い声を上げて、


「りゅうのすけよ。貴様がしたり顔でほざきおった絶対法則じゃが、この世でただひとりその法則の埒らち外がいに存在する者がおる。それが妾じゃ」


「ドヤ顔でアホなこと言ってんじゃねえ。むしろ生態系の最下層の、そのまた遥はるか下に存在するのがお前だろうが」


「ふん、これだから下しも々じもの者どもは始末に負えんのじゃ。物事の道理というものを理解しておらぬ」


「お前にだけは言われたくねえよ」


「よいかりゅうのすけよ。妾という存在はな、今こうして息をしているだけでも大いなる価値を生み出しておるのじゃ。妾の存在そのものが眼がん福ぷくであり、冥みよう利りであり、そして畏い怖ふすべき奇き跡せきである。いい加減その事実に気づくがよい」


「てめえこそいい加減に気づけ。この世で最も無駄なことは、お前がこうして息をしていることだ、っていう事実に」


「ふん、貴様と議論を交かわしたところでラチが明かぬわ。しょせんは貴様も下々の者、高貴なる妾の言葉は通じぬうようじゃ」


「なあ江藤。そろそろ殴なぐっていいか？」


「そんなことよりりゅうのすけよ」


　俺の本気度を察したのか、江藤がそそくさと話題を変える。


「早く朝ごはんを食べようではないか。妾はとっても腹ぺこであるぞ」


「だめだ。まだ話が終わってねえ」


「そうは言うがりゅうのすけよ」


　と、江藤は物もの欲ほしそうな顔でちゃぶ台を眺ながめ渡し、


「既すでにほれ、朝ごはんが勢せい揃ぞろいして美お味いしそうな湯気を立てておるではないか。妾はもうガマンができんぞえ」


「だめだ」


　俺は頑がんとして首を横に振ふる。


　確かに朝食の用意はとっくに整っている。そして出来たての熱々を頂くのが料理の基本であるのも確かだ。


　しかも今日の献こん立だては普ふ段だんとひと味ちがう。特製ブレンド米の炊たきたてご飯に、ナメコと豆とう腐ふの味み噌そ汁しる。このあたりはいつもと変わらないが、銀ダラの味み噌そ漬づけが強きよう烈れつな個性を主張する横で、自家製鶏とりガラスープをたっぷり含ふくませたダシ巻き玉子が品の良いたたずまいを見せ、ナスとシシトウの含め煮にが脇わきを固め、さらにデザートとして桃ももの和わ三さん盆ぼんコンポートが燦さん然ぜんたる輝きを示している。


　夕食、それもかなり贅ぜい沢たくな部類の献立と比しても見み劣おとりしない、目が眩くらむような朝ごはんだ。江藤が半ばヨダレを垂らしつつ、前のめりになって興味を示すのも無理はない。


「のうりゅうのすけ、早く食べようではないか。早くしないと冷めてしまうぞえ」


「だめなもんはだめだ。話が終わってからだよ」


　俺だってもう、いい加減に学習したのである。


　見み栄ばえは良いし人語も見事に操あやつるが、江藤の脳みそはもはや感心するしかないぐらい空っぽであること。


　そして何よりも、メシを食わせた後のコイツには何を言っても無駄だということ。


　コイツのことを動物だ動物だと散々言ってきたが、何だかんだ言って俺は甘ちゃんだった。やはり心のどこかで、まだコイツを人間あつかいしている面があったのだろう。そのことは反省せねばならず、反省はすべからく生かさねばならない。今後は犬いぬ猫ねこを躾ける時と同じ要領でやらなきゃいかん。


「というわけで江藤。今日から働け。すでに知り合いに話をつけて仕事は確保してある」


「えええ～？」


「安心しろ。別に難しい仕事をやれと言ってるわけじゃねえし、長時間働かせようって話でもねえ。馴な染じみの店をちょっと手伝うだけだから、ぶっちゃけ幼よう稚ち園えん児じでもできる仕事だ。その程度ならさすがにお前でもできるだろ」


「できるできないが問題なのではない。このマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスが、小銭のためにせこせこ働くこと自体が問題なのじゃ」


「じゃあ何だ。小銭のためじゃない、高貴で崇すう高こうな仕事だったらちゃんとやるのか？　別にいいぜ、ボランティアとか募ぼ金きん活動とかでも。金は稼げなくたって、ちゃんと社会に貢こう献けんする仕事ができるなら、それをお前の価値として認めてやる」


「愚おろか者ものめ。そういう問題ではないわ」


「そういう問題なんだよこれは」


「ふん。話にならぬ」


「もういちど訊きくぞ江藤。ちゃんと仕事をするか？」


「こちらこそ何度でも言ってやるぞりゅうのすけ。仕事なんぞ真っ平ごめんじゃ」


「そうか。じゃあしょうがねえな」


　まあこういう流れになることは分かりきっていた。


　だからちゃんと対策も用意してある。


「どうあっても仕事をしねーつもりか？」


「ふん。当然である」


「じゃあ今日の朝飯は抜ぬきな」


「んなあ!?」


　目玉が飛び出るかと思うくらいまぶたを開き、口をあんぐり開けて驚きよう愕がくを表現する江藤。


「貴様りゅうのすけ、いま何と申した!?」


「仕事しねえなら朝飯は抜きだ、と言った。まあしょうがねえよな、働かざる者食うべからずだ。せっかく今日は特別に腕うでを揮ふるって、予算も奮発して朝飯を作ったんだけどな。しょうがねえ、お前の分まで俺が食うとするか。もしくは美み園そのを呼んで食わせるって手もあるな」


「ええい、そのようなことさせるものか！　ここに並んだごはんはすべて妾のものであるぞ！」


「いや半分は俺のだよ」


「とにかく妾はごはんを食べるぞ！　誰だれが何と言おうとぜったいに食べる！」


「そうか、それは残念だな。お前が何と言おうと俺はぜったいに食わせねえ。朝飯だけじゃなくて昼飯も晩飯も食わせねえ。あ、おやつも抜きな」


「んなあ!?　おやつまで抜くというのか!?　貴様りゅうのすけ、兵ひよう糧ろう攻ぜめとは卑ひ怯きようであるぞ！」


「お前を真ま面じ目めに更こう生せいさせるためなら、卑怯だろうと何だろうと構やしねえよ」


「むむう……！」


　激しく俺を睨みつけ、歯ぎしりする江藤だが、俺はまったく動じない。


「さあもういちど訊くぞ。ちゃんと仕事するか？」


「……わかった、ではこうしようではないか。貴様との話し合いには応じることにする。応じるゆえ、ちょっとだけごはんを食べさせてたもれ」


「だめだ」


「そう堅かたいことを言うでない。なあに、ほんの少し味見をするだけじゃ。それならば構わぬじゃろ？」


「だめだ」


「だって、何か食わねば腹が減って何も考えられぬのじゃ。貴様の提案を前向きに検討するためには、何よりもまず腹を満たさねばならぬ」


「だめだ」


「……むきぃ！　この石頭めが！」


　ついに逆ギレする江藤。


「ほんの少し、ほんの一口だけでいいと言っておるのに！　なぜその程度の譲じよう歩ほもできんのじゃ!?」


「言ったはずだぜ俺は。『メシは話の後だ』ってな。一口でも食わせたら筋が通らん」


「むぬう……分かったやむを得ぬ」


　と、江藤はため息をついて、


「今回ばかりは妾が折れてやるとしよう。貴様の言うとおりに仕事をして進ぜるゆえ、もう朝ごはんを食べてもよいかの？」


「そうか。じゃあ食べてもいいぞ」


「ひゃほーい！　よおし、さっそく食べるとするかのう！　まずはそうじゃな、瑞みず々みずしい桃のコンポートから──」


「でもこれだけは覚えとけよ江藤。もしお前の言葉が噓うそだった場合、とんでもないお仕置きが待ちかまえていることを」


　ぴたり。


　今にもデザートにかぶりつこうとしていた江藤の動きが止まる。


「まずは当然、尻しり叩たたきだな。美園からは禁止されてるけど構やしねえ。全力で、あらん限りの力でもって、お前のケツを思いっきり引っぱたいてやる。その代だい償しようとして俺は美園に殺されるだろうが、ンなもん知ったことか。この右手が真っ赤に腫はれ上がるまで、いいや手首の骨がポッキリ折れるまで、お前のケツを叩いて叩いて叩きまくってやる。泣こうが喚わめこうが絶対に許さねえ」


「う……む……」


「でもって金こん輪りん際ざい、俺はお前の面めん倒どうをみねえ。この家から放ほうり出してお前とは縁えんを切る。あるいは警察に突つき出して被ひ害がい届を出す。もしくは保健所に連れん絡らくして引き取ってもらう」


「ぬ……ぐ……」


「さてもういちど訊くぞ？　言葉どおりにちゃんと仕事するんだな？　お前の言葉に噓うそ偽いつわりはないんだな？」


「──むっきい！」


　またしても逆ギレ。


「ええい鬱うつ陶とうしい！　なにゆえ朝ごはんを食べるだけでこんなストレスを受けねばならんのか!?　妾わらわは納なつ得とくいかぬぞ！」


「お前の事情なんぞ知らん。俺は筋を通せと言ってるだけだ。ちゃんとお前が筋を通すなら、こっちもそれなりの対応をしてやる」


「妾は育ち盛ざかりなのじゃぞ!?　このままでは飢うえ死にしてしまうぞえ！」


「うるせえ吸血鬼に育ち盛りも何もあるか。でもってお前は高貴な夜の血族サマで、俺ら人間よりぜんぜん凄すごくて偉えらいんだろ？　そんなヤツが朝メシ抜いただけでくたばるかよ」


「ええい話にならぬ！」


　畳たたみをばんばん叩きつつ江藤がわめく。


「こちらが下した手てに出れば図に乗りおって！　貴様なんぞとまともな交こう渉しようをしようとした妾が愚かであったわ！」


「いや。それ完全にこっちのセリフだろ」


「ふん、だがしかし詰つめが甘いなりゅうのすけよ！」
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　俺の指し摘てきにもめげず、居い候そうろうはニヤリと不敵に笑って、


「妾の前に食事を並べたのが運の尽つきじゃ。手に届く範はん囲いに食事があるということはつまり、手を伸のばせばごはんが食べられるということである」


「ほほーう？」


「妾と朝ごはんとの距きよ離りはわずか数十センチ……これを奪うばい取って我が物とし、思う存分に貪むさぼり食うのは造作もないこと。そうは思わんかえ？」


「うん。イマイチそうは思えねえな」


「くくく……そんな風に余よ裕ゆうをかましていられるのは今のうちじゃ。妾がたった今から貴様の思おも惑わくを粉々に破は壊かいしてくれるゆえ──大いに吠ほえ面づらを搔かくがよいぞ！」


　江藤の目がギラリと光る。


　そして手をムチのようにしならせ、まだわずかに湯気を立てているダシ巻き玉子へ向けて一直線に、


「ふぎゃあっ!?」


　江藤が悲鳴を上げた。


　ダシ巻き玉子を奪おうとした手をイソギンチャクみたいに引っ込め、涙なみだ目めで手ての甲こうを押さえつつ、


「き、貴様りゅうのすけ！　何をするか！」


「躾しつけをしてんだよ。決まってんだろ？」


　俺は手に持った竹製の物差し──こういう事態を想定してあらかじめ用意していたものだ──をひらひら振ふりながら、


「つまみ食いしようとすんな。まだ話は終わってねえ。あと手で食おうとするな。お行ぎよう儀ぎが悪い」


「くぅ、妾に対してなんという不ふ遜そんな真ま似ねを……！」


「口で言っても分からねーやつには身体からだに分からせる。お前みたいな頭の悪い動物にはもってこいのやり方だな」


「ぬうっ、このような無礼が許されると思うてか!?」


「文句があるならＰＴＡでも児童相談所でもいい、好きなところに駆かけ込め。俺は体たい罰ばつ推進派だからな、俺のやり方にケチつけるヤツには真っ向から反論してやんよ」


　まあもっとも？


　どれほど極きよく端たんな人じん権けん擁よう護ご派でも、江藤の肩かたを持つことはまずあり得んけどな。こいつってホント気合の入った穀ごく潰つぶしだし。


　ちなみに俺がガキの頃ころ、親父おやじに散々これをやられた。箸はしの持ち方が悪いとか、お椀わんの持ち方が悪いとか、いろんな難なん癖くせを付けられては物差しでぶたれたもんである。まあおかげさまで、そのへんの礼れい儀ぎ作法だけはどこへ出しても通用するようになったわけだが。


　あ、ちなみにいま使ってる物差しは、親父が愛用していたやつのお下がりな？　さんざっぱら俺の血を吸ってきた、いわくつきの品。十年の時を経てまた同じ用よう途とに使われるとは、こいつも因果なもんだ。


「さあ江藤よ。いい加減あきらめたらどうだ？　お前が朝メシにありつくためには、俺の言うことを聞いて仕事をするしかない。逃のがれる道はないぜ？」


「むぬう……っ」


　赤く腫れた手の甲にふーふー息を吹ふきかけながら、涙目でこちらを睨にらみつけてくるが。俺は決して甘い顔を見せたりしない。


「さあ選べ。メシを食って仕事をするか。メシも食わず仕事もせず、この家を追い出されるか。お前の好きにしろ」


「ええい、こんな横暴がまかり通ってよいものか!?　いいや良くない！　ここで妾がりゅうのすけの軍門に降くだれば、なし崩くずしに妾の権利が奪われることになろう！　好きな時に眠ねむり、好きな時に食い、好きな時に遊ぶという、高貴な者のみに許されたかけがえのない権利が！」


　天を仰あおいで大げさに嘆なげく江藤だけど。


　もし本当にこいつの言うとおりなら、『高貴な者』とやらは掛かけ値ねなしのクズってことになるんじゃないのかね？　こいつの辞書にはノブレスオブリージって項こう目もくがないんだろうか。


「それでどうすんだ江藤。言っとくが今回ばかりは譲歩しねえぞ？　お前が仕事をやる気になるまでぜったいにメシは食わさん」


「ふん！　だったらこんな食い物は願い下げじゃ！」


「ほーう？　じゃあメシは要いらないんだな？」


「妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスである！　貴様なんぞの脅きよう迫はくには断じて屈さぬ！」


「そうかそうか。じゃあ好きにすりゃいい。お前の分は俺が遠えん慮りよなく食わせてもらう」


「ふん、好きにするがよいわ！　妾の分まで食いまくって、せいぜいぶくぶく太るがよいのじゃ！」


「そうかい。そんじゃさっそく食うとするかね。……おっとその前に、台所へ行ってお茶を淹いれてくるかな。よっこらせ、っと」


　座ざ布ぶ団とんから立ち上がって歩き出す俺。


　そうして台所に立ち、お茶を淹れる準備を始めようとした瞬しゆん間かん。


「──ふはははは！　馬ば鹿かめ、引っかかりおったわ！」


　今の今までちゃぶ台の料理から顔を背そむけていた江藤が、奇き声せいと共に目を光らせて、


「すべては妾の演技とも知らずに、まんまと油断しおって！　こんな美う味まそうな朝ごはんを妾が見み逃のがすはずなかろうに！　うひゃひゃ！」


　たちまち動物の本ほん性しようを顕あらわにし、俺を指さして馬ば鹿か笑わらいし始める。


「これだけ間合いが離はなれてしまえば、その恐おそるべき物差しの攻こう撃げきも届くまいて！　仕損じたなりゅうのすけよ、妾に隙すきを見せたのが運の尽きじゃ！」


「つか前フリ長なげえな」


　俺は呆あきれ顔がおで肩をすくめつつ、


「隙ができた、って言うならさっさと食えばいいのに。まあ食えるもんなら、の話だけどな？」


「ふん、負け犬の遠とお吠ぼえは見苦しいのう！　妾の口と胃い袋ぶくろをもってすれば、わずか二秒で目の前にある料理を平らげることが可能だというのに！」


「へえ。そりゃすげえな」


　これはホントにびっくり。そのスピードでメシが食えるなら、本職のフードファイターも恐れ入るだろう。


「そして貴様のいる位置からここまで来るのには、最低でも二秒以上は掛かかるとみた！　貴様は運動能力の低い方ではなさそうじゃが、妾と貴様の間にはちゃぶ台という障害物もある！　これがある限り、妾は確実に二秒以上の時間を稼かせげるであろう！」


　ほうほう。


　意外にも知ち恵えが回るじゃねえか。動物の分際でなかなかやるもんだ。


「……で？　ご託たくはそれだけか？　まだ食わなくていいのか？」


「ふん、虚きよ勢せいを張りおって！　まんまと出し抜ぬかれた悔くやしさにむせび泣きつつ、妾が一いつ瞬しゆんで朝ごはんを平らげるシーンを目に焼き付けるがよい！」


　高らかに宣言しつつ、江藤は悠ゆう々ゆうと両手を掲かかげる。


　そして目の前の料理を貪り食うべく、一気呵か成せいに動き出し──


「ふみゃあぅ!?」


　手の甲を押さえて江藤がのけぞった。


「な、なんじゃ!?　何が起こったのじゃ!?」


「どうした江藤。一瞬で平らげるんじゃなかったのか」


「……き、貴様りゅうのすけ！　その手に持っておるものは何じゃ!?」


「ん？　これか？」


　訊かれて俺は、右手に持ったエモノを軽く振ってみせる。


　ひゅうん


　ひゅうん


　不ふ吉きつな唸うなり声を上げ、蛇へびのようにしなるその武器エモノは。


「貴様なんじゃその鞭むちは!?　いつの間にそんなものを!?　さっきまでは物差ししか持っておらなんだではないか！」


「んー別に？　俺のエモノが物差しだけだなんて、ひとことも言ってねーし？」


「卑ひ怯きようであるぞりゅうのすけ！　そんなものを隠かくし持って──そんな長いものを使うと知っておれば、妾にももっと別の計画があったものを！」


　知るかお前の都つ合ごうなんざ。


　俺だって馬鹿じゃないからな、コイツの言うことが信用ならんことは十分知っている。知っているからには保険ぐらいは掛けるってもんだ。


「というか貴様、何やらやたらと鞭の扱あつかいに慣れておらんか!?」


「いやー。なんかまあ、動物を躾けるのに使ってたらな？　いつの間にか扱いが上う手まくなっちまってな？」


「くっ……このサディストめが！」


「人聞きの悪いこと言うんじゃねえ。つかむしろその言葉は美園に言ってやれ」


「ええい、一度ならず二度までも妾わらわの手を打ちよう擲ちやくしおって……もしも手首がちぎれたらどうするのじゃ！」


「ンなわけあるか馬鹿」


　どんだけ凶きよう悪あくなんだ俺のムチ。俺はお前とちがってファンタジー世界の住人じゃねえんだから、そんな芸当できねえよ。


「ああ、ついでに言っとくけどな？　ウチの動物どもを躾ける時は、実際に当てたりはしねえ。あくまでも脅おどしに使うだけだ。それもよっぽど物覚えの悪いやつに限定してな」


「き、貴様!?　動物にすら当てぬエモノを妾に当ておったのか!?」


「まあしょうがねえよな、動物以下だしお前。あとアレだ、お前って不死身の吸きゆう血けつ鬼きサマなんだろ？　だったらこの程度はぜんぜん問題ないよな？」


「ええい、数々の狼ろう藉ぜきゆるすまじ！　こうなれば意地でも朝ごはんを食べてやるぞえ！　もちろん仕事なんぞは絶対にやってやらぬ！」


「ほーう？　これだけ痛い目をみてもまだ懲こりないか」


「ふん当然じゃ！　確かに一度は貴様の鞭によって邪じや魔まはされたが、それでもなお貴様と妾との距きよ離りは十分に離れておる！　わずかに手を伸のばせば届くこの距離であれば、朝ごはんを盗ぬすみ食いすることなど造ぞう作さも──あ痛!?」


「こらてめえ、ご託を並べつつちゃっかり手を伸ばすな。メシを食うのは仕事をすると約束してからだ」


「くうっ、二度ならず三度までも鞭で叩たたきおって──いいやしかし妾は諦あきらめぬぞ!?　これだけ距離が離れておれば、鞭を扱う手元もいつか狂くるうはず！　何度も挑ちよう戦せんすれば必ずあ痛!?」


「諦めろ。この距離で狙ねらいを外したりしねーから」


「むぬうっ……いいや諦めぬぞ！　こうなったら妾にも意地がある！　何がなんでも盗み食いを成功させて──あ痛!?」


「何度やっても結果は同じだ」


「むぎぎぎぎ……いいやぜったい諦めぬ！　せめて一いつ矢し報むくいてやるまでは死んでも死にきれ痛い痛い痛い！　今のはめちゃくちゃ痛かったぞえ!?」


「いーから諦めろ。無理だから」


「いいや諦めんぞ妾は痛!?」


「だから無理だっつのに」


「いやいや絶対そんなことはな痛!?」


「無理無理」


「ええいそんなことはないと痛!?」





「それでも決して諦めは痛!?」





「ま、まだ……まだ……痛!?」





　　　　＊




　──一時間後。


「ぐすっ……りゅうのすけのあほ。いっさい手加減をしよらんでからに……ぐすっ」


「自じ業ごう自得だ」


　いやはや、しかし恐れ入った。


　何がってそりゃ、江藤の想像以上のアホさ加減にである。


　まさか数十分にわたって無む駄だな足あ搔がきを続けるとは……おかげで鞭を振ふりすぎたこっちの手首が痛いてえよ。


「うう……ぐすっ……」


　ミミズ腫ばれのできた手首をさすりつつ、江藤が恨うらみ言を並べる。


「りゅうのすけのばかたれめ。か弱い妾を何もここまでイジメんでもよかろうに……」


「いじめてねえよ人聞きの悪いこと言うな。あと手加減もめちゃくちゃしてるし、大げさにお前が痛がるほどのケガはさせてねーし」


　そもそも俺の使ってる鞭は、オモチャに毛が生えた程度のハンドメイド。ガチのマジモンとちがって大した攻撃力はないし、食くらったところで高が知れているのだ──江藤みたいに十何発も食らわなければ。そして江藤みたいに何度も何度も何度も懲りずにおいたをしようとしなければ。


　ったく。


　あまりにも学習能力皆かい無むのままおいたをしようとするから、ついこっちもムキになったじゃねーか。アホさ加減は十分想定してるつもりなのに、こいつはその想定をあっさり超こえてきやがるから……いや、しかしこれは俺も反省せにゃならんな。


「うう……それでりゅうのすけよ。妾を一体どこへ連れていく気じゃ？」


「そろそろ着く。黙だまってついてこい」


　さてそんなわけで。


　さんざん手こずらされたものの、ようやく江藤を納なつ得とくさせ、バイトを始めることに同意させた次し第だいである。今は朝メシをさくっと食わせ、近所にある商店街にまで居候を連れだしたところだ。


　でもっていま気づいたのだが。


　このガキを家の外に連れだしたのは、何気に今回が初めてである。


　というわけで物のついでだ、俺の住んでる街のことをざっと紹しよう介かいしちまおう。


　俺の家、双そう峰ほう山ざん剛ごう蓮れん寺じの所在地は、『常つね原はら市』という中ちゆう堅けん都市にある。


　首しゆ都と圏けんから特急で一時間。


　田舎いなかと呼ぶほどではないが都会と呼ぶにはおこがましい、海と山に囲まれたほどほどの街である。俺の家はその山側、いわゆる山の手と呼ばれる高級住宅街──よりさらに離れた、もっと中心部から遠い場所に位置する。


　でもっていま歩いてる商店街は『ツツジ通り商店街』といって、近所の消費経済を一手に担になう活気のある商店街だ。


　肉屋に魚屋に八百屋。雑貨屋、洋裁店、金物屋──といった店の並びは全国どこにでもある商店街と大差ないけど。いわゆるシャッター街と呼ばれるような閑かん散さんとした商店街とはひと味ちがう。


　まず何気に歴史の古い町ということもあって、地権者の発言力が相当に強く、商店街の天敵である大型のショッピングモールが進出しにくい。


　そこに加え、首都圏へのアクセス時間に比して不動産価格がお手て頃ごろなことが注目され、今もなお人口が増え続けていて。


　さらには地元民の『商店街を盛り上げよう！』という気き概がいが強く、産業振しん興こうのために矢や継つぎ早に手を打ってもいる。


　これらの要素がプラスに作用し合った結果、昭和の闇やみ市いちみたいな活気を奇き跡せき的に維い持じした商店街が生き残った、というわけである。


「うう～……りゅうのすけ、りゅうのすけよ」


「なんだ」


「まだ目的の場所へは着かぬのかえ？　妾はもう疲つかれてしまったのじゃ」


「黙って歩け。もうちょいだから」


　江藤の野や郎ろう、水なしで砂さ漠ばくを何日も歩いたみたいなツラしてやがるけど、俺の家からここまでせいぜい五百メートルぐらいだぞ？　歩くペースだってこいつに合わせてやってるのに、ほんと体力ねえな。


　まあ夏休みの真まっ只ただ中なか、真夏の真っ盛さかりである。ある程度の弱音は認めてやらんでもないが……しかしそれにしたって、なるべく日ひ陰かげを選んで歩いてるし、少しでも歩きやすいようにと思って手も引いてやってるのに。


　でもまあ、この間みたいにぶっ倒たおれられても困るしな。ちょっと休きゆう憩けいを入れてやるか。


「おい江藤」


「うう～……なんじゃりゅうのすけ。妾はもう、返事をするのも億おつ劫くうなほどにヘトヘトであるぞ。これ以上体力を消しよう耗もうすればもはや一歩も動けぬように──」


「何か冷たい飲み物とか欲ほしくないか」


「なに!?　冷たい飲み物じゃと!?」


　舌を出し、足を引きずり気味にしていた江藤が、たちまちしゃんと背筋を伸ばして、


「それはつまり、いわゆるジュースというやつかえ!?」


「おう。いわゆるジュースってやつだ」


「妾に飲ませてくれるのかえ!?」


「おう。一いつ杯ぱいおごってやる」


「ひゃっほう！　りゅうのすけ、貴様意外にいいやつじゃのう！　して、どんなジュースを飲ませてくれるのかえ!?」


「はしゃぐな落ち着け。ええとそうだな──」


　周囲を確認すると、タイミングよく駄だ菓が子し屋のすぐ近くである。


「あそこでいいか。こっち来い江藤」


「心得た！」


「……ほんと、ジュースと聞いた途と端たんに復活しやがったな。現金な野郎だ」


「冷え冷えのジュースにはそれだけの価値があるぞえ！　レバニラに勝まさるとも劣おとらぬ──いいやこと炎えん天てん下かにおいては、レバニラなどは足元にも及およばぬ！　冷え冷えのジュースこそが世界最強の飲食物であり、その魅み力りよくの前にはいかなる者もひれ伏ふすであろう！　むろんこの妾とて例外ではない！」


「わかったわかった、わかったからはしゃぐな。……すんませーん、こんちゃーす」


　テンション上がりっぱなしの江藤を引っ張って、駄菓子屋の入り口をくぐる。


　気温三十五度を超こす猛もう暑しよでもクーラーを入れないあたり、我が家と方針を一いつにするこの駄菓子屋だが。風通しの良さゆえか、それとも土間がむき出しになっている構造のゆえか、不思議と心地ここちよい涼りよう気きが漂ただよっている。


「ばーちゃーん？　ばーちゃんいねーのかー？」


「……おお、なんじゃ竜りゆうちゃんかね。こりゃ珍めずらしい」


　店の奥からスローな動作で現れる、この店の主あるじ。通つう称しようはそのまんま『ばーちゃん』である。


　御おん歳とし九十になるばーちゃんだけど、ガキの頃ころは常連だった俺の顔をちゃんと覚えててくれたようだ。


「ははーあ。これ竜ちゃんや。どちらのお子さんだい、そちらの外人さんは」


「まあいろいろあってさ。しばらくウチで預かってんだよ。でもってばーちゃん、ジュース一本くれ。あ、やっぱ二本。俺の分も」


「はいはい、毎度ありがとね。……で、その子は竜ちゃんの彼女さんかい」


「ちげーよ。つか歳もぜんぜん違ちがうだろ。あ、代金はここに置いとくから。……おい江藤、このケースの中から好きなやつ一本選べ」


「うむ、心得たぞえ！」


「おやおや、日本語の上手な外人さんだねえ。……ところで竜ちゃんや。あんたほれ、芹せり沢ざわさん家ちのあの子と付き合ってるんじゃなかったんかね」


「いや、美園はそういうのじゃねーって。……おいこら江藤、駄菓子の方ばっか見てんじゃねえよ。そっちは買わねーぞ？」


「えええ～？　なんじゃ、せこい話じゃのう。安っぽい駄菓子を貪むさぼり食いつつ、しかるのちにジュースを飲み下す。これこそが正しい駄菓子屋の楽しみ方、というものではないかえ？」


「……お前、そのへんは意外と世間慣れしてるのな」


　こいつって、妙みようなところで何というか、すげー日本人的で庶しよ民みんっぽいというか。よくよく考えるとホント変な野郎だ。ウチの蔵に封ふう印いんされる前は、一体どこで何をしてたヤツだったのかね？


「まあいい、とにかくさっさと選べ。ただでさえバイト先を待たせてんだから。さくっとジュース飲んでちょろっと休憩したら、すぐに出発すんぞ」


「えええ～？　よいではないかりゅうのすけ、妾わらわはもっとここに居たいぞえ。なかなかに古式ゆかしい、趣おもむきのある駄菓子屋なのじゃから。せっかくだからもっとたくさんここで遊ぼうぞ」


「おやおやこの外人さん、なかなかお目が高いじゃないか。あんこ玉でもサービスしてあげようかねえ」


「いやいやばーちゃん、余計なことしなくていいから。ほれ江藤、さっさと選べ。選ばねーと一杯おごる話も無しにすんぞ？」


「チッ。せこいやつじゃ」


　とかなんとか悪態をつきつつも、目を輝かがやかせて冷蔵庫に張り付く江藤。


「ううむ、どれがよいかのう。どれも美お味いしそうじゃのう」


「俺のオススメはお茶系だな。余計なカロリーを取らなくて済むし、変な薬とかも入ってないから身体からだに良い」


「えええ～？　妾は嫌いやじゃ、お茶なんぞ家でも飲めるではないか」


「じゃあスポーツ飲料系でもいいぞ。カロリーはそこそこ入ってるけど、何だかんだで身体には良いはずだしな」


「うーむ。妾はあれ系の味があまり好きではないぞえ」


「じゃあどれがいいんだよ」


「うむ。妾はコーラがよい！」


「いやあ……それはあんまりオススメしねえぞ？　身体に悪そうだし、何よりあれだ、お前ぜったい何か事故る気がする。炭酸噴ふいたりとかゲップが止まらなくなるとか」


「ふん、馬ば鹿かにするでないわ。妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス、炭酸ごときに膝ひざを屈くつするほど落ちぶれてはおらぬ」


「いやまあ、とっくに落ちぶれてると思うけどな？　手て遅おくれなほどに。まあとにかく悪いことは言わん、大人しくもうちょっと安全な飲み物にしとけ。な？」


「……おやおや竜ちゃんや。なかなか甲か斐い甲が斐いしいねえ」


「まあね、世話の焼けるガキなのは確かだけどさ」


「そんだけ面めん倒どう見みがいいってことはあれかね、その子はあんたの彼女じゃなくて、あんたの隠かくし子ごか何かかね」


「いや違ちげーし。こんなデカい子供がいてたまるかよ」


「そうは言うけどほれ、お前さんの親父おやじさんの仙せん太た郎ろうさん。あの子も昔からモテモテだったからねえ。あんただってそういう甲か斐い性しようがあってもおかしくないやね」


　けたけたけた。


　皺しわくちゃの顔を目め一いつ杯ぱいにゆがめて笑うばーちゃん。


　なんつーかアレだ。


　こういう馴な染じみの店に入ると、どうにも話が長くなっていかんな。今日こうして江藤を連れ歩いてる事とかも、妙なウワサになって広まりそうな予感……この手の商店街の情じよう報ほう網もうってのは、うわさ話に関してだけはやたらと伝達が早いからなあ。


　あまり長居するのも得策じゃないと判断。望みどおり江藤にはコーラを、俺は果か汁じゆう百パーセントのオレンジジュースを買って外に出る。


　店先に置いてあるベンチに腰こしかけ、ようやく一息。


「うひょーう！　冷たいのう、冷たいのう！」




[image: ]


「こら、缶かんにほお擦ずりすんな。さっさと飲め、あんま時間ねえんだから」


「ふん、言われんでも飲むゆえ余計な口を挟はさむでない！　さあて、それではとくと味わうとするかのう！　いただきまーす──ぶほっ!?」


　言わんこっちゃねえ。思いっきり炭酸で噎むせやがった。


　やむなく背中をさすってやりつつ、俺もオレンジジュースの缶を開ける。


　うん。うまい。


　濃のう縮しゆく果か汁じゆうの甘みと酸味が五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたり、一口ごとに汗あせが引いていくような気がするぜ。江藤も大人しく俺と同じものをチョイスしてればよかったのに。


　心の中で居い候そうろうの失策を哀あわれみつつ、俺は肩かたの力を抜ぬいた。





　電信柱にしがみついてるセミの、やかましい鳴き声。


　強きよう烈れつな日差しに炙あぶられて浮うかび上がる、庇ひさしの濃こい陰いん影えい。


　じっとしててもいつの間にか浮いてくる、粘ねばっこい汗。





　──うん。


　夏だねえ。


　江藤はクーラーがないだの服が暑苦しいだの、何かと文句をつけるけど。俺はこの季節が好きである。何もかもが全力で沸ふつ騰とうしてるみたいな、このエネルギッシュで暴力的なところがたまらん。


　ちなみにこうして軒のき先さきのベンチに座ってると、顔なじみからちょいちょいと声をかけられたりもする。





「よう竜ちゃん久しぶり。相変わらず面つら構がまえが凶きよう悪あくだねえ」


「おう竜ちゃん。どうしたんだいその外人の子」


「今日は美園ちゃんと一いつ緒しよじゃないの？」


「仙太郎さんはどうしてる最近？　顔見ないねえ」


「たまにはウチの八百屋にも顔出してくれよ。夏野菜のいいやつ仕入れとくから」





　……など、など。


　二日とあけずに利用してる商店街だから、というのもあるけど──何よりウチの実家の寺がけっこうこのあたりの顔役だったりするから、ひとり息子むすこの俺も自然、顔が広くなるのである。


　その代だい償しようとして余計なお節せつ介かいを受けたりもするし、隣となりの家が昨日なに食べたかまで筒つつ抜ぬけのムラ社会だったりもするけど。


　基本的に気の好いい親切な連中ばかりの、我が愛すべき地元だ。


「ところで竜ちゃんや」


　あんこ玉を貪り食う江藤の頭を撫なでながら（けっきょくサービスしてもらった）、ばーちゃんが訊きいてくる。


「今度のほれ、花火大会。あれには行くのかねお前さん」


「あー、もう明後日あさつてだっけ？　いやーどうかねえ」


　学校のツレは、当日の予定が何やかやと埋うまってるみたいだったし。俺は俺で家事とか宿題とかやらなきゃならんし。何より江藤という派手な厄やつ介かいごとが増えたからな。たぶんそっちに掛かかりっきりだと思うし、遊んでるヒマは無いんじゃないかねえ？


「なに言ってんだいお前さん」


　と、ばーちゃんは呆あきれ顔がお。


「仙太郎さんも、それに嫁よめの燿よう子こさんも、最近は留守にしがちだろ？　お前さんが顔出さんでどうするね」


「いやー……俺が顔出したって、ねえ？　別に何ができるわけでもないし」


「できるできないじゃないんだよ、顔を出すことが大事なんだよこういうのは。寺の跡あと取とりだろあんた」


「いやーつってもねえ、別に寺を継つぐと決めてるわけでもないし」


「なーに言っとるのかね、あんた一人っ子だろに。あんた以外に誰だれが継ぐんさね」


　……まあ。


　このあたりが『地域ぐるみ』の弊へい害がいなんだろうけど。基本的にお節介というか、余計な世話を焼きたがるんだよな、ばーちゃんにせよ誰にせよ。


　ちなみに先だっても話題に出した、ロリコンの友人。


　あの野や郎ろうの実家が花火大会の協賛もしてるもんだから、その関係で俺も一応招待はされていたりする。それも市議会議員とか地元の有力者たちが顔を並べる、いわゆるＶＩＰ席というやつにだ。


　当然ながら、花火見物をするには最高の席が用意されてるし、メシとか飲み物も結構なものが提供される。偉えらいさんたちと同席する居い心地ごこちの悪さを別にすれば、めちゃくちゃ良い待たい遇ぐうなわけだけど……でもなあ、あの野郎に少しでも借りっぽいことを作ってしまうとなあ。後で面めん倒どうなことになりそうだしなあ。


　何より花火見物に出かけるとなれば、自動的に江藤も連れて行くことになるわけだ。コイツをひとりで家に残すなんていろんな意味で無茶だからな、さすがに……コイツを連れてったら連れてったで、百パーセント面倒ごとになるのが分かり切ってるし。


「ま、とりあえず考えとくよばーちゃん。ジュースごちそうさん」


　どっちにせよこれ以上の長居は無用だな、と判断。


　ベンチから立ち上がってばーちゃんに礼を言い、江藤を促うながす。


「おい。そろそろ行くぞ」


「えええ～？　妾はもっとここに居たいぞえ！」


「おまえ目的を忘れてるだろ。おまえはこれから楽しい楽しいお仕事をしに行くのであって、遊びに来たわけじゃねーんだぜ？」


「そうは言うがりゅうのすけよ！　ここには食べてみたいお菓か子しがたくさんあるし、遊んでみたいオモチャもたくさんあるのじゃぞ!?」


「それをぜんぶ試ためしてたら日が暮れるよ」


「嫌じゃ！　妾はここに居る！　いやむしろこの家の子になる！」


「馬鹿言ってんじゃねえ。ほれ行くぞ」


「い────や────じゃ────！」


　足を踏ふん張って食い下がり、江藤は見苦しく駄だ々だをこね始めた。


　ええい世話の焼ける。つーか繰くり返し思うんだけど、このガキは一体どの口で『高貴な夜の血族』とか自じ称しようできるのか。まったくもって理解できん。


「まーまー竜ちゃんや」そこでばーちゃんの助たすけ舟ぶね。「もうちょっと優やさしくしておやり。そんな怖こわい顔で怒おこったら、その子だって怯おびえてしまうだろに」


「怖い顔は生まれつきだよ。人ん家ちの教育方針に口を出さないでくれ」


「まーまーそう言わず。相手はまだ子供じゃないか」


　いやいやばーちゃん。


　こいつ中身は確かにガキだけど、どうやら本物の吸きゆう血けつ鬼きらしいから。たぶん見てくれの年ねん齢れいよりもぜんぜんババアだと思うぜ？　たぶんばーちゃんよりも。


「ほれお嬢じようちゃん、こっちのお菓子もサービスしたげるから。竜ちゃんの言うこともちゃんと聞いてやらにゃいかんよ」


「おおう!?　その飴あめもくれるのかえ!?　なんじゃ貴様、ババアのくせに中々いいやつじゃのう！」


　あまつさえばーちゃんのやつ、あんこ玉に引き続いてアンズ飴まで大おお盤ばん振ぶる舞まいしてやがるし。


　うーむ。


　あまたのガキども相手に商売してきた名物ばーちゃんゆえ、本来ならそうそう甘い顔を見せたりはしないのだが。なんだろう？　外人が珍めずらしいのか？


「おおう、これはこれは……科学的な何かによって構成されているらしき、酸味と甘味のバランスが実に興味深い！　興味深いというかぶっちゃけマズい！　マズいがしかし、これは癖くせになる味じゃのう！」


　そしてさっそくアンズ飴にしゃぶりつき、好き勝手な感想を述べる江藤。


　……ったくこの野郎。人様にモノをもらっておいてその言い草はなんだ。あと口が悪すぎるよお前。モノをくれた相手にババア呼ばわりはねえだろ。


　これはもうお仕置き決定だな──と思い定めたところではたと気づく。


　平日の昼間ゆえ、そこまで人通りが多いわけじゃないが。それにしたって全国屈くつ指しの活気を誇ほこる商店街だし、客の姿は少なくない。


　その少なくない客たちが、そろって俺たちの騒さわぎに目を向けている。


　むうマズいな。


　ただでさえこの商店街で俺の顔は売れてるわけで、何より江藤の野郎は非常に目立つ。商店街の連中にとってみれば格好の話の種であり、そして得てして話の種というやつは、真実など無視して好き勝手な方向に育つものである。


　しょうがねえ。お仕置きは取り止やめだ。


　でもってさっさとこの場を離はなれよう。そのためには多少の出費も惜おしまん。


「おい江藤。もう行くぞ」


「かっかっか、馬ば鹿かを言うでないりゅうのすけ！　見よ、この科学的な何かによって味付けされたらしき見事な飴を！　この駄だ菓が子し屋にはまだまだこのようなお宝が眠ねむっておるはず……それらをすべて探たん索さくし終え、ことごとく味わい尽つくすまでは、妾わらわは一歩もこの場を離れぬぞ！」


「俺の言うことが聞けないのか？」


「当然じゃ！　妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス、もとより貴様なんぞの言葉に従う義理は──」


「俺の言うことを聞いたら、その飴をあと十個買ってやる」


「なに!?　十個じゃと!?」


「言うこと聞くか？」


「むうっ……いやしかし妾は騙だまされんぞ!?　そのようなエサで釣つろうとしても──」


「ちなみに俺の言うことを聞かないと、二度とこの店には連れてこねえ。もう一生ずっと、ぜったいにここへは連れてこねえから」


「むぐっ!?　そ、それは──」


「言うこと聞くか？」


「くっ、卑ひ怯きようであるぞりゅうのすけ！　妾にそのような脅おどしをかけるなど──」


「そうか残念だ。もう二度とこの店に来れなくてもいいんだな」


「ちょ、ちょっと待つがよい！　ならば取引じゃ！　買ってくれる飴の数を二十個にしてたもれ！　さすれば妾も──」


「十五個だ。それ以上は譲らん」


「わ、わかった！　それで手を打とう！」





　……というわけで。


　ほくほく顔で十五個の飴を抱かかえた江藤を連れ出し、ようやく駄菓子屋を後にすることができたのだった。


　つかまあ、モノで釣るぐらいしか手がないあたり、俺もヤキが回ったというかなんというか……まあいい、背に腹は代えられん。


　そして後になって考えてみれば、もうこのあたりからいろいろ歯車が狂くるい始めてるのだが。この時の俺はまだ、そのことに気づいていない。





　　　　＊




　さて余計な時間を食ってしまった。


　本日お目当ての店は、ツツジ通り商店街の奥まったところに店を構える食料品店である。


　スーパーマーケット、と呼ぶほどには広くない。それでいて肉も魚も野菜も商あきなっていて、しかしながら肉屋や魚屋や八百屋のような専門店とも異なる。


　まさしく食料品店、としか呼びようのないその店は、屋号を『むつみ屋』と言う。


「すんませーん。こんちゃーっす、竜りゆう之の介すけっすー」


「あら～いらっしゃい。待ってたわよ～」


　のれんを潜くぐって中に入ると、店主の女性がニコニコ笑いながら出で迎むかえてくれた。


　嵯さ峨が崎さきむつみさん。御おん歳とし二十四になる、色っぽくて可愛かわいらしい美人さんである。


「すんません遅おそくなりました。途と中ちゆうで何か色々ありまして」


「んーん、大だい丈じよう夫ぶよお。どうせ今日は暇ひまだったし。……で、その子が例の？」


「ういっす、よろしくしてやってください。……ほれ江藤、あいさつしろ」


「…………」


　普ふ段だんは無む駄だに態度がデカいくせに、微び妙みように人見知りの気けがあるのだろうか？　江藤は俺の後ろに引っ込んで、警けい戒かい心しん丸出しの子こ猫ねこみたいな目でむつみさんを凝ぎよう視ししている。


「仙太郎さんの知り合いのお子さんで、しばらく竜之介くんが預かることになって、自称・吸血鬼の中ちゆう二に病びようなのよね？　へーえ、ほんとに可愛い外人さんねえ」


「はあ、どうもっす。まあ見た目だけは何とか」


「ふふ。よろしくね江藤ちゃん。今日はとりあえず体験でバイトしてもらうから。そう緊きん張ちようせず、気楽にやってくれていいからね？　社会見学か何かのつもりで」


「…………」


　むぬう、と。


　フレンドリーに微笑ほほえみかけるむつみさんに対し、相変わらず警戒を解かない江藤。


　いや解かないどころかむしろ、敵てき愾がい心しんさえ抱いだいてるような目でむつみさんを睨にらみつけてやがる。


「あらあら嫌きらわれちゃったかしら？　ああそうだ、江藤ちゃんにこれをあげましょう」


　と言って、むつみさんは店の奥から何かの小こ瓶びんを取り出してくる。


「これはね、京都の和わ菓が子し屋さんが作ってる、ちょっと特別な冷し飴でね。オーナーさんに頼たのんで少しだけ分けてもらったの。暑いところを歩いてきて喉のどが渇かわいたでしょう？」


「へえ……」と、江藤じゃなくて俺がその品に食いつく。「そりゃアレですか？　むつみさんが前から狙ねらってた？」


「そうそう、ようやくご主人を説得できたのよ。まあもともと店に出す売り物じゃなくて、料りよう亭ていの上得意とかに出す特別な品らしいから。今後もまず市場に出回ることはないでしょうねえ……竜之介くんも飲んでみる？」


「お、マジっすか？　じゃあ有り難がたく」


　こいつはラッキーだ。この冷し飴のウワサは前々から聞いてたんだよな。


　薄うすい青色のガラスでできた丸っこい瓶を受け取り、さっそく蓋ふたを開ける。


　冷し飴の瓶というよりはＲＰＧロープレに出てくるポーションみたいな瓶で、けっこうおしゃれな感じ。サイズ的にはオロナミンＣとかそのくらい。


　くいっと一口。


　ひんやりした感覚と共に、ほのかな生しよう姜がの香かおり。


「……うまいっすねえ」


「でしょでしょ？」


　ふたりして頷うなずき合い、和菓子屋さんの力作を讃たたえ合う。


　ちなみにこの『むつみ屋』。


　一見すると、古い店てん舗ぽをざっと改装しただけの食料品店でしかないが。その内実はかなりの本格派だったりする。何せむつみさんが自分の足で全国を駆かけ回り、自分の舌で確かめたものしか並べてないから、品数こそ少ないが肉も魚も野菜も逸いつ品ぴんぞろい。かく言う俺もこの店の品々には大変お世話になっていたり。


　ちなみに食い物にうるさい俺は、むつみさんにとっても話の分かる上客のようで。この店に来るたび、彼女が仕入れた商品について話の花を咲さかせるのがパターンになっている。三年前の開店以来、ずっと変わらぬ俺とむつみさんの関係だ。


「しかしむつみさん。この冷し飴は江藤にはもったいないですよ」


「んー？　そうかしらん？」


「ええそうです。こいつにはコーラか何かでも飲ませときゃいいんです。どうせろくに働きもしない無駄メシ食ぐらいなんだから」


「まーまーそう言わずに。この子にも味わってもらいましょうよ。……ほら江藤ちゃん、こっちおいで？」


「……むぬう」


　俺の背中にへばりついたまま、江藤はなおも警戒を解かない。


「ほらほら。とってもおいしいもの飲ませてあげるから」


「……いらぬ。さっき妾はコーラを飲んだゆえ」


「でも今日は暑いから、もう喉は渇いてるんじゃない？」


「……渇いてなくもない」


「でしょう？　じゃあほら、飲んでみて飲んでみて。とっても甘いから」


「むう。甘いのか……？」


「それはもう」


「むうっ……いやしかし妾は先ほど、飴あめを十五個ほど買ってもらったゆえ。甘いものは十分に足りておる」


「んー、でもね江藤ちゃん。この冷し飴の甘さはね、普ふ通つうの飴とはぜんぜん違ちがうの。飲んでみれば分かると思うけど」


「そんなに違うのか……？」


「うん違うの。この冷し飴はね、しつこくなくて、すっきりしてて、それはもういくらでも飲めちゃうの。江藤ちゃんが買ってもらった飴をぜんぶ食べた後でも、まだまだぜんぜん飲めちゃうの。だから、ね？」


「むう」


　これだけむつみさんが丁てい寧ねいに勧すすめているにもかかわらず、なおも江藤は味見を渋しぶっていやがったが。


「……むつみとやら。貴様、妾をいじめたりはせんであろうな？」


「いじめないいじめない」


「その液体の中に、毒は入っておらんであろうな？」


「入ってない入ってない」


「むう」


　それからしばし、江藤は冷し飴のビンとむつみさんの笑え顔がおを交こう互ごに見やっていたが。


　刹せつ那な、熟練のスリみたいな挙動で手を伸のばし、冷し飴をゲット。


　そのまま店の片かた隅すみまでダッシュし、むつみさんをなおも警戒しつつ、恐おそる恐るビンに口をつける。


「むぬうっ……!?」


　江藤の目が驚きよう愕がくに見開いた。


「これは何とも面めん妖ような。甘いのに甘くない、じゃと……？」


「ふふ。美お味いしいでしょう？」


「……うむ。うまい。うまいが不思議であり、不思議であるがいくらでも飲める……おや？　もう無くなってしまったぞえ」


「うんうん。美味しいからあっという間よねえ」


「むつみとやら。お代わりは無いのかえ？」


「もう一本いっとく？」


「うむ！」


「今度はもうちょっと味わって飲んでね？　すっごいレアモノなんだから」


「心得た！」


　さっきまでの警戒心はどこへやら、たちまち満面の笑みになって頷く江藤。


　うん。餌え付づけ完かん了りようだな。


　面めん倒どうなガキではあるが、こういう点では楽ちんである。


　しかしばーちゃんは何ともなかったのに、むつみさんが相手だと怖こわがるんだなあ。基準のよく分からんやつだ。


「じゃあ江藤ちゃん。今日はあらためてよろしくね」


「うむ！　よろしく頼むぞえ！」


「今日はなるべく簡単なお仕事をお願いするから、リラックスしてお願いね。そうそう、今日のお仕事が上手にできたら、冷し飴をもう一本ご馳ち走そうしちゃおうかな？」


「おおう！　なんじゃ貴様、話が分かるのう！　よかろうその話乗った、大船に乗ったつもりで任せるがよいぞ！」


　……うん。


　このへんはさすがだな。


　美び貌ぼうと笑顔を武器に全国を渡り歩き、入手不能と言われた数々の逸品をゲットしてきただけのことはある。ガキの扱あつかいぐらいはお手の物か。


　だがしかし。


「むつみさん、むつみさん」


「ん？　なあに？」


「あんまり贅ぜい沢たくを覚えさせないでくださいよ？　こいつって、ただでさえ役に立たない居い候そうろうなんだから。働きもせずに美う味まいもん与あたえたりするのは、教育によくないっす」


「ふふ。竜之介くんは教育熱心ねえ」


「はあ、まあ。教育熱心というか、そういう性格なもんで」


「この子のこと、とっても可愛がってるのね。分かるわ」


「いやいや。ないっすよそれは」


　いやまじで。


「だいじょうぶよ竜之介くん。あなたの心配もちゃんと分かってるわ。こっちだってお仕事を頼む立場だもの、締しめるところはちゃんと締めるから安心して」


　そう言ってウインクしてくるむつみさん。


　うん。大変にチャーミングである。


　専門店も顔負けの目め利ききと独自のコネを持ち、客足も確かな『むつみ屋』は、商店街に存在するあらゆる食品系の店にとって、脅きよう威い的かつ畏い怖ふすべきライバルなのだが。八百屋の親父おやじも果物屋のせがれも、仕立て屋のご隠いん居きよですらも、むつみさんの隠かくれファンだったりするわけで。それもまあ、アイドル顔負けのこの愛あい嬌きようを見れば、まったくもって納なつ得とくの結果といえよう。


　もちろん年とし増ま好みの俺にとっても、彼女は期待のホープである。あと十年、いやあと五年もすれば、むつみさんは間ま違ちがいなく素す晴ばらしい美熟女に化けるはずだ。その時が今から楽しみでならない。


「じゃ、とりあえず夕方までこの子はウチで預かるけど。竜之介くんはどうする？　いったん家に戻もどる？」


「あ、邪じや魔まじゃなければここに残っていいですか？　江藤がどのくらい役に立つのか見ておきたいし。それに後で美園とここで落ち合う予定なんで」


「あら。美園ちゃんも来るの？」


　くすり。何やら悪戯いたずらっぽく笑うむつみさん。


　……うむ。


　なぜこのタイミングでその笑いなのか、さっぱり分からない。


「それじゃ、とりあえず美園ちゃんが来るまで働いてもらうわ。今日のところは試用期間ということでお給料はなし。その代わり上手に働けたらお駄だ賃ちんにさっきの冷やし飴をもう一本。それでいいかしら江藤ちゃん？」


「うむ！　よかろう！」





　というわけで。


　俺のコネが十分に利く『むつみ屋』で、おそらく人生初であろう対価を手にするための労働に、江藤は従事することとなったのだが。





　　　　＊




「……で。その結果がこれというわけね」


　二時間後。


　約束どおりの時間に現れた我が幼なじみは、相変わらずの無表情で遠えん慮りよのない感想を述べた。


「不思議ね。わたしは江藤さんがここでバイトを始める、と聞いてたはずだけど。それは聞き間違いだったのかしら」


「……いーや。間違いじゃねえよ」


「じゃあメガネの度でも狂くるってるのかしらね。わたしの目には、この店がまるで空き巣にでも入られたような有様に見えるのだけど」


「……いーや。お前の視力は正常だよ」


　肯こう定ていしてやりつつ、俺は『むつみ屋』の惨さん状じようをあらためて見み渡わたした。


　まず手始めに、入り口そばのスナック菓が子しの棚たなが斜ななめに倒たおれ、そこからあふれた商品の袋ふくろが破れて中身が飛び出している。


　右手奥にある精肉のコーナーは、商品に巻いたラップがしっちゃかめっちゃかになっているのみならず、豚ぶた肉にくやら牛肉やらが入り乱れてごっちゃに混ざっている始末。


　床ゆかには生卵の残ざん骸がいが一面に広がり、それに足を取られてすっころんだ跡あとが何カ所も散見されて。


　トドメとばかり、レジカウンターからお札やら硬こう貨かやらが飛び散り、そこら中に散乱していたりもする。


　美園の言うとおり空き巣にでも入られたか、あるいは火か事じ場ば泥どろ棒ぼうの被ひ害がいにでも遭あったかのような惨状っぷりだ。つぶさにその状じよう況きようを見ていた俺ですら、何か悪い夢でも見たとしか思えない。


　まあ説明は不要だろう。


　むろん、すべての下げ手しゆ人にんは例のクソガキである。


　掃そう除じやら洗せん濯たくやらの家事のスキルがまったくないのは分かってたけど……実態はそんな生やさしいもんじゃなかった。無能に手足が生えたようなこのガキは、ただ無能であるだけでは飽あき足らず、物を散らかすことにかけては百年にひとりの天才だったのだ。


「すごかったわねえ」


　と、さすがのむつみさんも困こん惑わく顔がおである。


「わたしもこれまでの人生で、それなりにいろんなものを見てきたつもりだけど。それにしても今回のはすごかったわ。トルネード？　クーデター？　うーん、どう表現していいか分からないけど、とにかくすごかった」


　目を瞬しばたたかせ、困惑顔で感想を述べるむつみさん。


　というか江藤もすごかったけど……店をこれだけの有様にされたにもかかわらず、単なる困惑顔で済んでるむつみさんがむしろすごい。


　あと、度たび重かさなる江藤の大失敗にもかかわらず、根気よくここまでつき合ってくれたこともかなりすごい。
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　すごいというかぶっちゃけ、もっと早くギブアップしてくれてよかったと思うのだが。


「いやもう……ホントすんません、ウチのアホがとんでもないことやらかして。損害賠ばい償しようはきっちりするんで、どうかカンベンしてやってください」


「ううん、だいじょうぶよ竜之介くん。ちょっとサイズの大きい野の良ら猫ねこが二時間ほど暴れたんだと思えばどうってことないから。気にしないで」


「いやいや。そうはいかないっすよ。あのガキの飼い主は俺なんで」


「んー。というかね、途と中ちゆうからわたし、ちょっと興味持っちゃったのよね」


「はあ。興味というと？」


「つまりね、このまま放ほうっておいたら江藤ちゃんがどこまでやらかすのか、みたいな？　あまりのやらかしっぷりに、むしろ爽そう快かいになっちゃったというか……つい、やりたいようにやらせちゃったのよねえ」


「はあ」


　うーん。


　何とも大物な発言。


　大物というか、大らかすぎるというか。


　ちなみにこの大災害を引き起こした張本人が、いま何をしているかといえば。


「ううん……むにゃむにゃ。もう食べられんぞえ……」


　店のいちばん奥にある休きゆう憩けいスペースを借りて横になり、幸せそうな寝ね言ごとをつぶやいていたりする。


「あんのガキ……寝言すら空気を読みやがらねえ」


「まあいいじゃないの。幸せそうに寝てるんだし」


「いやダメでしょあれは人として。ちょっと叩たたき起こしてきます」


「いいのいいの、がんばり疲つかれて寝ちゃったんだもの、しょうがないわ」


「はあ」


　むつみさんはそう言ってくれるけど。


　ぶっちゃけその『がんばり』こそがクセ者だったのだ。なんせ冷やし飴あめに釣つられてヘンにやる気を出して働いたばかりに、ご覧の通りのマイナスの結果が出たわけで。


　ったく……やる気を出したら出したで、出さない時より何倍も迷めい惑わくをかけやがるとは。ほんと煮にても焼いても食えねえ野や郎ろうだ。


「まあどちらにしても、今日はもう営業できそうにないわね」


　とむつみさん。


「お店はもう閉めちゃいましょう。竜之介くん、お店のお片づけだけ手伝ってもらえるかな？」


「そりゃもう当然。全力でやらせてもらうっす」


「わたしも手伝います」


　と、これは美園。


「ここでぼんやり見てても退たい屈くつだし。二人で片付けるよりは、三人で片付けた方が早く終わるでしょうから」


「あら美園ちゃんはいいのよ？　あなたには何の責任もないもの」


「いいえ。手伝います」


「なんだ美園。別に気を使わなくていいのに」


　そこで俺が割って入る。むつみさんの言うとおり美園には何の責任もないし、それにむつみさんと俺の片付け能力をもってすれば、いかに江藤が派手においたをしたところですぐに掃除は終わる。


「お前はその辺に座ってぼちぼち待っててくれればいいよ。何なら先に帰ってくれてもいいぜ？　待たせるのも悪いし」


「いいえ帰らないわ。帰らないし、手伝うと言ったら手伝うから」


「んー？　そか？」


　妙みように頑かたくなな幼なじみに首を傾かしげる俺。


　こいつって、別にそこまで掃除好きでもなかったはずだし、特におせっかい焼きな方でもないはずだけど。一体どういう風の吹ふき回しなんだろね？


「うふふ」


　でもってそんな俺たちのやり取りを眺ながめつつ、むつみさんは何やら思おも惑わくありげに笑っているのだった。訳わけわからん。





　ともあれ、そこから一時間ほどかけて店の清せい掃そうは終しゆう了りよう。


　俺の清掃技術は言うに及およばず、むつみさんも美園も行動がてきぱきしてるから。三人で本気を出せば、江藤のような天才ちらかし師が汚お染せんした店も、あっという間に復旧するというものである。


　とはいえ。


　予想以上のスピードで店が復旧したものの、むつみさんもこの時間からもういちど店を開ける気にはならないらしく。そこから先は反省会がてらのお茶会となった。


　むつみさんの出してくれたお茶は、八や女め産の高級玉ぎよく露ろ。


　お茶ちや請うけは浅あさ草くさの老舗しにせから仕入れた雷かみなりおこしである。


「うーん。うまい」


　玉露をすすり、雷おこしをかじりつつ、俺は納なつ得とくの舌した鼓つづみを打つ。


「渋しぶさを抑おさえたこの甘み、ほのかだけどきっちり主張してくるさわやかな香かおり。こりゃ最高の玉露ですねえ。さすが、むつみさんが仕入れたお茶だけはある」


「でしょでしょ？　これを作ってるおじさんがガンコな職人さんでね、お茶っ葉を摘つむのも、釜かまで葉っぱを炒いるのもひとりでやってて。それだけじゃなくて、出来たお茶を包装するのも、出荷するのもひとりでやってるの」


「へーえ。そりゃまたなんつーか、こだわりのガンコ親父おやじですね」


「そうなのよお。だから当然、お金は儲もうからないし、作れるお茶もほんの少しなんだけど。その代わりとっても美お味いしいのよねえ」


「なるほど。そりゃでもあれでしょ、その親父を説得するのって、ずいぶん苦労したんじゃないっすか？」


「したした、すっごい苦労した。作ったお茶はぜんぶ高級料りよう亭ていとかに出荷されちゃうから、あたしが後から参入する余地なんてないのよね。だから毎年何回もそのおじさんのところに押しかけて、世間話したりとか、お茶を摘むのを無理言って手伝ったりとか、お茶の味について議論したりとか。それだけやってようやく、今年はちょっとだけ仕入れることができたの」


「いやー、さすがは『落とし神』と呼ばれるむつみさんです。それにほら、お茶だけじゃなくてこの雷おこしも」


「ふふ、分かるう？　一いつ般ぱん的に使われてる落花生じゃなくて、クルミとアーモンドを混ぜてるのがオシャレでしょう？」


「つか市し販はん品じゃないでしょ、これ」


「そうなの。試作品を社長さんにお願いして分けてもらったの。売り物にはしないって約束でね。だからすっごいレアモノよ、これ。でもってこれを仕入れるのもまた一苦労があって──」


　俺とむつみさん、ふたりして食材談義に花を咲さかせる。


　食い物にだけはうるさいと自負してる俺だが……むつみさんはその俺より数段上の、いわば食材ジャンキーである。なんせ趣しゆ味みが高じて仕事にしてる人だし……俺からすれば自然、むつみさんに対しては頭も下がるというものだ。


　一方のむつみさんも、俺のことをけっこう高く買ってくれてるみたいで、俺が店に来るたびこうして話し相手になってくれる。


　俺たちの関係は売り手と客、あるいは茶飲み友達というラインを超こえ、もっと別の次元に到とう達たつしている感すらある昨今なのだ。


「……でね、その五代目が言うのよ。『雷おこしはただのお菓か子しじゃねえ、人生そのものなんだよ。いや、文学とさえ言っていい』って。だからあたしは言い返してやったわけ、『雷おこしは単なるお菓子であって、人生とか文学なんかじゃない。この数センチ四方のお菓子にはもっとでっかいものが詰つまってる。それが分からないうちはあんたはずっと二流のまんまよ』って」


「そりゃ怒おこったでしょ、五代目の人」


「怒った怒った。もうほんと顔真っ赤にしてね、『てめえに何が分かる！』って。でもね、そのやり取りを聞いてた先代が大笑いして。『ちげえねえ、確かにお嬢じようさんの言うとおりだ』とか言って、それでこの雷おこしをくれたの」


「ははあ、そりゃまたあれっすね、相変わらずいい度胸してますね……いや、しかしホントいいっすねこれ。つかぶっちゃけこれ、流通に乗せられるほどコスト下げられないんじゃないすか」


「そう思うわあたしも。素人しろうとには分からないでしょうけど、どうみても採算度外視で作ってるわよね」


「ですよねえ……しかしこれ、何で甘みをつけてるんでしょうね？　黒糖ほど濃こくはないし、白砂糖ほどあっさりしてない……うーん、やっぱ何種類かの砂糖をブレンドしてる感じですかね」


「んー、あたしにもちょっと分からないかも。お米は何を使ってるのかしらねえ……ヒヨクモチとかヒメノモチではないと思うんだけど」


「うーん。俺にも分からないっす」


「わたしは」


　と。


　黙だまってお茶をすすっていた美園がそこで口を挟はさんだ。


「わたしは、使ってるお水もいいものだと思います」


「あら。美園ちゃん詳くわしいのね」


　むつみさんはニコニコ顔で、


「美園ちゃんって学校の成績もいいし、いろんなことにも詳しいけど。水の善よし悪あしまで分かるのね。すごいわ」


「すごくはないですが……食べ物って、とにかくお水が基本ですから」


「そうよね、お水が基本よね。いま飲んでる玉露だって、わざわざこの玉露に合うお水を選んでるし。およそ人間が口に入れるものはすべて、何はなくとも水にだけはこだわった方がいいのよね」


「はい。そう思います」


「ちなみに美園ちゃんは、この雷おこしにどういうお水を使ってると思う？」


「ええと」


「ちなみにあたしは大体想像ついてるわ。この雷おこしに使ってるお水について」


「…………」


　ニコニコ笑顔のむつみさんと、相変わらず無表情な美園の視線が、しばし絡からみ合う。


　その横で俺は雷おこしをかじりつつ、内心で首をひねった。


　いやあ。


　何でかって、そもそもむつみさんの質問の仕方がズレてるというか、やや的外れな気がするので。


「……ええと」


　しばしの後。


　視線を絡み合わせたまま、しばし考え込んでいた美園が、やや自信なげに、


「ええと……エビアン、とか。使ってるんじゃないでしょうか。ミネラルウォーターの」


「ふむふむ。エビアン」


「あとは六ろつ甲こうのおいしい水、とか」


「ふむふむ。六甲の」


「あとは……」


「つーかさ美園」


　そこで俺は口を挟んだ。幼なじみの答えが、さすがにとんちんかんすぎるので。


「そういう有名ブランドものの水は使ってないと思うぜ？」


「……ふうん。そうなの」


「おう。たぶんだけど、その雷おこしって普ふ通つうに自前の仕込水を使ってると思うわ」


「あらそう。わたしの判断力もたまには狂くるうのね」


「でもってついでに言っとくけどさ。雷おこしの原料になってる米って、水で炊たいてるわけじゃないぜ？」


「……え」


「俺らが普ふ段だん食ってる、コシヒカリとかササニシキとかじゃなくて、もち米を使ってんだよ雷おこしは。だからごはんみたいに釜で炊いたりするわけじゃなくて、せいろとかを使って水蒸気で蒸ふかしてるんだな」


「…………」


「だからまあ、料理とかお菓子作りにとって、どういう水を使うかは確かに大事だけど。もち米を蒸むす時に使う水については、ぶっちゃけ何を使ってもあんま変わらんと思うぜ」


「あらー。そうね、そうだったわね」


　てへっ、と。


　むつみさんがそこで舌を出して、


「雷おこしは基本もち米で作られてて、もち米を蒸す時の善し悪しにお水はあんまり関係なかったわね。うっかりしてたわ。ねえ竜之介くん？」


「そうっすよむつみさん。どうしたんすか？　むつみさんらしくない勘かん違ちがいっすけど」


「えー？　でもあたしにだって、たまにはミスもあるわよー。……んー、でもごめんね美園ちゃん。的外れな質問をして、美園ちゃんを困らせちゃったわね」


「……いえ。別に」


「うふ」


「…………」


　むつみさんはニコニコと。


　美園の方はじじじーっと。


　それぞれの表情でお互たがいに見つめ合っている。


　……ふむ。


　なにやら妙みような空気。


「──ああそうそう、忘れてたわ」


　と、そこでむつみさんがポンと手を叩たたき、


「もうひとつ、とっておきのお菓子があるのよ竜之介くん。神こう戸べの洋よう菓が子し屋さんから仕入れたフィナンシェなんだけど」


「お、まじっすか？」


「食べたい？」


「もちろんもちろん」


「じゃ、ちょっと取ってくるから。待っててね」


　そう言って、むつみさんはニコニコ顔で店の奥に引っ込んでいった。


「いやーフィナンシェかー。楽しみだなー。たぶんそれって、むつみさんが昔から狙ねらってた名店のやつだよな。いやーどんな味がするのか」


「……もう少し」


　と。


　そこで美園が何やらボソッと。


「食べ物のことを勉強しないと、後おくれを取りそうかしらね。あの人って、妙にわたしに対して挑ちよう発はつ的だし」


「ん？　何だって？」


「何でもないわ。ところで竜之介、ちょっと相談があるのだけど」


「お？　何の？」


「ええ。明後日あさつてのことだけど──」


「お待たせ～。持ってきたわよ～」


　話を切り出した美園をさえぎるようなタイミングで、むつみさんが戻もどってきた。


「すっごい美お味いしいのよ、このフィナンシェ。口に入れると柔やわらかくほぐれて、コクと甘みのバランスが絶ぜつ妙みようで。はいどうぞ」


「うっす。いただきます」


「ほら美園ちゃんもどうぞ♪」


「……どうも」


「あ、ところで竜之介くん」


　むつみさんはホンワカ笑いつつ、


「明後日の花火大会だけど。あたしといっしょに見に行かない？」


「え？　俺とですか？」


「うん。あなたと」


「いやー、お誘さそいはありがたいんですが」


　意外かつ嬉うれしいお誘いではあるのだけど、


「江藤のこともあって、なんか最近いろいろ立て込んでるんで。今回はパスしようかと思ってたんすけど」


「えーそうなの？　いいじゃない行きましょうよ、せっかく年に一度の花火大会なんだから」


「いやー。行きたいのは山々なんですが」


「山々なら行っちゃいましょうよ。あたしといっしょに屋台とか冷やかしに行きましょうよ。ね？」


「え。屋台とか興味あるんすか？　むつみさんが？　あれだけ味にうるさいのに？」


「屋台は屋台で良いものなのよ。あれってどんな老舗しにせでも出せない味だものね。宵よい闇やみの中、夜空に咲さく花火の明かりに照らされつつ味わう、粉っぽいたこ焼き。えぐみのある脂あぶらをたっぷり纏まとった焼き鳥。原価ほとんどゼロのぼったくり綿わた飴あめ。……うーん、どれもこれも捨てがたいわあ。今からもう待ちきれない感じ」


「はあ。そっすか」


　うーん。


　俺にはいまいち分からん感覚だが。


　でもまあ、確かに子供のころは屋台のメシを食うのが楽しみだった。


　安っぽいホットドッグをかじりつつ、型抜ぬきだとか射的だとか、輪投げだとか金魚すくいだとかに精を出すのは、まさに年に一度のハレの日、という感じで。花火大会の前日などは興奮して寝ねられなかったもんである。


　それが今となっちゃ、俺もすっかり歳としを食ってしまったというか、主夫っぽくなってしまったというか。感覚がスレすぎてしまって、いまいち無む邪じや気きには楽しめなくなっちまったんだよなあ。


　……うむ。


　本来なら辞退するべきところだけど。


「そっすねえ……たまには童心を取り戻して、頭を空っぽにして遊ぶのも、悪くないかもしれないっすね」


「そうそう。それが縁えん日にちの醍だい醐ご味みなのよ」


「うし分かりました。江藤のアホをどうするかが問題ですけど、まあ何とかなるでしょうから」


「うんうん。じゃ、明後日はあたしといっしょに花火を見に行くということで──」


「すいません。話が盛り上がってるところ悪いんですが」


　と、そこで美園が無愛想に割って入った。


「竜之介はその日、わたしといっしょに花火を見に行く予定になっているので。申し訳ないんですが、遠えん慮りよしてもらえると助かります」


「え？　お前と花火？　そんな予定ながあっ!?」


　足を踏ふまれた。思いっきり。


　それも小指をピンポイントで。


「あらそうなの？　美園ちゃんと？　竜之介くんが？」


「はい」


「そっかー、そうなのね、残念ね。でも竜之介くんって、そんな話はひとことも言ってなかった気がするけど」


「言ってなかったかもしれませんが、竜之介とは毎年ふたりで花火に出かけてるので。今年もその流れで」


「え？　でも俺とお前がいっしょに花火見に行ってたのは小学校まで──ほぐあっ!?」


　また足を踏まれた。今度は逆の足の小指。


「そういうわけでむつみさん。竜之介のスケジュールは埋うまってる、ということで了りよう解かいしてもらえると」


　悶もん絶ぜつしている俺には見向きもせず、美園は淡たん々たんと言う。


「んーそっか、そうなのね。先約があるなら仕方ないか」


「はい。残念ですが」


「そっかそっか、そうよね、せっかくだものね。毎年ふたりで行ってるなら、今年もやっぱりふたりで行きたいわよね。あたしみたいな邪じや魔ま者ものは抜きで、竜之介くんとふたりっきりで」


「特にそういうこだわりがあるわけじゃないですけど。流れとしてはその方が自然かなと」


「あ、でもでも美園ちゃん」


「はい？」


「たとえばよ？　たとえばの話なんだけど。あなた達ふたりが花火に行って、あたしもひとりで花火に行くとして。でもって、もし当日の会場でたまたま顔を合わせるようなことがあったとして。その場合はあたしも合流しちゃっていいのかしら？　せっかく顔見知り同士が偶ぐう然ぜん出会ったなら、そういう流れになるのも自然だと思うんだけど」


「……あなたのその言い方には、明らかに自然でない、意図的なものが含ふくまれているように聞こえるんですが」


「んん～？　そうかしらん？」


「それよりむつみさん。江藤さんのことですけど」


「江藤ちゃんがどうかした？」


「彼女、使えそうですか？　この店のバイトとして」


「んん？　ん～そうねえ」


　そこでしばし、むつみさんは間を溜ためた。


　値ね踏ぶみするような視線でしばし美園を眺ながめ、それから「あからさまに話を逸そらされたけど、まあいっか」などと呟つぶやきつつ、


「使えるか使えないかで言ったら、それはもう全身全ぜん霊れいで使えないわよね。さっきまでのお店の有様を見れば分かると思うけど」


「まあそうですよね」


「だけどまあ、他ほかならぬ竜之介くんからの頼たのまれ事だし。どうにかウチで預かることもできなくはないわ。それこそ子こ守もりがわりにでも、ね」


「──いや。お気持ちはありがたいんですが」


　そこで悶絶状態から俺が復帰。


「見ての通り、江藤の野や郎ろうが労働力としてまったく使えないことが判明したので。というかむしろ、この店にとって有害でしかなかったので。それと分かってる以上、このガキをお願いするわけにはいきません」


「あらそう？　別に気にしなくてもいいのに。それにほら、この子だったらたぶん、店の前に立たせておくだけでも客寄せになるでしょうし。無理に働かせなくても」


「それはそうかもですが、なんつーかそういうのじゃなくて。俺は江藤を人並みにしてやりたいというか、どうにか社会活動に貢こう献けんさせたいわけで。なので、もうちょっとこいつを半人前、いや四分の一人前ぐらいに鍛きたえることができたら、その時あらためていろいろお願いしたいかな、と」


「ふんふんなるほど」


　むつみさんは何度か頷うなずきながら、


「分かったわ、じゃあ竜之介くんの意見を尊重しましょう。でも気が変わったら遠慮なく言ってね？　江藤ちゃんにメイド服か何かを着せてディスプレイしておくだけでも、十分にバイトとして価値はあるでしょうから」





　　　　＊




「……美園ってさー」


『むつみ屋』からの帰り道。


　いまだ寝こけたままの江藤を背負いつつ、俺は幼なじみに訊きいてみた。


「ひょっとしてむつみさんのこと、嫌きらいだったりする？」


「なぜそう思うのかしら」


「いやーなんつーか。むつみさんと一いつ緒しよにいる時のお前って、いつもと調子が違ちがうというか、なんか妙みように絡からんでいく雰ふん囲い気きがあるからさ」


「別に嫌いじゃないわ。苦手なだけ」


　そろそろ陽ひの傾かたむき始めた、しかしまだじりじりする暑気が支配する、ツツジ通り商店街。


　美園は汗あせひとつかかず、表情ひとつ動かさず、そして俺の方を見向きもしないまま、淡々と答える。


「誰だれにだっているでしょう、そりの合わない人のひとりやふたり。わたしにとってそれがたまたまあの人だったという、それだけのことよ」


「ははあ。お前でも合わない人間っているんだな」


「まったくね。そんなもの一向に作りたくはないのだけど。……それにあの人って、わたしの気持ちを知ってる上で、わざとああいう態度に出てる節があるのよね。ほんと始末が悪いわ」


「ん？　何か言ったか？　いまいちよく聞こえんかったけど」


「別に。ただのひとり言だから忘れて頂ちよう戴だい」


「ふむ。そっか」


　俺も深くは追つい及きゆうしない。美園のひとり言はいつものことなので。


　ちなみに嵯峨崎むつみさんという人は、ここ常つね原はら市の出身ではない。


　何年か前にふらっとこの商店街に現れ、ひょいっと店てん舗ぽを建てて、そして『むつみ屋』をたちまち知る人ぞ知る人気店にした、不思議な人である。


　すでに述べた通り、『むつみ屋』に並ぶ商品は、こんな片かた田舎いなかの商店街の、それも裏通りに位置する店舗に並ぶような品ではない。そのあたりの仕入れ能力はホント舌を巻くばかりだ。


　しかしながら仕入れには熱心なものの、金かね儲もうけにはほとんど関心がなくて、むつみさんにはある種の趣しゆ味み人じん、いやむしろ世捨て人のような雰囲気さえあるというか。


　いま現在、俺が最も親しくさせてもらってる部類に入る人なんだが……いまだに彼女がどんな人なのか、微び妙みように摑つかみきれてなかったりする俺なのだった。美園も何やらむつみさんに対しては腹に一物もってるっぽいし。


「そういえばさ」


　俺は背中に負ったお荷物のポジションを調整しつつ、


「お前って、外そと面づらの良さはホント半はん端ぱないけど。むつみさんに対してはぜんぜん愛想が良くないよな」


「まあそうね」


「お前が素すの顔を出すのって、基本身内が相手の時に限られると思ってたんだけど」


「ええそうね」


「てことはアレか。お前にとってむつみさんは、身内の部類に入ってるわけか」


「まさか。ちがうわよ」


「そうか？　でもお前って、俺につき合って割としょっちゅう『むつみ屋』に顔出してるだろ？」


「だからといって身内ということにはならないわ。というかあの人って、わたしにとってはむしろ身内の逆よ」


「敵？」


「とまでは言わないけど。要注意人物ではあるわ」


「ふむ。そっか」


「あの人に対して素の顔を出すのはね」


　俺と並んで歩き、真っ直すぐ前を見つつ、


「そもそもあの人にはわたしの素顔を隠かくせなかったからよ。バレてると分かってるのにわざわざ隠す努力をするのも馬ば鹿からしいでしょう？」


「へーえ」


　これはちょっと驚おどろき。


「そうなのか。いつからバレてたわけ？」


「最初からよ。あんたにつき合って初めて『むつみ屋』へ行った時から、あの人にはバレバレだったわね。だからすぐに隠すのをやめたわ」


「へえー」


　およそ食に関することならば、あらゆる分野でソムリエ級のむつみさんだけど。人物眼まで一級品ってことなのか。


　美園の外面の良さだって文句なしの一級品で、そのうえ体てい裁さいを保つためなら努力を惜おしまず、手段も選ばないのだが……その美園をして素顔を隠すのを諦あきらめさせるとは。むつみさんって、俺の思ってる以上に多芸な人なんだな。大したもんだ。


「……そういう『むつみさんすげー』って顔されるのが癪しやくだから、これまでずっと黙だまってたのよね」


「ん？　何だって？　よく聞こえねえ」


「なんでもないわ。ひとり言よ」


「ふむ。そっか」


「ところで竜之介。江藤さんにまっとうな社会生活を送らせるという計画は、早くも暗あん礁しように乗り上げつつあるわけだけど」


「おう……問題はそこだよなあ」


　家事全ぜん般ぱんは言うに及およばず、『むつみ屋』でなるべく簡単な仕事を回してもらうように計らってもやっぱりダメ。むしろやる気を出せば出すほど空回りするという悪あく循じゆん環かん。


　ここまで気合の入った社会不適合者を、果たしてどうやったら更こう生せいさせられるのやら。


「まあいよいよとなったら、最後の手段に出るしかないとは思ってるけどさ」


「最後の手段？」


「おう。むつみさんも言ってたけどさ、江藤の野郎は見た目だけは一級品だから。とりあえず『働いて金を稼かせぐ』というだけだったら、その見た目を生かさない手はないわけで。実際その方向で攻せめていけば、江藤を使ってくれそうな雇やとい主ぬしはけっこう見つかるんじゃないかと思うわけだ」


「なるほど。まあ確かにそうね」


「でもって、そういう仕事にもコネがありそうなヤツに、心当たりが無くはないわけで」


「……あんたまさか、鬼き龍りゆう院いんくんのことを言ってるの？」


　露ろ骨こつに眉まゆをひそめる美園。


「とてもじゃないけどお勧すすめできないわね、その選せん択たく肢しは」


「いやまあ、俺だってとてもじゃないけど気が進まないけどさ。でもこういうことは、やっぱあいつが適任だとも思うんだよな」


　これまで何度か話題に出してきた、例の友人のことである。


　対人交こう渉しよう能力を始めとする、もろもろの能力は折り紙付きだけど。残念ながら性格その他もろもろに難がありまくりなんだよなー。


「あんなロリコンの変態に江藤さんを紹しよう介かいしたら、警察沙ざ汰たか裁判沙汰になるのは必至でしょうに。なに考えてるのあんた」


「いやまあ、そりゃそうかもしれんけど。でもさ、あいつほどヒマとカネを持て余してるヤツも他にいねえわけだし。頼たより甲が斐いがある、って意味でもあいつ以上の人材はいねえわけだ。あいつなら俺らには思いつかない知ち恵えも働くかもしれんし」


「一理あるのは認めるけど、それにしたってリスクが高すぎでしょう。あんたがその手段を採るなら、わたしは全力で止めるわ」


　……うーむ。


　予想はしてたけど、最終手段に対する美園の反発は相当なもののようだ。淡たん々たんと『全力で止める』とか言ってるけど、この幼なじみの場合は言葉どおりにやりやがるからな……さっきも両足の小指がひどい目にあったけど、仮にこいつが本気になれば全身の複雑骨折まである。救急車→集中治ち療りよう室のコンボを覚かく悟ごしなきゃならん。


　なんせ、むつみさんに対してはせいぜい苦手意識がある程度だろうけど。あの変態野や郎ろうに対しては露骨に敵てき愾がい心しんを抱いだいてるからな、美園のやつは。


「ま、とりあえずその件は措おいとくとして、明後日あさつての花火大会だけど。なんか俺、参加する流れになってるっぽいよな？」


「おじさま──仙せん太た郎ろうさんが留守にしてる以上、そういうイベントごとのあいさつ回りはあんたの役目でしょう」


「なんだよ。駄だ菓が子し屋のばーちゃんみたいなこと言うのなお前」


「それはつまり、わたしが駄菓子屋のおばあさんみたいに精神的に歳としを取っている、と言いたいのかしら？　わたしの考え方が所帯じみててババくさいとでも？」


「いやちげーよ。違うからそんな怖こわい顔でこっち見んな」


「肝きもの小さい男ね。ちょっとした冗じよう談だんよ」


「冗談で殺気を放つなよ……ええとそれで、俺が花火大会に顔を出すとして。お前もいっしょに行くのか？」


「わたしといっしょでは嫌いやなのかしら」


「いや別に嫌じゃないけど」


「じゃあ決まりね」


「いやー……ほら、江藤のことがあるからさ。何かとこのガキの面めん倒どう見る必要があるわけで、でもってこのガキはめちゃくちゃ手が掛かかるわけで。今年の花火大会はパスした方がいいんじゃないかと思ってたんだが。今日みたいに仕事させるためならともかく、あんま外に出すのは気が進まんしな。何やらかすか分からんし」


「一理あるのは認めるけど、どのみち江藤さんを家でずっと飼い殺しにしておくわけにはいかないでしょう？　だったら今のうちに、少しずつ社会というものに慣れさせておくのがベターだと思うわ」


「ふむ」


「それにあんた、いつも言ってるでしょう。躾しつけにはアメとムチが必要だって」


「確かに。言ってるな」


「結果はどうあれ、今日の江藤さんは疲つかれて寝ねちゃうぐらい働いたわけだから、それに対する報ほう酬しゆうが何かしらあってもいいとは思うわ。花火大会なんて、江藤さんが飛び跳はねて喜びそうなイベントでしょうし」


「まあそうだな」


　駄菓子屋でのはしゃぎっぷりからいっても、それは間ま違ちがいない。


「で、江藤さんを連れていくとなると、確かに面倒を起こす可能性は高くなるでしょうから。できることならあんた以外にも保護者がいた方がいいわよね。それも江藤さんの事情を知っている、有能な保護者が」


「つまりそれがお前、ってことか」


「わたしでは力不足だ、とでも？」


「いやぜんぜん。確かに頼りになるぜ」


　ふーむ。確かに美園の言うことも分かるな。


　むしろ躾けの方向性としては、守りよりも攻めの姿勢が如によ実じつに表れていて、俺個人としても好ましいものがある。江藤のアホさ加減とアブなさ加減に神経を尖とがらせすぎて、ちょっと考え方が引っ込み思案になっていたのかもな。


「オーケーわかった。花火大会には参加する」


「それがいいわ」


「でもってむしろこっちからお願いするぜ。美園、明後日あさつてはいっしょについてきてくれ。江藤の世話を半分まかせたい」


「引き受けたわ。まあわたしもここ最近、仕事とか勉強とかが続いてたから、ちょっとしたストレス解消にもなりそうだし」


「おうそうか。そりゃ一石二鳥だな」


「といってもまあ、しょせんは片かた田舎いなかの花火大会だし、毎年のように見慣れたイベントだし、特にこれといって目新しいものもないでしょうから。大して期待はしてないけれど」


「そこはまあ、な」


　同意する俺だけど、内心ではそうでもない。


　まったく行く気がなかったから、もともと何の意識もしてなかったけど……いざ行くとなると、急速に気分が盛り上がってきた感がある。久々に駄菓子屋に寄ったことで、忘れかけてた子供心に火が点ついたのかもしれない。元をたどれば俺だって、実はけっこうなお祭り好きだったりするからな。


　うーし。


　明後日の花火見物、いっちょ気合い入れていくとするか！




　七月二十五日【同居五日目】（ＰＭ６：00）







　で、花火大会当日。


　幼なじみは待ち合わせ場所に、頭から脚あしまで全身スキなく、完かん璧ぺきにコーディネイトした姿で登場した。


「……なんだ。実はけっこう楽しみにしてたのか？」


「別にそういうわけじゃないわ。花火見物における、日本の伝統的な服装に身を包んでいるだけよ」


　と美み園そのは言うけども。


　三つ編みを解除して丁てい寧ねいに結ゆい上げ、アサガオの意い匠しようを縫ぬい込んだ朱しゆ色いろの浴衣ゆかたをぴっちり着付け、帯に金魚模様のうちわまで差している姿は、どこからどう見ても気合入りまくりである。つかトレードマークの黒くろ縁ぶちメガネまで外してるし。


「おう、なんじゃみその！　ばっちりおめかしをしておるのう!?」


　すでにお祭りのテンションに染まっている江え藤とうもまた、感想は同じらしい。


「妾わらわには遠く及ばぬとはいえ、一いつ般ぱん庶しよ民みんにしては中々の見み栄ばえである！　ほめて進ぜるゆえ、ありがたく頭こうべを垂たれるがよいぞ！」


　ちなみに江藤の野郎は生き成なりのワンピースにサンダルという、裸はだかワイシャツとさして大差なさそうな格好である。似合ってはいるが、きっちり盛せい装そうしてる美園をとやかく言える筋合いではない。


「そう。似合ってるかしら」


「うむ！　まあまあじゃ！」


「そう。ありがとう」


　がしかし、上から目線の賞賛にも美園は素す直なおに頷うなずいている。さてはこいつ、今日はかなり機き嫌げんがいいな？


「ところで竜りゆう之の介すけ」


「おう」


「女性の扱あつかいに関するあんたのスキルが、一いつ般ぱん平均に比べて著いちじるしく低いことは昔から知ってるけど。自らのあまりの美しさに自覚的なゆえ、普ふ段だんは三つ編みとメガネであえて美しさをスポイルしているこのわたしが、こうして惜おしげもなく美しさをさらけ出していることについて、いまだに何のコメントもないというのはどういうことかしら。あまつさえ江藤さんに先を越こされるなんて、切腹ものの失態だと思うのだけど」


「おうすまん。いや、似合ってるぜ？　マジで」


　事実似合っている。


　そして何よりすっげー美人である。そもそもこいつは元がめちゃくちゃいいからな。実際こうして町の片かた隅すみに突つっ立っているだけでも、通行人が自然と美園に視線を向けていくし。『目立ちたくないから普段は地味にしている』と豪ごう語ごするのも、この現実の前には納なつ得とくせざるを得ない。


「なんかあれだ、すげー久々に美園が浴衣着てるの見たけど、かなり印象変わったよな。だいぶ大人っぽくなった感じ」


「そうね。まあ当然でしょうね。わたしももう十六だし」


「いや、似合ってるよホント。昔はまだ浴衣に着られてる感じがあったけど、今はそんなこともねえし。うん、似合ってるまじで」


「ええそうね。身体からだのいろんな部分もかなり成長してるものね」


「おう、まあそうだな」


「ええそうね」


「…………」
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「…………」


「……え？　何？　なんでまだじっと俺を見てくるの？」


「もっと惜しみなく賞賛を浴びせてもいいのよ？」


「いや、つーか。そんなにたくさん出てこねえよ褒ほめ言葉とか」


「未熟ね。そんなだから相変わらず彼女のひとりもできないし、目つきが悪くて怖いとか言われてクラスの女子から避さけられたりするのよ」


「目つきが悪いのは生まれつきだからしょうがねえだろ」


　せっかく褒めてるのにひどい言われようだった。


　まあいいけどさ。


　さんざんな言われようではあるけど、美園の機嫌はさらに上じよう昇しよう傾けい向こうにあるようだし。相変わらず無表情だから分かりづらいけど、今のこいつはかなりウキウキ気分のはずである。


「りゅうのすけ！　りゅうのすけよ！」


「なんだ江藤うるせえな」


「いつまでこんな場所で油を売っておるつもりか!?　早はよう花火大会の会場へ行こうぞ！　妾はもうお腹なかがぺこぺこゆえ！」


「そう慌あわてるな。つか今日は花火見物に来たのであって、メシを食わせるために来たわけじゃねーぞ」


「ええいそんなご託たくはよい！　早う、早う！」


　ったく……これだからガキってやつは。


　時刻は六時を過ぎ、ようやく風も涼りよう気きを帯びてきたところ。花火の開始がまだ先なのは言うに及およばず、お楽しみは他ほかにも色々あるのだ。このガキにはそれを教えてやらねばなるまい。


「いいか江藤。夏の一日は長いんだ。ほれ、まだ空もぜんぜん明るいだろう？」


「むう？　確かに明るいが、それがどうかしたのかえ？」


「おう。これからゆっくり陽ひが落ちていって、代わりにそこらじゅうで吊つるされてる提ちよう灯ちんに火が入る。浴衣姿の見物客がぼちぼち増えていって、ご隠いん居きよの連中は縁えん台だいで冷や酒をひっかけ始めたりもする」


「？……？」


「そうやってこの町全体が、刻一刻と花火大会へのテンションを高めていくんだよ。その変化をも余すところなく味わうのが、通つうの楽しみ方ってもんなんだ。慌てるんじゃねえ、じっくり細心の注意を払はらって、侘わび寂さびってやつを五感すべてで受け止めろ」


「……りゅうのすけよ。妾には貴様が何を言っておるのかさっぱり分からぬ」


「あんたって、相変わらず趣しゆ味みが枯かれてるわね。同じ十六歳のくせに」


　江藤はきょとんとした顔で、美園は『言ってることは分かるが理解はできない』という顔で。それぞれ俺を見てくる。


　ったく、これだから素人しろうとどもは……。


「あっ、竜之介くんじゃなーい。おーいおーい」


　と、そこで聞きなじんだ声。


　通りの向こうから手を振ふりつつこちらへ歩いてくるのは、我らの美食ソムリエ・嵯さ峨が崎さきむつみさんである。


「うおお、むつみさんじゃんか。偶ぐう然ぜんだなあ、まさかこんな風にばったり出くわすとは。なあ美園？」


「……そうね」


「花火大会の会場って何気にけっこう広いからさ、現地でばったり会うことはまずないと思ってたけど。現地どころかこんな場所で会うなんてなー」


「……このタイミングで現れるとか。どうみても狙ねらってやってるでしょあの人」


「ん？　何か言ったか」


「別に。ただの独り言よ」


「おうそうか。いや、それより見てみろよむつみさんの姿を」


　次し第だいに近づいてくる美女の姿に、思わず俺の頰ほおがゆるむ。


　やや茶色味がかった髪かみを渋しぶく結ゆい上げ、浴衣はこれまた渋い格こう子し柄がらの藍あい色いろ。うちわではなく扇せん子すを帯に差してるあたりはスタンダードからは外れるものの、不思議と全体の調和が取れていて。


　うん。似合っている。


　素晴らしく似合っている。


　そして似合っているという以上に、むつみさんは浴衣を着慣れている感じがあった。


　服を着こなす、という点においては、実は美園も相当な隠かくれ達人だったりするのだが。その美園すら上回って、見事に一いつ幅ぷくの絵になっている。


　それより何より俺的に注目なのは、むつみさんが全身から滲にじませている成熟した色気だ。


　普段はジーンズにＴシャツという格好が定番で、文句なしの美人ではあるものの、保育園の保母さんみたいな雰ふん囲い気きなのに。手を振り振りこちらへ近づいてくる彼女の姿には、得えも言われぬ艶つやっぽさがあって──三十歳以下おことわりの俺ですら、その魅み惑わくには一いつ瞬しゆんくらっときてしまった。


「こんにちは竜之介くん。偶然だねえ」


「ういっす、こんちはっす」


「どうかしらこの格好。似合ってる？」


「ええそりゃもう。とてつもなく似合ってますよ」


「ふふ、ありがとう♪」


「いやー。これぞ大人の色気、ってやつですよねえ。むつみさんって、普段はどちらかというと若々しくて活動的なイメージなんすけど。今日はこう、ぐっと枯れた印象を押し出してきてる感じっすよね。いや、完璧っす。これしかない、ってくらい似合ってます」


「うーんそうかしら？　あたしからすると、ちょっとおばさんくさいかな、とも思うんだけどなー」


「いやいやなに言ってんすか。それがいいんすよそれが。俺が思うに、もともと浴衣ってのは大人の女性のためにあるもんなんすよ。乳ちち臭くさい未成年のガキが着たところで本来の魅み力りよくは発揮できないんです。むつみさんみたいに、これからいよいよ脂あぶらが乗ってくる人が着た方が絶対いててててて」


　俺のセリフは強制的に中断させられた。


　足の小指に走る激痛によって──言うまでもなく、我が暴力幼なじみの仕し業わざである。


「こんにちはむつみさん。ほんとよく似合ってますね浴衣」


　にっこり、笑え顔がおで褒める美園。


　先日とは異なり、ここは周囲の目がある天下の往来だ。幼なじみの顔はいつもの無表情ヅラではなく、愛想満点のよそ行きバージョンである。


「帯と浴衣のデザインもぴったり合ってるし、それに着付けもすっごく丁てい寧ねいで。ほんときれいですよ」


「ふふ、ありがとう。美園ちゃんの方こそとっても似合ってるわ」


「ええー、そんなことないですよう。それにむつみさんって、着付けもすっごく上手……それってご自分でやってるんですよね？」


「うんそうなの。どう？　変じゃない？」


「ぜんぜん変じゃないですよ。というかむしろ完かん璧ぺきすぎるぐらいで。すごいなあ、今度ぜひわたしにも教えてもらえませんか？　着付けのやり方」


「うん、ぜんぜんいいわよ？　そんなには上う手まくないけど教えてあげるわね」


　……など、など。


『キャッキャウフフ』という擬ぎ音おんが聞こえてきそうなくらい、ふたりの会話は華はなやかで楽しげだ。こうして聞いてる限りでは、歳としの離はなれた仲のいい女友達同士、としか見えないのだが。


「そうだむつみさん。よかったら花火大会、ご一いつ緒しよしませんか」


「あら。いいの美園ちゃん？」


「ここで会ったのも何かの縁えんですし。行きましょうよぜひ」


「そお？　んーでもいいのかしら。竜之介くんもそれでいい？」


「え？　ああはい、そりゃまあ美園がいいって言うなら」


「──ええい！　いつまで無む駄だ話ばなしに時間を食っておる!?」


　そこで江藤が割って入った。


「妾わらわはお腹がぺこぺこじゃと申しておるのに、貴様らは何をのんびり井い戸ど端ばた会議を始めておるのか。早う妾を花火大会の会場に案内せよ。さもなくばどのような恐おそろしい目に遭あうか、保証の限りではないぞえ？」


「あら江藤ちゃん。お腹が空すいてるの？」


「空いておるなどというものではない！　妾のお腹と背中は今にもくっつきそうなのじゃ！　なぜなら今日は、りゅうのすけがろくにごはんを食べさせてくれなんだからのう……『花火大会でどうせたらふく食うんだから』とかなんとか言って！」


「あらあら。そうなの」


「まったく、実にたわけた論理である。甘いものは別腹という言葉があるが、屋台で食べる料理についてもそれは同様。りゅうのすけのごとき愚おろか者は、一いち目もく瞭りよう然ぜんのそんな事実にすら気づこうとせぬ」


　ついこの間まで『人間の食べ物などは口にせぬ』とか言ってたくせに、なに勝手なこと言ってやがる……と内心で舌打ちする俺だけど、無論むつみさんはそんな事情を知っているはずもなく。


「あ、じゃあこれ食べる？　こんなこともあろうかと思って、おやつ代わりに落らく雁がんを持ってきたんだけど」


「むっ!?　察するにそれは、貴様のとっておきのお菓か子しなのではないか!?」


「そうよ～。とっておきのお菓子よ～。とっても甘くて、なのにぜんぜんしつこくなくて、お口に入れるとまるでお湯の中に雪を入れた時みたいに、すうっと溶とけていくの」


「ほう、ほう。それはそれは……」


「食べる？」


「食べる！　むつみよ、貴様意外にいいやつじゃのう！」


　たちまち相そう好ごうを崩くずし、むつみさんに駆かけ寄る江藤であった。


　こないだ『むつみ屋』に初めて連れてった時は妙みようにビビってやがったのに、ほんと変わり身が早いというか食い物に弱いというか。


「あーところで美園」


　あっさり餌えづけされてる居い候そうろうを尻しり目めに、俺は幼なじみに声をかける。


「お前、むつみさんと一緒に花火大会行くの嫌いやがってなかったか？」


「仕方ないでしょう」


　美園はいつもの無表情にあっさり戻もどって、


「こうして『偶然』会ってしまったからには、『顔見知り』と連れだって花火を見に行くぐらいのことはしてもいいんじゃないかしら」


「そりゃまあそうだけど」


「それにね、そろそろこのあたりでハッキリさせておきたいこともあるから。むしろちょうどいいタイミングだったのかもしれないわ」


「あん？　何のこった？」


「別に。こっちの話よ」


「そっか。まあそれはそれでいいとして──」


　俺は眉まゆをひそめつつ、


「なあ美園さんよ」


「何かしら」


「いつまで踏ふんでんだ？　俺の足。さっきからずっと踏みっぱなしなんだけど？」


「あらごめんなさい。気づかなかったわ」


　涼すずしい顔で詫わびてから、ようやく脚あしを上げる美園──それもご丁寧に『ぐりっ』と小指をカカトで踏んでから。


「それにしても誤算だったわね」


　足を抱かかえて悶もん絶ぜつする俺には見向きもせず、美園は何やらぼそぼそ呟つぶやいている。


「この浴衣でも十分に勝算はあると思ったのだけど、おばさん好きの竜之介相手には分ぶが悪かったかしら。この先は盆ぼん踊おどりとかのイベントもあるし、やっぱり浴衣を新しく買ったほうがいいかもね。だけど今の仕事のままじゃお金が……」


「んだよ、またぶつくさと。何の話だ？」


「別に。あんたは聞かなくていい話よ」


　だったら俺の前で言うなよ……とは思うが、これがこいつのクセなのである。俺の前で、俺に聞かせるつもりのない独り言を口にするのが。


　ことに最近はこのパターンが目立って多くなった気がする。まあそれはそれでいいんだけど、こいつのこのクセが出る時はたいてい機き嫌げんの悪い時なので、しばしば俺にとばっちりがくるのだ。困ったもんである。





　　　　＊




　そんなこんなで俺たちは、新たな連れといっしょに目的地を目指すこととなった。


　常つね原はら市は山と海に挟はさまれた町。河か川せんもあるにはあるが、大きく河原が広がっている場所はない。


　というわけで、花火大会の会場といえば自然、海岸の砂すな浜はまということになる。


「これりゅうのすけよ」


「なんだ江藤」


「花火大会の会場にはまだ到とう着ちやくせんのかえ？」


「もうすぐだよ。ほれ、会場に向かう人通りもどんどん増えてきただろ」


「むう……しかし妾はもう、ふくらはぎのあたりがパンパンであるぞ。肝かん心じんの屋台はちっとも見えてこぬし、そろそろくじけてしまいそうじゃ」


「もうちょっとだからガマンしろ。つーか、お前のとろくせえ足に合わせてやってるからちっとも進まねえんだ。文句があるなら体力つけろ」


　ったくこらえ性しようのないガキだ。すぐに弱音を吐はきやがって。


　そもそも俺の中じゃとっくに花火大会は始まっているのである。


　すでに述べたことだが、花火大会の楽しみは何も花火そのものだけではない。何度も例に挙げた屋台料理ですら、楽しみのうちのごく一部にすぎない。


　ほら見てくれよ。


　海岸へと続くなだらかな坂道を下りていく、この趣おもむきの深さを。


『常原市花火大会』と書かれた提ちよう灯ちんの明かりの下、刻一刻と陽ひが沈しずんでいって。道ゆく人々の顔がぼんやりと輪りん郭かくを失っていって。


　からんころん、からんころん、という下げ駄たの音も軽かろやかに、何百何千もの人々のざわめきが通つう奏そう低音として流れる中、遠くに立ち並ぶ屋台の明かりが薄うす闇やみの上にほんのり浮うかんでいる。


　そして陽が沈むにつれて次し第だいに温度の下がってきた風が、わずかに汗あせの滲にじんだ肌はだから心地ここちよく温度を拭ぬぐい去っていくのだ。


　これぞ夏、である。


　このシチュエーションを楽しまずして何のための花火大会か。いやむしろ、こうして徐じよ々じよにテンションを高めていき、そして来きたるべきメインイベントを待つ。これぞ正しい花火の楽しみ方、いや日本人の理想的な在り方といっても過言ではない。


「うう……もうだめじゃ」


　が、そんな由ゆい緒しよ正ただしさもこの無む駄だメシ食ぐらいには通用しないようだ。


　とうとう江藤がその場に座り込み、駄だ々だをこね始めやがった。


「妾はもうここを一歩も動けぬ。りゅうのすけよ、妾をおんぶしてたもれ」


「ああん？　なに贅ぜい沢たくなこと言ってやがる。ちゃんと自分の足で歩け、ガキじゃあるまいに」


「だって、もう足が動かぬのじゃ……」


「何と言われようと駄だ目めだ。元々お前をここに連れてくる義理はなかったのに、そこを気を利きかせて連れてきてやってるんだからな。それでも動けないとかぬかしやがるなら、このままここに置いていく」


「うう……」


　しゃがんだ体勢で膝ひざを抱かかえ、涙なみだ目めになる江藤だが、


「あら竜之介くん。いいじゃない別に、おんぶしてあげても」


　そこでむつみさんが助け船を出した。


「せっかくのハレの日、せっかくの花火大会だもの。今日ぐらいは贅沢させて、甘えさせて、楽しんでもらってもいいんじゃない？　じゃないとほら、あたしたちだって何だか気分が乗らなくなっちゃうし」


　……ふむ。


　まあ一理ある。


　花火大会を存分に楽しみたいのは俺も同じ。どうせならここしばらくのストレスを大いに発散させたいところなのに、江藤ごときの教育のためにストレスを溜ためるのもそれはそれであべこべと言うべきか。


「わたしはそうは思わないです」


　がしかし、今度は美園から反論が。


「江藤さんを預かる期間というのは、一日とか二日の話じゃなくて、かなり長い間にわたることになるはずで。となれば、彼女はもう竜之介の家族も同じです。家族であれば教育する責任もあるし、責任があるからには気軽に甘やかしていいものじゃないと思います。こんなところで甘やかしたら江藤さんのためにならないと思うし、わたしはここでおんぶするべきじゃないと思います」


　……ふむ。


　これまた一理ある。


　江藤のアホさ加減と傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりはすでにあまねく知られるところ。ここで調教に失敗すれば手て遅おくれになるのは火を見るより明らかだしな。


「でも美園ちゃん、ここで江藤ちゃんを無理に歩かせてもいい結果が出るとは思わないわ。まして家にひとりで帰しちゃうなんて可哀かわい想そうよ」


「でもむつみさん。ここで江藤さんをおんぶしちゃうと、彼女は自ら努力をすることなく美お味いしい思いをすることを覚えてしまいます。ある程度はつらい思いをしなくちゃ楽しいこともできない──それをここで理解させないと」


　やや歳としの離はなれたふたりが、ほとんど同じような笑え顔がおで。お互たがいの持論を展開する。


　周囲の目を気にすることなく、一歩も譲ゆずる気配もなく。


　……ふむう。


　火花が飛び散っているわけではないし、殺気を帯びてるわけでもないが、お互いに抜き身の刃はをちらつかせている……なんかそんな感じ。


　よし。


　ここは責任者たる俺が、何らかの結論を出さねばなるまい。


「あーちょっとふたりとも。ここはひとつ──」


「むつみさん。だったら勝負して決めませんか」


　と思って口を開いたところに割り込まれた。


「お互いに譲らないし、その上お互いの意見に一理ある。だったら何かしらの方法で勝負して、勝った方の言うことを聞く、というのはどうでしょうか」


「あら面おも白しろそうじゃない。いいわ、乗るわよその提案。それで勝負の方法は？」


「今日は花火大会ですから、それにふさわしいやり方にしましょう。──あれなんかどうです？」


　と言って美園が指さしたのは、少し先に姿が見えている屋台の軒のき並なみ、その入り口で店開きしている射的屋である。コルクの弾たまを詰つめ込んで空気圧で発射し、景品を打ち落とすおなじみのアレだ。


「ふふ、望むところだけど……でもいいの？　悪いけどあたし、あれ系の遊びはかなり得意よ？」


「問題ありません。わたしも得意ですから。さあ行きましょう」


「ふふ、分かったわ。腕うでが鳴るわねー」


　……おいおい。


　あのふたり、当事者を置いてさっさと行っちまいやがった。


　やむを得ず、俺も江藤を引っ張って後を追いかける。


「勝負はお互いにワンセットずつ」


　現場に到着すると、ふたりはすでに勝負のルールを確かく認にんしあっていた。


「ゲットできた景品の値段で勝ち負けを決める、ということでどうでしょうか」


「いいわ、それでいきましょう。どっちが先にやる？」


「どちらでも。むつみさんのお好きな方で」


「ふふ、だったらあたしが先にやらせてもらうわ。たくさん景品を落としてプレッシャー掛かけちゃおっと♪」


　浴衣の袖そでをまくりつつ、射的屋のオッサンに料金を支し払はらい、さっそく景品の品定めを始めるむつみさん。


「おい美園」


　道行く人たちの注目が早くも集まるのを感じつつ、俺は幼なじみに耳打ちする。


「こんなところで油売ってる時間はねえぞ。花火が始まっちまう」


「構わないでしょう？　仮に今すぐ始まったところで、五分や十分で終わるわけじゃないのだから。いいから黙だまって見てなさい、あの人には一度ぎゃふんと言わせてやらなきゃ気が済まないのよ」


「ったく……手早く済ませてくれよ？」


　美園の目つきを見て早々に諦あきらめる俺。


　こいつ、顔こそ外そと面づらバージョンの笑顔だけど目がマジだ。俺を破は壊かいする時と同じ目をしてやがる。こうなった以上、殺意の波動を解放してやるまで正気に戻もどるまい。


　俺は道沿いの段差に江藤を座らせながら、ふたりの勝負を大人しく見守ることにした。


　つーかこうして江藤を休ませておきゃ、そのうち体力も回復するだろうし。そうなったら自力で歩けるだろうから、勝負の結果なんて関係なくなるんだけどな。


　まあいいか。美園はいちど言い出したら聞かないし、むつみさんも何だか楽しそうだし。


「じゃ、始めるわよ～」


　のほほんと宣言しつつ、それでいて妙みように手慣れた仕草で射しや撃げき体勢をとり、むつみさんが引き金を引く。





　パンッ。


　がしゃこん。


　パンッ。


　がしゃこん。


　パンッ。


　がしゃこん。





『おおお──』


　美人ふたりに引き寄せられ、いつの間にかちょっとした人数になっていた見物客が、軽いどよめきを上げる。


　むつみさんの放った五発の弾はすべて命中。


　命中した景品もすべて後ろに落ち、めでたく五品をゲットと相成った。


「うふ。どうかしら竜之介くん？」


　店のおっさんから受け取った景品を抱かかえ、無む邪じや気きに自じ慢まんしてくるむつみさん。


　うん。見事のひとことである。


　こう見えて俺も昔は『お祭り男の竜りゆうちゃん』として、この界かい隈わいじゃちょっとは名の知れた男だったのだ。この手のお遊ゆう戯ぎに関しては多少なりとも腕に自信がある。


　その俺から見て、むつみさんのパフォーマンスはほぼ完かん璧ぺきといってよかった。


　このタイプの射的の景品には、ゲームソフトやトレーディングカードのレア物といった、子供心をくすぐる品が多く並んでいるが。基本、それらを入手できる確率は皆かい無むである。一見してゲットできそうに見えるものでも、必ず店側が何かしらプレイヤー側に不利な細工をしていると見ていい。


　かといってガムやらシガレットチョコといった軽い景品は、ゲットしやすいものの実入りが薄うすい。高価な景品をばかすか取られてしまっては商売あがったりなので、店側としてはこれはやむを得ないところだ。


　がしかし、何事にもエアポケットというか、需じゆ要ようと供給の間かん隙げきに生じる空白地帯というものが存在する。


　さして高価ではない、かといって決して安物でもない、それにしては意外に落としやすい──そういう景品もまた、高い確率で並んでいるものなのだ。


　お菓か子しはお菓子でも、やや値の張るキャラメルとか。


　ジッポほどではないが重量のやや軽い、百円ショップに置いてあるのよりは価値のあるライターとか。


　むつみさんがゲットした品はすべて、そういったエアポケット景品ばかり。むつみさんのゲームが終わった時、店のおっさんが一いつ瞬しゆんだけ渋しぶい顔をしたことから見てもそれは明らかだ。


「わあすごい。むつみさん、いい腕してますねえ」


　美園（外面バージョン）もまた、敵手への賛辞を惜おしまなかった。


「射撃の姿勢もいいし、狙ねらいの付け方もいい線いってます。ほんとすごいです」


「ふふ、ありがとう。次は美園ちゃんの番だけど、どうする？　ギブアップしちゃう？」


「えー？　そんなことしませんよう」


　ニコニコ笑いつつ、美園もまた射撃体勢へ。





　パンッ。


　がしゃこん。


　パンッ。


　がしゃこん。


　パンッ。


　がしゃこん。





『おおおっ!?』


　ふたたびギャラリーがどよめきを上げた。


　美園の放った五発の弾もまたすべて命中し、五つの品をゲットしたから──ではない。


　美園のゲットした品が、寸すん分ぶん違たがわずむつみさんのそれと同じものだったからである。


「──まあつまり、そういうことなので」


　戦利品を抱え、さわやかに笑う美園。




[image: ]


　あえてむつみさんの戦績をトレースすることで、自らの実力を証明してみせた──ということなのだろう。


　ふむ。


　美園のやつ、腕は鈍なまってないようだな。


　ガキのころは俺だけでなく、美園もまた名の知れたお祭り女で。『微笑ほほえみの魔ま女じよ』なんてふたつ名までつけられて、テキ屋のおっさんたちを恐おそれさせていたものである。俺とふたりで各地の祭りを荒あらし回った記き憶おくが今となっては懐なつかしい。


「うふ、なるほど」


　それを見たむつみさんがいよいよ機き嫌げんよさそうに、


「ちゃんと腕に覚えがある、ってことね。そうじゃないと面白くないわ」


「そういうことです。……じゃ、次はわたしが先にやりますね」


　言って、美園がふたたび射撃体勢をとった。





　パンッ。


　がしゃこん。


　パンッ。


　がしゃこん。


　パンッ。


　がしゃこん。





　そしてまたしても沸わき起こるどよめき。


　五発命中、五品ゲットはもはや当然として、今度は最初にゲットした景品よりも、さらに難易度の高いものを撃うち落としやがった。


　美園め。さてはチキンレースを挑いどむつもりか？


「面白いわ」


　敵手の挑ちよう発はつを受け、むつみさんの目が妖あやしく光る。


　むつみさんのターン。


　構える。


　撃つ。


　構える。


　撃つ。


　結果は五発命中、五品ゲット。そして美園がゲットした品とぴったり同じもの。


「お見事です」


「じゃ、次はあたしが先ね」





　──そんなこんなで都つ合ごう六セット。


　雪だるま式にギャラリーが増える中ふたりの接戦は続き、そして結果はまったくの互ご角かく。


　ついに店のおっさんが『もうカンベンしてくれ』と泣きを入れ、勝負は引き分けに終わったのだった。


「やりますねむつみさん」


「美園ちゃんこそ」


　激戦を終えても汗あせひとつかかず、疲つかれひとつ見せず、お互たがいに笑え顔がおを見せ合うふたり。


　いやあ素す晴ばらしい勝負だった。さあギャラリーのみなさん拍はく手しゆ、拍手──という感じでお開きにしたいところなのだが、


「決着は何でつけましょうか」


「そうね、じゃあ今度は輪投げなんかどう？」


「望むところです」


　とっくに目的と手段が入れ替かわっている彼女たちに、そんなシナリオが通じるはずもなく。名勝負に魅みせられた観客たちをぞろぞろ引きつれて、意い気き軒けん昂こうと次なる決戦の場に向かうのであった。


「……むう。まだ終わらんのかえ？」


「らしいな。ま、気の済むまでやらせるしかねえよ」


　くちびるを尖とがらせる江藤を立ち上がらせ、


「ぼちぼち行くぞ。さすがにもう歩けるだろ？」


「りゅうのすけよ。妾わらわもこの射撃とやらをやってみたいぞえ」


「これか？　まあやってもいいけど、でも今日の予算は限られてるからな？　ここで金を使うと、あとで食いたい物が買えなくなるぞ？　それでもいいか？」


「むう……けちくさい話じゃのう。こういう日ぐらいは細かいことを気にせず、パーッと遊ぶのがよいと思うのじゃがのう」


「そいつはな、毎日きちんと働いてる人だけが言っていいセリフだよ。……ほれ行くぞ、ちょっと時間を食いすぎた」


　というわけで。


　本来の目的を見失った女スナイパーふたりをよそに、江藤を引きつれて花火大会の会場に向かう俺なのであった。


　ま、ある意味じゃちょうどよかったとは思うのである。


　美人ふたりが屋台を荒らし回ってるとなれば、嫌いやでも注目はそっちに行くだろうし。何かと悪目立ちする江藤が注目を浴びるよりは、ぜんぜんそっちの方がいいだろう。


　今でこそ単なる怠たい惰だなガキで済んでるが、本来の姿は強大かつ凶きよう悪あくな吸きゆう血けつ鬼きなわけで。


　その正体は極力伏ふせておいた方がいいし、せいぜいこいつの情報は『ちょっと頭の弱い外国人』『自じ称しよう・吸血鬼』のあたりで留めておきたいところだしな。





　　　　＊




　ストリートに並ぶ屋台に目移りする江藤を急せかし、さらに歩くことしばし。


　いよいよ陽ひが沈しずみ、藍あい色いろの空に星々が瞬またたき始めたころ、ようやく俺たちは花火大会の会場に到とう着ちやくした。


「おう。なんか今年はいつもより人が多いな」


　海岸沿いの目ぼしい場所はすでにピクニックシートで埋うめ尽つくされ、見物客たちが弁当やらビールやらをつまみ始めている。


　砂すな浜はま、海岸道路、防ぼう波は堤てい。まるで砂糖菓が子しにアリがたかっているように、人々がひしめき合っている感じ。


「おおう……これはずいぶんな人出じゃの」


　歩きづめで再びヘバってきていた江藤も、いよいよ本番間近ということでテンションが上がりつつあるようだ。疲れも忘れて目をキラキラ輝かがやかせている。


「りゅうのすけよ、花火はまだ始まらんのかえ？　そしてめくるめく料理の数々はまだ出てこぬのかえ？」


「花火はもうちょいだが、めくるめく料理は出てこねえぞ？　屋台で出してる安っぽい料理か、せいぜい作り置きの宴えん会かい料理ぐらいのもんだ」


「ええい何でも構わん、早はよう何ぞ食わせてたもれ。あまりにも長い時間食べ物を口にしておらなんだゆえ、もはや空腹のピークを過ぎてしもうたではないか」


「ピーク過ぎたならいいじゃねえか、もうちょいガマンしろ。とりあえずあいさつ回りとかがあるからその後でな。ほれ、あっちだ」


　ゴネる江藤を連れて向かう先は、常原市青年会支部のテントである。


　例の友人から招待された来らい賓ひん用の席ではない。主にツツジ通り商店街の若わか衆しゆうが集まって花火大会の運営の一いつ端たんを担になう、いわば今日のイベントの最前線基地である。


「すんませーん。こんちゃーす」


「おっ？　竜ちゃんじゃねえか」


「竜之介？　仙せん太た郎ろうさんのところの？」


「おー久しぶりじゃんか。でっかくなったなあ」


　テントの屋根をくぐってあいさつすると、顔見知りのおっさん連中が歓かん迎げいしてくれた。


　全員すでに酒が入ってるらしく、どの顔もすっかり上じよう機き嫌げんである。


「ども、お久しぶりっす。つかいいんすか酒飲んでて。いちおう仕事あるんでしょ？」


「なに堅かてえこと言ってんのよ竜ちゃん。酒も飲まねえで祭りの仕事ができっかよ」


「ウチは今年、花火の警備担当だからよ。こんな退たい屈くつな仕事、酒のひとつも飲まなきゃやってられんっての」


「そうそう。俺らむしろ飲むのが仕事」


　とか何とか言って「がっはっは」と笑うおっさんたちであった。


　まあ花火大会の運営の一端を担う、というご大層な題目を掲かかげてはいるが、実態はこんなもんである。『青年会』とか『若衆』とか言いつつ、中身はおっさんばっかだし。


「とりあえず竜ちゃん、ほれ。こっち座んな」


「食い物もたくさん余ってっからよ。顔出したからにはちゃんと減らしてってくれよ」


「うっす、どうもっす。じゃあお言葉に甘えて」


「つーか竜ちゃんよ。どこの子だ？　その外人さん」


　酔よっぱらい連中がそこに至って江藤の存在に気づいた。


「──ふん。下げ郎ろうどもめ、怖おそれ畏かしこまって聞くがよい」


　ようやく口を開く番が回ってきたか、という感じで江藤が薄うすい胸を反らし、


「妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス。高貴なる夜の血族である。本来であれば、貴様らごとき下しも々じもの者どもと言葉を交かわすことさえ憚はばかり多きことながら、此こ度たびは特別な日であるからの。温情をもって無礼を許して進ぜるゆえ、良きに計らうことじゃ」


「はあ」


「へえ」


「ほお」


　見た目だけは上等な金きん髪ぱつのガキの、朗々とした長ったらしい口上に、酔っぱらい共も毒気を抜ぬかれたようだ。


「……えーと。何だこの子？」


「竜ちゃんの知り合い？　だよな？」


「はあ、まあ、いろいろあって。いまウチで預かってるんすよ。親父おやじからの頼たのまれ事で」


「え？　仙太郎さんの？」


　心なしか、おっさん連中の背筋が伸のびたように見えた。


　ウチの親父はいい加減で品性もお粗そ末まつだけど、この界かい隈わいではまあまあ頼たよれるおっさんとしてそこそこの立場を築いている。『仙太郎』の名前を出すだけでちょっとした揉もめ事ごとぐらいならすぐに収まってしまうことも多い。


「そかそか。まあ仙太郎さんの口くち利ききならしょうがねえな」


「だな。あの人って、けっこう変なことに首つっこんでる事も多いしな」


「でもって面めん倒どう事を押しつけてくることも多いよな」


「いやむしろ、おおむね面倒事しか押しつけてこないよな」


「困ったもんだよなー。まあ最近はそういうことも減ったけど。つか近ごろはあんまり顔も見かけないしな」


　うんうんと頷うなずき合い、なにやら納なつ得とく顔がおのおっさんたち。


「とにかくあれだ。仙太郎さんのお客さんとあっちゃ、無む下げにはできねえわな」


「んだな。嬢じようちゃん何か食うか？　からあげとか」


「ほう……からあげとな。無む論ろんそれは、ブランドものの地じ鶏どりを使った揚あげたてのからあげであろうな？」


「いやどうだろなあ。近所のスーパーで買ってきたやつだし。たぶん普ふ通つうのからあげだと思うけんど」


「チッ、しけておるのう……まあよい、味見をして進ぜるゆえ、それを妾に献けん上じようするがよいぞ」


「お、おう。ほれ食いな」


「うむ、苦しゅうない。……むう、これは想像以上に不ま味ずい食い物じゃのう。肉はパサパサしておるし、脂あぶらはくどくてしつこいし、その上やたらと塩しお辛からい。およそ妾のごとき高貴な存在が口にしてよいものではないが……今日は特別な日ゆえ大目に見てやるとしようかの。これ貴様、このからあげをもっと持って参れ」


「お、おう」


　チビガキの尊大な態度に、おっさんたちもかなり面めん食くらったようだ。


「……おいおい。何なんだこの子？」


「おかしな子だよなあ。妙みように難しい言葉使うし」


「自分のこと妾とか言ってるしな。それと何だ？　高貴な夜の血族だっけ？」


「なんつーか、なんかアレな子だよなー」


「つか日本語うめえなあ」


「いやうまいけどさ。でもこの態度はどうなのよ？」


「まあでも、ここまで上から目線だと、むしろ清すが々すがしくなってくるけどな」


「あ、俺聞いたことあるわ。中ちゆう二に病びようっつーらしいぜ？　こういう子のこと」


「え？　病気なんかこの子」


「まあよく知らんけど、大体そんな感じらしい」


「そっか病気か。病気じゃしょうがねえよなあ」


「そのへんあんまり突つっ込こんだ話するのも悪わりィよな」


「まあアレだ、仙太郎さんの知り合いらしいし。温かく受け入れてやることにしようや」


　……そういうことになったようだ。話が楽で助かる。


　あんまり無礼を働くようなら、尻しりのひとつも叩たたいて躾しつけてやろうと思ったけど。この流れならまあ、放ほうっておいてよさそうかな。


「ええとお嬢ちゃん、名前なんだっけ？　やたら長かったから忘れちまった」


「確かマリーちゃんだっけ？」


「あ。江藤でいいんで。こいつの呼び方は」


「おーそうかい。んじゃ江藤ちゃん、こっちのウインナーも食うかい？」


「こっちにはポテトサラダもあるぜ？」


「うむ、苦しゅうない。すべて平らげて進ぜるゆえ、たくさん寄よ越こすがよいぞ」


　さんざん味にケチをつけてるくせに、江藤の食いつきっぷりは尋じん常じようじゃない。もしコイツが犬なら確実によだれを垂らし、尻尾しつぽを振ふっているところだろう。


　まあアメとムチのうち、前者を与あたえるのが今日の目的なので、多少の羽目は外させてやるけどさ。


「おっ。始まるぜ」


　おっさんのひとりがテントの外を見上げた。


　ひゅるるるる～……と大玉が打ち上がるのが見え、そして転瞬。


　夜の帳とばりが下りた空に描えがかれる、色しき彩さいの乱らん舞ぶ。


「うひょ──────う!?　これは中々の絶景じゃのう！」


　口に入れたウインナーの欠片かけらを飛ばしつつ、江藤は大はしゃぎ。





　夏の恒こう例れい、常原市の納のう涼りよう花火大会。


　いよいよ開幕だ。





　　　　＊




　俺にとって予想外だったのは、思いのほか江藤のキャラがあっさり受け入れられたことである。


「そっかそっか。江藤ちゃんは吸きゆう血けつ鬼きなんだなー」


「うむ。貴様らの言葉で言えばそういうことになるのう。それもただの吸血鬼ではないぞえ？　このマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスは、何なん人ぴとにも侵おかしがたい至高の存在にして、唯ゆい一いつ無二の存在である。本来であればこうして貴様らと言葉を交かわすことすら畏おそれ多いのじゃぞ？」


「わっはっは、そっかそっか。江藤ちゃんはすげえんだなあ。ところでエビフライは好きかい？」


「別に好きではないが、貴様らが妾わらわに差し出すのであれば味見してやらんでもない」


「おーそっかそっか。ほれ、遠えん慮りよなく食え食え」


「ところで江藤ちゃんはアレか。吸血鬼っていうからには血を吸うんだよな？」


「無論である。まあもっとも、貴様らの血は大変に酒臭くさそうゆえ、妾の口には合いそうにない。今日のところは貴様らを餌え食じきにするのは堪かん忍にんしてやるとしようかのう」


「がはは、そりゃ助かるぜ。ところでこっちのジュースは飲むかい？」


　……とまあ。


　受け入れられた、というより大いに気に入られてしまった感がある。


　江藤のアレな言動は、中二病のひとことで概おおむね片付いているようだし。あまりに無礼が過ぎる場合は俺が割って入るのだが、そういう場合ですら大人たちの方から『まあまあ竜ちゃん』みたいな感じで取りなしてくるし。江藤は江藤で、周りがちやほやしてくれるから至って上機嫌だし。


　もとより酔っ払ぱらいばかりが揃そろっていた──というのもあるんだろうけど、おっさんたちと江藤の相あい性しようはピタリと合ってしまったようだ。


　相性が合えば興が乗る。


　興が乗れば酒が進む。


　酒が進めば興が乗る。


　ひたすらそのパターンの繰くり返しであり、常原市青年会支部のテントで繰り広げられる酒しゆ宴えんは速いペースで進んでいく。


（ま、目的は果たせてるからいいんだけどさ）


　枝豆をつまみつつ、ウーロン茶をちびちびやりながら俺は思う。


　しつこいようだが今日は息いき抜ぬきの日。少々はしゃぎすぎの感はあるが、息抜きにならないよりはぜんぜんマシだ。ま、せいぜい機き嫌げんよく遊べばいいさ。





　ひゅるるるる～……どん


　ひゅるるるる～……どん、どん





　そんな合間にも、次から次へと花火が夜空に上がる。


　テントの庇ひさしから覗のぞくそれらを眺ながめつつ、俺もリラックスモードに入ることにした。


　ここはいわゆる関係者席のひとつであり、花火の打ち上げポイントからもかなり近い。そんなポジションから見上げる花火の迫はく力りよくには、写真や映像では決して伝わらない生々しさがある。


　身体からだの芯しんに直接ひびく、火薬が爆ばく発はつする振しん動どう。


　手を伸ばせば届くのではないか、と錯さつ覚かくするほど至し近きん距きよ離りで咲さいては消える、色も形もさまざまな光の大輪。


　……うむ。


　夏だねえ。


　こんな間近にある風ふ情ぜいには目もくれず、いい気になってジャンクフードを手当たり次し第だいに食いまくる江藤の、なんという愚おろかしさよ。その江藤とじゃれ合って騒さわいでいるおっさん連中にも、少しは日本人の粋いきというものを理解してほしいもんだ。べろべろに酔よっぱらって羽目を外すのもまあ、それはそれで楽しいんだろうけどさ。


「うお～い。竜ちゃーん」


　そんな中、おっさんズのひとりが酒臭い息を吐はき出しつつ、俺の肩かたに腕うでを回してくる。


「どうしたよシケた面つらして。ちゃんと楽しんでるかい？」


「いや。楽しんでますよもちろん」


「ホントーかー？　竜ちゃんってよ、なーんかいっつも無愛想な顔してんだよなあ。目つきも悪ィしよ」


「目つきが悪いのは生まれつきっす」


「そーかい？　まあいいや、ほれ竜ちゃんも飲みな飲みな」


「いやそれ酒でしょ？　高校生っすから俺」


「なーに言ってんのよ。江藤ちゃんみたいな子供はともかく、おめーさんぐらいの歳としになりゃ、酒の一いつ杯ぱいや二杯はいはグイッといってもらわねーと。そうすりゃその無愛想な顔も、ちったあ見み栄ばえが良くなるってもんだ」


「大きなお世話です。というか真ま面じ目めな青少年にそういうこと勧すすめないでくださいよ。こういう場では、大人がちゃんとお手本になってくれないと」


「いやまあ、そりゃおめえさんの言ってることは正しいんだけどさあ……おめえさんけっこういい男なのに、どうにも朴ぼく念ねん仁じんでいけねえ。仙太郎さんとはホント正反対だよなあ、竜ちゃんは」


「まあそうっすね。ああいう不良中年を親に持つと、息子むすこの方はむしろ真面目に育つんじゃないっすかね」


「そんなもんかねえ？　いや、しかしお前さんはあの仙太郎さんの子供なんだから。もっとこう、ビシッとしてもらわなきゃなんねえ」


　と言って、おっさん（ちなみに肉屋の三代目）はうんうん頷うなずいて、


「今でこそすっかり落ち着いちまったが……そりゃもうね、昔はすごかったのよ。宇う堂どう仙太郎って人は」


「はあ」


　まーた始まっちまったか──心の中でボヤく俺である。


　この手のイベント事で酒が入ると、決まっておっさん連中はこの話を持ち出すのだ。


「常原市だけじゃなくてさ、隣となり合ってる町とかもぜんぶシメててさ。つーかむしろ東京の方まで名前が売れててさ。しかもあれだ、別に不良ってわけでもヤンキーってわけでもないんだよな。ガラはまあ悪かったけど。つーかさ、もっと正確に言うとさ、別にシメてたってわけでもないんだな。あの人が特に何をするってわけでもないんだけどさ、周りの連中がビビっちまって、いつも仙太郎さんの顔色を窺うかがってる、って感じでよ。なんせべらぼうにケンカは強つええし、そのくせ頭もよくて勉強もできやがるし、おまけに下のモンに対する面めん倒どう見みもよかったし……ありゃほんと、将来はこの国を背負って立つ人だ、っておっちゃんは思ってたわけよ。ところがそれがよ、最近じゃあんまり地元にも顔出してくんなくなっちまって──」


「んーそうっすか。いやそうっすよねー」


　適当に相あい槌づちを打ちつつ、おっさんの長話に耳を傾かたむける。


　いやホント、このパターンは毎度のことなのである。こっちとしては耳にタコができるくらい聞かされた話なんだけど……まあ年寄りの昔話に付き合うのも、青少年の義務のひとつということで。


「──まあそういうわけでよ、オレらと仙太郎さんがそこで駆かけつけたわけだ」


「はあ、なるほど」


「そしたらおめえ、相手は百人から人数そろえてやがってよー。それに引き換かえこちとら五人かそこらしかいねえわけよ」


「ふんふん」


「さすがの仙太郎さんでもこれは相手がマズい、と思ったんだけどよ。ところがあの人、顔色ひとつ変えねえで言いやがるわけだ。『これで手間が省けた。あいつら全員ぶっとばせばケリはつくぜ』ってな」


「ほほーう」


「で、そんな状じよう況きようにもかかわらず、正面からのカチコミよ。連中、まさかあれだけ人数に差があるのにケンカ売ってくるたあ思わなかったんだろねえ。仙太郎さんが二、三人ぶっとばした後は、けっこう浮うき足あし立だってくれてさ。それでまあ、けっこう五分と五分のケンカになったわけだ」


「ふんふん」


「おっと、確かに仙太郎さんはデタラメにすごかったけどよ。オレらの活かつ躍やくも忘れてもらっちゃ困るぜ？　そりゃまあ仙太郎さんとちがって、まったくの無傷ってわけにゃいかなかったけどよ」


　言うまでもなく、これらのエピソードもとっくに聞き飽あきてるわけだが、まあここは大人しく拝はい聴ちようするのが人情ってもんだ。年寄りは労いたわってやらないとな。


　しかし何が腹立つかって、肝かん心じんのウチの親父おやじからはこの手の自じ慢まん話ばなしを一度も聞いたことがない、ということである。親父の『武ぶ勇ゆう伝でん』を語るのは決まって親父の周囲にいた連中であり、当の本人は一いつ切さいそれを口にしないのだ。


　わざわざ自分から広めずとも、周囲が勝手に広めてくれることを知っているゆえか。


　それともそういうったエピソードは、親父にとっては取るに足らない、些さ細さいなものなのだということなのか。


　どっちだか知らんけど、ほんとスカした野や郎ろうだ。口ほどにもある不良中年ほど始末が悪いものはない。


「いやーしかしあん時はホントすごかったよなあ。またあの頃ころに戻もどりてえなあ」


「はあ。そっすね」


「オレも若い頃はさ、ちょっとしたもんだったんだけどよ。今じゃカミさんの尻しりに敷しかれるだけの、しがないおっさんになっちまってなあ」


「はあ」


「ところで竜ちゃん。美園ちゃんとはもうヤったのかい？」


　思わず茶を噴ふいてしまった。


「……ちょっと。脈みやく絡らくなさすぎでしょ。何の話してんすかいきなり」


「おうそっか、そりゃ済まんかった。……んで？　もうヤったのかい？」


「やってません」


「またまたあ。竜ちゃんも美園ちゃんも年頃の男と女じゃねえか。だったらヤってるべや？　コレ」


　ニカッ、という実にいい笑え顔がおで、人差し指と中指の間に親指をはさむゼスチャーをしてくる。ったく、これだからおっさんという生き物は……。


「だからやってませんって。そもそも付き合ってませんよ俺ら」


「またまたあ。そんな照れなくていいべやー」


「何だ何だ。何の話よ？」


「美園ちゃんの話か？　オレらも交ぜろよ」


「いやー、あの子もキレイになったもんだよな、ホント」


　とそこで、耳ざとい他ほかのおっさんたちが会話に加わってきた。


「何だ。竜ちゃんと美園ちゃんって、まだヤってねーのけ？」


「でも付き合い長なげーんだろ？　何年だ？　十年とか？」


「それだけ付き合っててヤってねーとか、普ふ通つうありえんべ？」


「顔は怖こわいけど、竜ちゃんって地味にモテるしなー」


「そのへんはまあ、親父さんゆずり、ってこったな」


「だよなあ。仙太郎さんも昔はブイブイ言わしてたもんだし。言い寄ってくる女がホント、後を絶たなかったもんなあ」


「まあなー。ほとんどハーレム状態だったからなー」


「実はオレ、初はつ恋こいの女にフラれたのって、仙太郎さんがいたからなんだよな。その女が仙太郎さんに惚ほれててさ」


「あ。それオレもだ。同じパターン」


「でもあの頃って、そのパターンほんと多かったよな。片かた想おもいしてた女だけじゃなくて、つき合ってた女まで仙太郎さんにもってかれた、みたいな話、いくらでもあったよな」


「あったあった。腐くさるほどあった」


「仙太郎さんじゃなかったら、ぜったいに周りからシメられてたよな」


「ま、それも燿よう子こさんと出会うまでだったけどな」


「あー……燿子さんか」


「うん。燿子さんだ」


「はは、燿子さんね……」


「…………」


「…………」


「…………」


「……いやまあ。やめとこうぜ。その話は」


「だよな。せっかくの花火大会なんだしな」


「おう酒だ、酒が足りねえ。誰だれか酒もってこーい。竜ちゃんにも飲ませなきゃならんから山ほど頼たのむぜ？」


「いやだから。飲みませんって俺は」


　とまあ、そんな感じでむさ苦しいおっさんたちと団だん欒らんしていると、


「おっ？　噂うわさをすれば何とやらだ」


　おっさんズのひとりがテントの外に視線をやった。


　見ればこちらに向かってくる、浴衣ゆかた姿の美人がふたり。


「おう美園ちゃんだ」


「あれっ？　むつみさんもいるじゃねーか！」


　たちまちテンションの上がるおっさんズ。


　美園はまだ年ねん齢れい的にもアレだし、小さい頃からおっさんズには世話になっているから、あくまでもマスコット的な立ち位置だが。妙みよう齢れいかつ県外からやってきた人間であるむつみさんは、バリバリの現役でスケベ心の対象なのだ。


「いやー美園ちゃん、今日はばっちりキメてきてるなあ。こりゃ将来が楽しみだわ」


「むつみさんいらっしゃい！　いやーよく来てくれたねえ、ほらほら座って座って」


　元から上じよう機き嫌げんだったおっさんズが、文字どおり相そう好ごうを崩くずして美人ふたりを歓かん待たいする。酒焼けした顔をだらしなく笑えみの形にしているあたり、まったくもって典型的なスケベオヤジだが、確かにまあ宴えん席せきに華はながあるのは良いもんだ。


「ところで美園ちゃん」と、さっそく肉屋の三代目が絡からみ始める。「ちょうどいいところに来てくれた。ちょっと訊ききたいことがあってさー」


「えっ？　何ですか？」


「いやね、美園ちゃんはさ、もう竜ちゃんとはヤってるのかい？」


「やだもー。なに言ってるんですかー」


　おっさんの遠えん慮りよないセクハラにもまったく動じず、全力の笑顔をキープする美園。


「ほらほら飲んで飲んで。まだお酒、ぜんぜん足りてないじゃないですかー。おじさんお酒強いんでしょ？　ほらほらぐいっと」


「おっ、そうかい？　済まないねこりゃ」


「あとさっきここへ来る途と中ちゆう、むつみさんがおじさんの話してましたよ？　おじさんみたいな渋しぶい年上の男の人が好みだとか何とか」


「おおホントかい？　おーい、むつみさーん！　ちょっとおじさんとお話ししませんか!?」


　美園の口に乗せられ、肉屋の三代目はあっさりと当初の目的を忘れてしまったらしい。


　さすがは我が幼なじみ。おっさんのあしらい方も手慣れたもんだ。


「よう美園。お疲つかれ」


「ええそうね。まったくもって疲れたわ」


「んで？　結局どっちが勝ったんだ？　むつみさんとの勝負」


「引き分けよ」


　俺のとなりに座りつつ、美園は無愛想ヅラに戻って、


「輪投げでも、金魚すくいでも、風船釣つりでも決着がつかなかったわ。最後は型かた抜ぬきまでやったけど、それでも勝負つかず」


「へーえ。そりゃすげえな。お互たがいの実力は五分と五分、ってわけか」


「そうでもないわ」


　美園はめずらしく渋い顔を作り、


「結果こそ引き分けだけど……むしろむつみさんの方がわたしのレベルに合わせてる感じがあったから」


「ほう。てことはつまり？」


「たぶんだけど。手加減してたんでしょうねあの人」


「マジか」


　そいつはすげえ。


　俺が言うのも何だが、お祭り女としての美園の実力は相当なものである。かつては各地の出で店みせでしのぎを削けずり合った仲だから分かるが、正直俺もこいつに勝てるかどうかは運次し第だいのところがあるのだ。


「そりゃ大したもんだよむつみさん。いったいどこで鍛きたえてたんだろなー。それほどの達人だったら、俺らの耳にウワサくらい聞こえてきてもいいはずだけど」


「さあ。知らないわ」


「いやしかし、すげえなむつみさん。オールラウンダーっつーか何つーか、ほんと何でもできそうだよなあ……いや、ほんと底知れねえ。さすがだよほんと」


「そうね。わたしもそう思うわ。ええ本当に」


「……いや、つーかさ。肯こう定ていしながら足の小指をさりげなく踏ふみにじるのはやめてほしいんだけど？」


「ところで竜之介」


　美園は俺の抗こう議ぎをスルーしつつ、小指を踏みつけたまま話題を変える。


「どういうことか説明してもらえるかしら」


「え？　何を？」


「来た早々いきなりセクハラされる理由についてよ。一体どういう話の流れで、ヤるとかヤらないとかの話になってるのか──事と次第によってはそれなりの報むくいを受けてもらうことになるけど」


「おいこら落ちつけ。殺気を放つな」


　剣けん呑のんな目つきをする幼なじみに、俺はあわてて事情を話して聞かせる。


「……そう。まあそういうことであれば、竜之介に有罪判決を下すのもいささか気が引けるというものね」


「いや、いささかじゃなくて普通にやめろよ。俺なにも悪いことしてねえだろが」


「自覚のないあんたにわざわざ懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してあげるとね。美人の幼なじみがこういう場に顔を出せば、セクハラを受けるのも当然の流れなの。であれば、あらかじめ対策を施ほどこしておくのがあんたの仕事というものでしょう」


「はあ。すんませんね、そこまで気が回らなくて」


「そもそもにおいて、あんたとわたしが付き合っているという事実もないのだから、当然ながら、わたしとあんたがヤるのヤらないのの話になるはずもないのよね」


「わーってるよンなことは。俺だってちゃんとそう説明したっつーのに」


「そう。それはまあいい心がけかもしれないわ」


　言って、美園は顔の向きを変える。


　美園が視線をやったその先では、色とりどりの打ち上げ花火が競い合うようにして夜空を席巻している。花火大会もいよいよたけなわだ。


「もちろん現状を鑑かんがみれば、ヤるヤらないの話になるはずもないのだけど」


　花火を見やったまま美園が言う。


　メガネを外し、髪かみを結ゆい上げた姿は、なるほど大した美人っぷりで。おっさんどもがセクハラの対象にしたがるのもまあ、分からなくはないのだが。


「わたしとあんたは付き合ってるわけじゃないし、おじさんたちから変な勘かん繰ぐりをされるような間あいだ柄がらでもない、のだけど」


「ああ。まあそうだな」


「かつて一度もそういう関係になったことはないし、そもそもにおいてそういうことを望んだことも望まれたこともない、のだけど」


「うん？　まあそうだけど」


「そういう事実はない、それは誰の目にも明らかだけど」


　相変わらず花火の方を向いたまま、一いつ拍ぱくおいて美園は続ける。


「だけど、今から既き成せい事実を作ることは、決して不可能じゃないわ」


「おう、そうだな。……ん？」


　半分聞き流していた俺は、そこで首をかしげた。


「既成事実？　何の話だそりゃ」


「あくまでも、竜之介がどうしてもというなら──という意味の話よ。仮定の仮定の、そのまた仮定の話」


「はあ……ええとすまん、つまりどういうこった？　話がイマイチ見えてこんのだが」


「だからつまり、わたしが言いたいのは──」


「はあーいお二人さんっ。楽しんでるかしら～？」


　とそこで、俺たちの間に割って入る人物がひとり。


「んん～、いいわね青春って。せつなくて甘あま酸ずっぱくて、ちょっともどかしくて──あたしも若い頃ころに戻もどりたくなっちゃうわ～」


　おっさんたちの席から移動してきたむつみさんである。


「清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるつもりで漏もらし聞かせる、長年にわたって温めてきたほのかな想おもい。だけど無情にもそれをかき消す花火の音……うーん甘酸っぱいわねえ、キュンキュンするわねえ」


「……かき消したのは花火の音じゃなくて、あなたの無ぶ遠えん慮りよな声だったと思いますけど」


　テント中の注目を集めているゆえ、現在の美園は外そと面づらバージョンだが。ごまかしきれないシワが一本、眉み間けんに刻み込まれてしまっている。


「とりあえずあれですよね？　わざとやってますよねむつみさん」


「んん～？　何のことかしらん」


　……うん。


　美園のやつ、相当キレてやがんな。


　一方のむつみさんはあくまでも自然体。このあたりは大人の余よ裕ゆうというやつか。


「今日のところは勝負はお預け、のつもりだったんですけど」


　にっこり満面の笑えみを見せつつ（怖こええ……）美園が提案する。


「さっきの続き、やりませんか？　決着が付かないままだと何だか据すわりが悪いし」


「あらやっちゃうの？　んーあたしは別にいいんだけど」


「わたしも問題ありません。ぜひやりましょう」


　余裕で受けて立つむつみさんに、負けじと笑顔を作る美園。


『何だ何だ？』『むつみさんと美園ちゃんの勝負？』『そいつァいい。花火の余興にはぴったりだぜ』


　遠巻きに見守っていたおっさんズまで、何やら乗り気のようで。


「それで？　勝負の方法は？」


「さっきはわたしが決めましたから、今度はむつみさんが決めてください」


「わかったわ。そうね、じゃあ──」


　むつみさんは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみつつ、


「自分の胃い袋ぶくろにどのくらいのものが入るか、で勝負しない？」


「……？　つまり大食い対決のフードバトル、ってことで？」


「ふふ、まあそうね」


「口に入れるものは何でもいいんですか？」


「ええ何でもいいわ。……もっともあたしはコレにするけど」


　と言って、むつみさんは手にしていた紙コップの中身をおもむろに呷あおった。


　ごくん、ごくん、ごくん。


　二合ほどもありそうなその中身が、見る見るうちに減っていって、


『おおお～！』『いよっ、イイ飲みっぷり！』


　おっさんズが拍はく手しゆ喝かつ采さいでむつみさんを褒ほめ称たたえる。


「とまあ、こんな感じだけど。どうする美園ちゃん。受ける？　この勝負」




[image: ]


「……なんだかあっさり飲み干してましたけど。だいじょうぶなんですか？　それってお茶とかジュースじゃなかったですよね？」


「へーきよへーき。こんなのはちょっとお水より濃こいだけの、大したことない飲み物なんだから。それに少しぐらいはハンデをあげないと、勝負として成り立たないでしょう？　たぶんこれ、あたしの方がぜったい強いもの」


「…………」


「ちなみに一気飲みは危ないからオススメはしないわ。あたしみたいに経験豊富で自分のことをよく分かってる、ちゃんとした大人じゃないとね。だから美園ちゃんは、無理してこれを飲まなくてもいいから。好きなものを飲んで、好きなものを食べてちょうだい。その条件で勝負しましょう」


「いいえ。ハンデは要いりません」


　にっこり。


　夜空に舞まう花火に劣おとらない、大輪の笑顔を咲さかせる美園。


「だってハンデなんかつけたら、わたしが勝った時にいろいろ言い訳ができちゃうじゃないですか[image: ]」


　止める間はなかった。


　傍かたわらに置いてあった紙コップ──むつみさんのと同じやつ──誰だれかの飲みさし──をつかみ取ると、一息にその中身を飲み干しやがったのである。


「……ぷはぁ」


「あら。意外にいい飲みっぷりね」


「ありがとうございます。ちなみにわたし、この紙コップの中身が何なのか知らなかったんですけど。炭酸が入っててちょっと苦いですね。麦とかホップの味もしますけど、何でしょうね？　これ」


　うっすら頰ほおを赤く染め、のほほんとそんなことを言う美園。


　ちなみに未成年の飲酒は法律で禁止されていますので、念のため。まあこの幼なじみが飲んでるものが何かまでは、俺の関知するところじゃないけど。


「いいのかしら美園ちゃん。やめるなら今のうちよ？」


「やめません。受けて立ちます」


「あなたはもう高校生で、十分に分別もつく年頃なんだから。自分のことは自分で責任取れるわね？」


「もちろん。言われるまでもなく」


「ふふ、分かったわ。勝負の方法はこれで決まりね」


　そのセリフを受けて真っ先に動いたのは、固かた唾ずを呑のんで成り行きを見守っていたおっさんズだった。


『よし、その勝負オレらが預かった！』『テントを封ふう鎖さしろ！　部外者は誰も入れんじゃねーぞ!?』『来らい賓ひんのお偉えら方がたの抑おさえ、誰かに頼たのめるか!?　教育委員会のやつらにバレると後が面めん倒どうだ！』


　常つね日ひ頃ごろからつるんでいるおっさん達だけに、そのチームワークは絶ぜつ妙みようだった。まるであらかじめ打ち合わせでもしてたみたいにきびきび動き、あっという間に決戦の舞台を整えてしまう。


「おいこら。美園」


　まずい流れだ、と判断した俺は幼なじみに耳打ち。


「冷静になれ、お前らしくねえ。こんな勝負してもおっさん共の余興にしかならんだろ。それに勝負のやり方自体がいろいろまずい」


「あんたは黙だまってなさい」


　……だめだ。


　顔は全力で微び笑しようしてるけど、目が完全に戦せん闘とう色になってやがる。もはや目の前の敵を蹂じゆう躙りんし尽つくさない限り、こいつの殺意の波動が収まることはあるまい。


「ちょっと。ちょっとむつみさん」


　幼なじみの説得をあきらめた俺は、素す早ばやく交こう渉しようの相手を替かえる。


「カンベンしてくださいよホント。美園のやつ、いつもはもうちょっと周りを見てるやつなんすけど、今日はやたらとカリカリしてて。だからこう、あんま挑ちよう発はつしないでやってもらいたいというか」


「あらそう？　でもまあいいじゃないの竜之介くん、こういう日ぐらいはちょっとぐらい羽目を外しても」


　がしかし、むつみさんはどこ吹ふく風の顔で、


「美園ちゃんって、いつもがちがちの鎧よろいで身を固めちゃって、ぜんぜん隙すきのない感じでしょう？　それってぜったいストレスが溜たまるものなんだから、どんな形でも息いき抜ぬきさせてあげるべきなのよ。せめてこういう日ぐらいはね」


「そりゃまあそうなんですけど」


　むつみさんの言い分も分からなくはない。


　返へん還かん義務なしの奨しよう学がく金を受給して学業に励はげんでいる美園は、誰よりも優等生であることを求められる。オヤジさんとオフクロさん亡なき後、まだ幼い兄妹きようだいの面倒を見ている大黒柱でもあるわけで、顔に出さないながらもその心労は甚じん大だいなものがあるだろう。


　でもだからこそ、普ふ段だんならこんな危ない橋を渡わたることは絶対ないわけで。そりゃまあ、この勝負が本当に息抜きになるなら、むしろ俺は率そつ先せんして勝負の成立に協力するだろうけど。雰ふん囲い気き的にはどうみてもそういう感じじゃないわけで──。


「ふふ。それに美園ちゃんって、ちょっとからかうとすぐに反応してくれるから、とっても可愛かわいいのよね。ついついあたしが遊んじゃうのも不ふ可か抗こう力りよく、ってやつよね～」


「え、何すか？　何か言いましたむつみさん？」


「んーん、なーんにも。ささ、そうと決まれば話は早いほうがいいわ。お膳ぜん立だてはおじさまたちがやってくれてるし、さっそく勝負を──」


「んにゃはははははははは！　何じゃ何じゃ、いつの間にか面おも白しろそうな話になっておるではないか！　ひいっく！」


　と、そこで新たな闖ちん入にゆう者しやの声が。


「まっったく貴様らは相変わらず礼節というものがなっておらんのう！　この妾わらわを差し置いて楽しそうな話をするとは！　ひぃっく！」


　闖入者、というか江藤だった。


　おまけにどうみても通常の状態ではなかった。目はとろんと垂れ下がり、顔はのぼせたように真っ赤になり、上半身は左右に揺ゆれっぱなし。


　そしてその手には、空になった紙コップ──美園とむつみさんがついさっき飲み干したやつと同じものが握にぎられていて。


「……江藤てめえ。まさか飲みやがったのか？」


「かっかっか、苦しゅうない！　妾は今たいへんに気分がよいぞ！　気分がよいゆえ、貴様らの勝負にも参加してやろうではないか！　いやむしろ参加させてくださいお願いします！　ひぃっく！」


　俺の問いかけを軽くスルーし、我が家の無む駄だメシ食ぐらいはいっそ潔いさぎよいほどの勢いで土ど下げ座ざしたのだった。





　　　　＊




　結論から言えば俺の油断、あるいは監かん督とく不行き届きであった、としか言いようがない。


　しばらく大人しかったから、すっかり意識の外にコイツの存在を放ほうり出してたけど。ちょっと目を離はなした隙においたをやらかしていたようだ。たぶん酔よっぱらったおっさん連中に勧すすめられたのを、ほいほい受けてしまいやがったのだろう。


　収容人数せいぜい二十名たらずのこのテントは、いつの間にかすっかり無法地帯と化していた──そのことに気づかなかった俺の落ち度。もはやこうなった以上は密室の中ですべてを収める以外になく、俺にできることといえばなるべく被ひ害がいが少なくなるように立ち回ることだけだ。


『ぐーいぐいぐい、ぐーいぐいぐい！』


『あそれ！　ぐーいぐいぐい、ぐーいぐいぐい！』


『ひょーう！　いい飲みっぷりだあ！』


　でもってこうなった以上は展開も早い。


　女三人が参加する飲み比べ大会は、早くも五周目に突とつ入にゆう。たった今、参加者全員が無事にこのターンを乗り越こえたところだ。


「ぷっはあ！　いやあたまらんのう、この喉のどごしとキレのよさ！　人生はまさしくこの一いつ杯ぱいのためにある、と断言しても差し支つかえあるまいて！　ひぃっく！」


「うふふ、そうよねえ、まったくその通りよね。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡るこの苦さと冷たさこそ、夏の風物詩の最たるものよねえ。美園ちゃんもそう思うでしょ？」


「ええそうですね。そう思います」


「とかいって美園ちゃん、ちょっと顔色が青いんじゃない？　そろそろギブアップしちゃってもいいのよ？」


「そういうむつみさんこそ、さっきまでの余よ裕ゆうがなくなってきてませんか？　いくら飲んでもケロッとしてたのに、ちょっと顔が赤くなってきてますよ？」


「にゃっはっはっは！　ええい貴様ら、ごちゃごちゃとせせこましいことを申すでない！　ここは妾のおごりじゃ、存分に飲むがよいぞ!?　いいえむしろたくさん飲んでくださいお願いします！　ひぃっく！」


　おまえの酒じゃねえだろが、と呆あきれたのは俺だけだったようだ（おっと、そもそも酒じゃないんだった。念のためもう一度確かく認にん）。はやし立てるおっさんどもはおろか、美園とむつみさんまでもが江藤に賛同。すぐさま次なる紙コップをそろって手にし、


『飲む阿あ呆ほうに吐はく阿呆！』


『同じ阿呆なら飲まなきゃ損損！』


『あそーれ、ぐーいぐいぐい、ぐーいぐいぐい！』


　……ちなみにアルコール類の一気飲みは、特に法律で規制されてるわけではないが、たいへん危険なのでやめておいた方が無難だ、ということを明記しておく。まあといっても、あの三人が飲んでいるのはアルコール飲料じゃないんだけどな……って、これはさすがにしつこいか。


「ぷっはあ！　いやあうまい、うますぎるのう！　人間というやつは限りなく下げ劣れつで救いようのない生き物じゃが、この飲み物を発明したことだけは大いに認めてやらねばなるまいて！」


「うふふ、そうよねえ、まったくその通りよねえ。これがあるから人生ってやつはやめられないわ。……ところで美園ちゃん。だいぶペースが遅おそくなってるみたいだけど、だいじょうぶかしら？　そろそろギブアップ？」


「いいえまさか。ここからが本番ですよ。こうやってゆっくり飲んでいるのは、あくまでも飲み物の味をじっくり味わうためなので。わたしの胃い袋ぶくろと肝かん臓ぞうがさも限界に近づいているかのような発言をされるのは、けっこう不本意です[image: ]」


「あらあら余裕あるわねえ。そうでなくちゃ面白くないわ。……でも美園ちゃん、その割には顔色が白くなってきてない？」


「そう言うむつみさんこそ、さっきより顔色が青くなってきてませんか？　もういい歳としなんですから、無理するのは身体からだに毒ですよ[image: ]」


「かっかっか！　ええい貴様ら、無む駄だ口ぐちを叩たたいてるヒマがあったらもっと飲まぬか！　こんなのはまだ序の口であるぞ！」


　……しかしほんと大だい丈じよう夫ぶか？


　俺は多少なりともレスキューの心得はあるし、花火大会であるからには消防も救急も待機してるだろうけど。急性ナントカになっちまった場合、とてもじゃないが命の保障はできかねるぞ？


「ぷっはあ！　いやあそれにしてもうまい、うますぎる！　この神秘なる液体の味を表現するにおいて、妾の言語能力はあまりに貧ひん弱じやくと言わざるをえんのう！　何千何万の美び辞じ麗れい句くを連ねたとて、この味の素す晴ばらしさの半分も言い表せぬわ！」


「うふふ、そうよねえ、まったくその通りだわ。この液体が存在しなければ、この世界はさぞかしくすんだ色に染められていたでしょうね。これがあるから人間は人間でいられる……どれほど贅ぜい沢たくな料理でも満たすことのできない心の栄養を、この液体は存分に与あたえてくれるのだわ。……ところで美園ちゃん。さっきからずっと『うえっぷ、うえっぷ』って苦しそうな音が聞こえてくるんだけど？」


「気のせいでしょう。むしろむつみさんの方こそ、なんだかお腹なかが苦しそうじゃありませんか？　何なら浴衣ゆかたの帯を解ほどいてあげますよ？　そういうサービスがあった方がおじさんたちも喜びそうだし[image: ]」


　そして完全無欠を誇ほこっていた美園の外そと面づらが、ちょっと怪あやしくなってきてる。パーフェクトな笑え顔がおこそ崩くずれてないが、言こと葉ば尻じりに微び妙みような毒が混じってるような。加えて言うと、目つきもだんだん据すわってきていたり。


「おい。おい美園」


「なに」


「お前そろそろだいぶキてるだろ。悪いことは言わん。このへんでやめとけ」


「やめない」


　コップの残りをぐいっと一息に呷あおってから、


「言われるまでもなくリスクは承知の上よ。バレれば奨学金は打ち切り、これまで築き上げてきた化けの皮も剝はがれるでしょうね。ついでに言えば、こちとら明日も人前に出る仕事があるわ。そんなものはぜんぶ承知の上で、ここまで無茶してるのよ。だからぜったいに退ひくもんですか」


「いや、しかしなあ。もしここで勝ったとしても、特にメリットないだろに」


「男にメンツとか沽こ券けんがあるように、女にだって意地があるの。ぜったいに退けない、譲ゆずれない、なけなしの意地がね。それすら張り通せないなら、さっさと人生引退して世捨て人にでもなるわ」


「うふ。いい根こん性じようしてるわねえ」


　いよいよ剣けん呑のんになる美園の目つきと反比例して、むつみさんはますますご機き嫌げんな顔。


「あたしがあなたの年ねん齢れいぐらいの時より、ぜんぜん骨があって見所があるかも。……さすがはあの人のお弟で子しさんよねー」


　……んん？


　なんか妙みようなことをボソッと言わなかったか？　この人。


「その根性の十分の一でも恋れん愛あい方面に向けられるなら、もっと楽に生きられるんでしょうに。でもそれができないあたりがまた可愛いのよね～」


「そういう上から目線でわたしを見れるのも、そろそろ終わりです。この勝負には必ず勝ちますから」


「ふふ、いいわ。じゃあ次の一杯にいきま──」


「うーむ！　もうこれ以上は一いつ滴てきも飲めんぞえ！」


　と、そこでご機嫌顔の江藤が両手を上げた。


「妾もうお腹いっぱい！　まんぞくです！　参りました！」


　そしてまさかのギブアップ宣言。お前、ほんの二分前まで『まだまだ序の口！』とか言ってなかったか？


「むつみもみそのもとっても強いので、妾おみそれしました！　あとはふたりで勝負を続けてくださいませ！」


「あらあらリタイヤしちゃうの？　でもしょうがないわよね、江藤さんまだ子供だものね。美園ちゃんもそろそろどうかしら？　江藤ちゃんを見習って、もっと素直になってもいいのよ？　あなたもまだまだ子供なんだから」


「えー？　そんなことないですよー、わたし大人ですよー。その証しよう拠こに、胸とかむつみさんと同じくらい、いいえむつみさん以上に大きいですし[image: ]　あとわたしは元から素直な性格なので、だからもっと飲みたいって言ってるんです。まだまだぜんぜん飲み足りなくて、早く次のお代わり持ってきなさいよ、って感じで[image: ]」


「はい！　はいはーい！」


　と、そこで再び江藤がしゃきっと手を挙げる。


　……ん？


　しゃきっと？


「じゃあ妾わらわがお酌しやくします！　お酌するので、おふたりは思う存分に飲んでくださいお願いします！」


「あら。江藤ちゃんがお酌してくれるの？」


「はい！　妾お酌します！」


「でも江藤さん、無理しなくていいのよ？　もう顔真っ赤だし、横になって休んでいたらどう？」


「だいじょうぶです！　妾お酌します！　お酌して、おふたりの勝負の見届け人になるであります！　つきましては勝負の環かん境きようをきれいに整えたいと思いますので、いましばしお待ちくださいませでございます！」


　宣言するや否いなや、江藤は散らかり放題に散らかっていた周囲を片付け始めた。


　にへらっ、というだらしない笑顔で、しかし妙にきびきびした動きで。食い物の残ざん骸がいやら捨て置かれたままのゴミやらを、次から次へと処理していく。


『おお～!?』


『お嬢じようちゃんやるじゃねえか！』


『お前さん、さては片付けのプロか!?』


　勝負の合間に余興が始まった、とでも受け取ったのか、おっさん連中から拍はく手しゆ喝かつ采さいまで沸わき起こる始末。


　しかし実際問題、江藤の動きは見事だった。無む駄だのない動きで次々とテント内をきれいにしていく様は、家事の専門家たる俺も舌を巻いたほどである。


　うーむ。


　いつもはクラゲの死体みたいなこいつが、まさかこんな能力を発揮するとは。これはアレか？　やっぱりガブ飲みしていた紙コップの中身が原因なのか？　『泣き上じよう戸ご』とか『笑い上戸』みたいな症しよう状じようがあるように、こいつの場合は『片付け上戸』みたいなクセがあったりするとか？


　もしくはアレか。酩めい酊てい状態になって初めて、コイツの本来のスペックを発揮できた、ってことだったり？　今でこそ単なるしょぼいガキだけど、元々はおっそろしい吸きゆう血けつ鬼きだしな。その気になればこの程度は朝飯前なのかもしれん。


「はいはーい！　準備ととのいました！」


　しゃきっと背筋を伸のばして手を挙げ、しかし目だけは妙にとろんとした感じで、片付けを終えた江藤が言う。


「ここから先、妾が勝負を仕切らせていただくであります！　おふたりともとっても強いので、このままでは勝負は長引くと判断し、いささかルールを変へん更こうさせていただきます！　おふたりとも良うござんすか!?」


「……ルールを？」


「……変更？」


「左さ様ようでございます！　紙コップ一いつ杯ぱいにつき、使える時間は十秒！　その間に飲み干せなかった方の負けとしたいであります！　お二方ともご異い存ぞんは!?」


「うふ。あたしは構わないわよ？　美園ちゃんは？」


「……上等です。受けてたちます」




[image: ]


「がってん承知！　お二方の心意気に敬意を表するであります！」


　びしっと敬礼し、チャレンジャーふたりの紙コップにお代わりを注ついで、


「さあお二方！　準備はよろしゅうございますか!?」


「あたしはいつでも♪」


「……わたしも同じく」


「心得ましてござります！　さあそれでは皆みな様さま！」


　周囲をぐるりと見回し、おっさん共と目配せし合って、


「ご唱和のほどよろしくお願い致いたします！　あ、そ─────────れっ！」


『飲んじゃって！　吐はいちゃって！　なーんちゃって！　ハイ！』


『飲ーめ飲め飲め、吐くまで飲んで！』


『飲ーめ飲め飲め、吐くまで飲んで！』


　息の合ったおっさん共のコールに合わせ、美園とむつみさんがコップに口をつける。


　ぐい、ぐい。


　ぐい、ぐい。


　むつみさんはもとより、さっきまでペースが落ちていたはずの美園まで。コールのノリの良さに合わせるようにして、液体をどんどん嚥えん下かしていく。


　つーか江藤の野や郎ろう、ほんとにこの場を仕切ってやがる。でもって、意外にもきっちり場を仕切れてやがる。


　いつものコイツは口だけが達者なしょぼいアホガキなのに。正直これは目を疑うような光景だ。


「飲ーめ飲め飲め、吐くまで飲んで！　飲ーめ飲め飲め、吐くまで飲んで──ハーイ飲みきったー！　おふたりに拍はく手しゆ、はーくしゅー！」


　江藤が語調も軽かろやかに周囲を煽あおると、たちまち沸わき起こる拍手と口笛の嵐あらし。


「んん～？　おふたりともまだ飲み足りない？　飲み足りない、飲み足りないったら飲み足りない♪」


　さらに何やら妙なリズムで腰こしをくねらせつつ、チャレンジャーたちの紙コップにさらなるお代わりを注ぎ込んで、


「おふたりのっ、ちょっといいとこ見てみたい！　あ、そ─────────れっ！」


『くいぐいぐいぐい、ぐいぐいぐいぐい、ぐいぐいぐいぐい～、ハッ！』


『くいぐいぐいぐい、ぐいぐいぐいぐい、ぐいぐいぐいぐい～、ハッハッ！』





　……そんなペースで飲んでれば、いくら強くたってあっという間に限界は来る。


　ルール変更から三分後。


　ついに美園の手が止まった。


「────っ」


　浅い呼吸を繰くり返し、顔色を信号機のそれみたいに目まぐるしく変えながら、じっと紙コップを睨にらみつけている美園。この期ごに及およんでもまだ笑えみを湛たたえているあたり、見上げた根性という他ほかない、が。


「おい。そろそろ限界だ」


　立ち位置的になんとなくリングドクターの役割を担になっていた俺は、幼なじみに決断を促うながした。


「これ以上はさすがに見てられん。見てられんし責任も取れん。もうやめとけ」


「やめない」


　が、それでもなお美園は首を横に振ふる。


「わたしはね、『やる』と言ったことは必ずやり遂とげてきたわ。十六年の人生で一度の例外もなくね。それだけを自分の誇ほこりに、それだけを自分の支えにしてきた。だからぜったいにやめない」


「その根性はマジで尊敬するけどよ……んでもこれ以上は無理だ。身体からだに負担が掛かかりすぎる。それでもまだ続けるってんなら、俺は俺の役目を果たさなきゃならん」


「勝負を止めるつもり？　もしここでタオルなんか投げようものなら、遠えん慮りよなくあんたを潰つぶすわ。金きん的てき以外ぜんぶ」


「金的だけは残してくれるのか。そりゃありがとよ。だったらこっちも遠慮なく止められるな」


「…………」


　じろり。迫はく力りよくのある目つきで睨んでくる美園。


　目つきもそうだけど、きれいに結ゆい上げた髪かみは所々がほつれ、薄うすくほどこした化け粧しようは見る影かげもなくなって。せっかくの美人が台無しだ。


　あーあー勿もつ体たいねえなあ──とは思わない。実は俺、こういう美園の方が好きだったりするので。


「勝負はここで止やめる。それでいいな？」


「……いやよ」


「何と言おうと駄だ目めだ。こっから先はぜってーにやらせねえぞ。俺を破は壊かいしたいなら後で好きなだけやってくれていいから」


「……それは幼なじみとしての忠告？」


「いいや。ひとりの男として、ひとりの女に対する忠告だ」


「…………」


　しばしのにらみ合いの後。


　強い光を放っていた美園の目が、ついっと横に逸そらされる。


「こういう時は地味に男らしいのよね。むかつく」とか何とか、ぼそぼそ呟つぶやいた気がするが。声が小さすぎてよくは聞き取れない。


「……わたしはね。竜之介」


「おう」


「『やる』と言ったことは必ずやり遂げてきたし、それだけが自分のよりどころだ、みたいなこと言ったけど。だけどそれ以上に譲ゆずれないことがあるわ」


「おう。そりゃ何だ」


「わたしはね、わたしの人生においてぜったいに必要なものについては、何があっても手に入れる。何が何でも手に入れるつもりだし、どんな邪じや魔まが入っても蹴け散ちらしてみせるし、ぜったいに他人には譲ってやらないつもりなのよ」


「おう、そうか。そりゃ見上げたもんだ」


「覚えておきなさい。ここでわたしはひとつ、信念を曲げるかもしれないけど──敗北と挫ざ折せつの経験は、あとで何倍にもして返してやるんだから。そしていちばん欲ほしいものだけは、ぜったいに、ぜったい、に……」


　ぱたん、と。


　そこでスイッチの切れた美園が、テーブルの上に突つっ伏ぷした。


『おおッ!?』


『美園ちゃん戦せん闘とう不能か!?』


　固かた唾ずを呑のんで成り行きを見守っていたおっさんたちが、一いつ斉せいにどよめいた。


　見ての通り。勝負は美園の負けだ。


　おそらく無理に無理を重ねれば、今しばらくは勝負を続けられたはず。でも美園はそうしなかった。


「……うーん。散り様も中々いいわねー」


　勝負の間ずっと、余よ裕ゆうの微び笑しようを崩くずさなかったむつみさんが、紙コップをぴこぴこ揺ゆらしながらコメントする。


「この根こん性じようはホント見上げたものだわ。ガンコでぜったいに曲がらなくて、だけど心の作りはとても繊せん細さいで……将来いい女になるわよこの子。絶対。ねえそう思わない？　竜之介くん」


「ええ。それは疑ってません。未いまだかつて一度も」


「うふ」


　なあんだ、じゃあちょっとつまんないかも──みたいなことを呟きながら、むつみさんは「ふああ」と大あくび。


「さすがにちょっと疲つかれちゃったわ。ひと眠ねむりしてもいいかしらん？」


「ええどうぞ。あ、お水か何か持ってきましょうか？」


「んーん、いーのいーの。さすがにあたしもこれ以上は何もお腹なかに入れたくないわ。それじゃおやすみなさいね……ふああ」


　もひとつあくびをし、倒たおれ込むようにして寝ね入いってしまった。


　はだけた浴衣ゆかたから覗のぞいてるうなじがずいぶん赤い。さすがのむつみさんもかなり限界が近かったんだろう。


「かっかっか！　うむうむ、見事であった！」


　と、そこで江藤の高笑いがこだまする。


「女と女の意地のぶつかり合い、その究極の形のひとつを垣かい間ま見みたのう！　さあ皆みなの者、ふたりの戦いに拍手じゃ拍手！」


　江藤の催さい促そくを受け、テントの中は割れんばかりの拍手と歓かん声せいに満たされた。


『おっしゃ、オレらも負けてらんねえ！』


『女の子たちだけに飲ませといて、オレらが飲まない、なんてこた許されねえよな！』


『今日は飲むぞ！　徹てつ底てい的に！』


　そうして狂きよう乱らんの宴うたげは、いよいよもって混迷の度合いを深めていくのであった。


「……いやはや。とりあえず一段落はしたか」


　美園とむつみさんの背中にタオルを掛かけながら、


「それにしてもむつみさんは強つええな。ホント何させてもこの人はすげえ……まあ負けはしたけど、この人相手に美園もよくやったよ、マジで」


「たわけめ。何を言っておるか」


　残り物のフライドポテトをむしゃむしゃやりながら、江藤がせせら笑う。


「美園は負けておらぬ。勝負は引き分けじゃ」


「引き分け？　いやでも、先にヘバったのはあいつだろ？」


「愚おろか者ものめ、先にヘバったからといって負けたことにはならぬわ。妾わらわが設定したルールをもう一度思い出してみよ」


「ルール……？」


「紙コップ一いつ杯ぱいにつき、使える時間は十秒。その間に飲み干せなかった方の負け──そう言ったであろ？」


「あ」


　かつて戦場であったテーブルをもういちど検分する。


　確かに先にヘバったのは美園だが、むつみさんのコップにもばっちり中身が残っている。勝利の条件は満たしていない。


「ま、そういうことじゃな」


　からから笑って、ふたりのコップに残った液体を飲み干す江藤。こうなると、たとえふたりが起き出してきたところで公正に勝負の続きをするのは困難だ。


「美園はまだ、死なせるには惜おしい女ゆえな」


　空の紙コップにお代わりを注つぎつつ、


「いささか不器用で意地を張りすぎる向きはあるが、素質は十分じゃ。むつみとやらが申しておったように、いずれよい女になるであろう。その時が来れば、妾の下僕として使ってやらんでもない」


「……？」


　そのあたりでようやく俺は違い和わ感かんに気づいた。


　悠ゆう揚ようとした態度に、異様なほどの存在感。


　にじみ出る知性と、どことなく典てん雅がな所しよ作さ。


　どれもこれもウチの居候いそうろうとは無む縁えんのものだ。


　いや違ちがう。そうじゃない。


　むしろこの吸血鬼が本来兼ね備えていたであろう属性。


「生き血を口にせぬ限り表には出られぬ、とでも思うておったか？」


　にやり。


　歯を見せて江藤が笑う。


　ひどく歯並びがよくて、犬歯だけが目立って鋭するどく。


　三日月形に細められた目は、薄ぼんやりした照明の下にあってさえ爛らん々らんと赤く。


「そう構えずともよい」


　あわてて腰こしを浮うかしかけた俺の機先を制するように、江藤が片手をあげる。


「風流を損そこなわぬ粋いきは心得ておるわ。それに今日の妾は機き嫌げんがよい。この場で面めん倒どうなことは起こさぬ」


「…………」


　確かに。


　こいつがその気なら、とっくに『面倒なこと』を起こしているだろう。むしろ下手に刺し激げきすれば何をやらかすか知れたものではない。ここは様子見の一手だ。


「まあそれが賢けん明めいよな」


　警けい戒かいしつつも座り直した俺へ一いち瞥べつをくれつつ、紙コップの中身を呷あおる吸血鬼。


「語らず動かず、石くれのようにじっとしておるがよかろう。それが長生きの秘ひ訣けつというものぞ」


「……何しに出てきた。目的は？」


「何じゃ。忠告してやっておるのに、じっとしておれんのか貴様は？　強力な護ご符ふを身につけて気が大きくなっておるのかえ？　確かにそれは強力じゃが、無敵でもなければ対処法がないわけでもないんじゃがのう？」


「…………」


「うむ、それがよい。沈ちん黙もくは時として最強の護符になりうる。あまり貴様がペラペラ口を開くと、妾の気も変わろうというものゆえ」


　饒じよう舌ぜつな吸血鬼はなるほど、ここで争うつもりはないようだ。


　悠ゆう然ぜんと脚あしを組み、夜空に舞まい上がる花火をただ静かに眺ながめている。ただ単に風流を楽しもうとしているだけ、なのだろうか？　本当に。


　沈黙のまましばしの時が流れた。


　そのあいだ吸血鬼はひとことも語らず、俺もまたヤブヘビを怖おそれて何もできず。


「さて。名残なごり惜おしいが程ほど々ほどにしておくか」


　やがて吸血鬼は紙コップを置き、


「仙太郎めも、今すぐ妾をどうこうしようという心づもりはなさそうじゃ。なれば、いま少しは時を待つとしよう。どうせ無限に等しい齢よわいを生きる妾じゃ、待つのには慣れておるでの」


「…………」


「ついでに忠告をくれて進ぜる」


　俺を一瞥し、牙きばを見せて笑いながら、


「妾をあまり働かせぬことじゃ。ただただ食事を与あたえ、気ままにさせておくがいい。ゆめゆめ躾しつけようなどとは考えぬことよ」


「……ああん？」


「それともうひとつ。妾は欲求不満が溜たまりに溜まっておるゆえ、しばし気晴らしをさせるがよかろう。さもなくばブチキレた妾が何をしでかすか、保証の限りではないゆえの」


　なんだそりゃ？


　気晴らし云うん々ぬんはともかくとして、働かせるなとはいったい何事だ。


　何の力もないバージョンの江藤だけじゃなくて、こっちの江藤まで労働の義務を放ほう棄きしたがるってか？　ふざけんじゃねえ、ウチで居候するからには最低限にやるべきことはやってもらう。絶対にだ。


　──みたいなことを言ってやるつもりだったのだが、


「では戻もどる。また会おうぞ」


　その途と端たん、吸血鬼の瞳ひとみから急速に赤色が薄うすれ、ふたたび元の青色を取り戻すと、


「……むむう？　はて、妾は今まで何をしておったのかのう？」


　存在感も知性もどこかに吹ふき飛び、元の江藤が戻ってきた。


「んー。何やらよくわかりませぬが、とりあえず妾はまだ飲み足りんであります！　お代わりくださいお代わり！」


「おいこら江藤」


「んー？　何でござりますか？」


「何ださっきのアイツは。ちょっと話したいことがあるから、もっかい出せここに」


「んにゃ？　何のことを言っているのか、妾わからない……とりあえずお代わり！」


「うるせえな勝手に飲め。何かそこらにあるだろ飲めるもん」


「わーい！　妾、遠えん慮りよなく頂いちゃう！」


　にぱあっと笑い、他た愛わいもなく喜ぶ江藤。


　……ふむ。


　演技してるようにはとても見えん。こっちの江藤には何を訊きいても無む駄だか。表のコイツと裏のコイツは基本的に切り離はなされてて、裏の方はどちらの記き憶おくも保持してる、みたいな感じか？


　ふう、と俺はため息をつき、お茶で喉のどを湿しめらせる。


　いちおう表面上は平静さを保てていたけど。正直、内心ではめちゃくちゃブルってた。


　そりゃそうだろ？　生物として圧あつ倒とう的に上位な存在が、何の前まえ触ぶれもなく目の前に現れて、しかもそいつはつい先日俺をこの世から消し去ろうとしやがったんだ。ぶっちゃけ今でも脂あぶら汗あせが止まらん。


（でもまあ、収しゆう穫かくはあったか）


　あの野や郎ろうは化け物には違いないが、見境なく誰だれにでも襲おそいかかるタイプではないらしい。応じてくれるかどうかはともかく、状じよう況きよう次し第だいでは話も通じる。


　そして話が通じるのであれば、交こう渉しようなり説得なりも可能だということだ。生き血を口にしなくても表に出てこられるのは計算外だったが……今後の立ち回りに、新たな可能性が見えてきたとも言える。


　気になるのはヤツが言い残していった『忠告』とやらだが、


「はーい！　はいはーい！」


「……何だうるせえな。こちとら考え事してんだ、ちと静かにしてろ」


「りゅうのすけ、りゅうのすけ！」


「だから何だよ」


「んっとね、えっとね！　何だか妾、とっても気分がよくなってきたので！　がっつり遊びたいです！」


「さんざん遊ばせてやってるだろが。これ以上何をして遊ぶってんだよ」


「んっとね、えっとね！　妾、花火がしたい！」


「花火ィ？」


　無む邪じや気きに飛び跳はねる江藤を見ながら一考する。


　さしずめ花火大会に触しよく発はつされた、ってところなんだろうが。こいつに花火なんかやらせて大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。何やら不ふ吉きつな予感がする。具体的には花火の取り扱あつかいをミスって火傷やけどしたり火事になったりしそう。


　でもまあ、俺が監かん督とくしてれば滅めつ多たなことは起きんだろうし。五百円も出せばそれなりの花火は買える。もしも裏の江藤の言っていた『気晴らし』がこの程度で済むのなら、決して悪い話じゃない。


「わかった、今日は特別だ。花火ぐらいならやらせてやる」


「ひゃっほう！　りゅうのすけはいいやつです！　妾りゅうのすけだいすき！」


「心にもないこと言うんじゃねえ。じゃあ今から花火買いにいくぞ」


「……んんん？　花火を買いに？」


「だよ。じゃないと花火できんだろうが」


「むう。妾、りゅうのすけが何を言っているか分からないです」


「なんだ、買いに行くのが面倒だってか？」


「んーん。そうじゃないです」


「じゃあ何だよ」


「だって、買いに行かなくても花火はあるです」


「いやねえよ。買ってきてねえんだから」


「そんなことないです。あそこにあるですよ」


　と言って、江藤がある方向を指さした。


　そちらに目を向けると、海岸線から『く』の字状に伸のびている防ぼう波は堤ていが、夜の海にシルエットを浮かび上がらせているのが見える。


　そこは花火の打ち上げポイントになっていて、今も大輪の花をいくつも空に舞い上げている最さ中なかなのだが、


「じゃあ妾、行ってくるであります！」


「へ？　おいちょ──」


　止める間もあらばこそ、チョロＱを思わせる動きで江藤はテントを飛び出していく。


「おいこらてめえ、どこ行くんだ!?」


「そんなの決まってるです！　花火をやりに行くですよー！」


「花火って、おま……」


　舞い降りる嫌いやな予感。


　あのガキ、まさかのまさかとは思うが、そのまさかじゃあるまいな？


「ええいくそ！」


　素す早ばやくテントの中を見回す。


　美園とむつみさんはダウンしたまま。おっさん連中は馬ば鹿か騒さわぎを絶賛続行中。


　まだしも余よ裕ゆうのあったむつみさんはともかく、美園はちゃんと介かい抱ほうしてやりたいんだが。おっさんたちは頼たよりにならんし……ええい、ここは背に腹は代えられん。


　決断を下し、江藤の背中を追いかける。


「おいこら江藤！　待てこら！」


「にゃーっはっはっはっは！」


「待て、止まれ、こっち戻ってこい！　じゃないと後で痛い目を見ることになんぞ!?　メシ抜ぬきだぞメシ抜き！」


「あっかんべーだ！　妾に言うことを聞かせたいなら、早く追いついてみせるがいいですよー！」


　俺の忠告を無視して、江藤は逃とう走そうを続ける。


　速い。めっちゃ速い。


　ひしめく見物客たちの間をアクロバットのように縫ぬって駆かけていく様は、まるで野生の小動物みたいだ。


（あの野郎、なんであんなに動けんだ!?）


　普ふ段だんのトロくささからは想像もつかない機き敏びんさである。ちょっと歩けば息切れしてしまうひ弱さが影かげも形もない。あの野郎、これまでは猫ねこ被かぶってやがったのか？　能ある鷹たかはなんとやらで、真の実力を隠かくしてやがったとか？


　……いや、たぶん違ちがうな。表の江藤と裏の江藤が、今は混在している状態なのか。じゃないと説明がつかん。


　だからたぶん今のあいつの身体能力は、裏バージョンの時と同じくらいにあるってことなんだろう。走ってる途と中ちゆうでバテて止まる、という期待はできん。


「ええいくそ、待てつってんだろが！」


「むにゃははは！　ほらほら鬼おにさんこーちらーっ！」


　そうしてる間にも、江藤はどんどん俺を引き離していく。その速度は疾しつ風ぷうのごとくであり、通りかかる人がみんな目を見開いて江藤に注目している。


　あーくそ、目立つ真ま似ねしやがって。


　どうする？


　このまま追いかけても追いつけねえ。花火大会の本部に駆け込んで話を付けるか？　それともテントに戻っておっさん連中に事情を説明して──いや無理だろ、とても間に合わん。じゃあこの辺にいる一いつ般ぱんの方々に協力の依い頼らいを──無理無理、現実的な話じゃない。


　そうこうしてるうちに、防波堤の打ち上げポイントが近づいてきて。


　現在そこで用意されている花火の種類を確かく認にんして。


　俺は自分の血の気が引いていく音を聞くことになる。


「手て筒づつ花火じゃねえか！　まずいぞありゃ！」


　花火大会に用いる大玉の花火は、言うなればちょっとしたミサイル弾だんであり、当然ながら大量の火薬を使う。ゆえにその取り扱いは大変な危険が伴ともなうわけで、花火の点火と打ち上げは電子操作のリモートコントロールによって為なされるのが通常だ。


　が、何事にも例外がある。


　むしろ取り扱いの危険性を一種のウリにする花火さえ中には存在する。その代表例が手筒花火だ。


　太い竹をくり抜いた中に火薬を詰つめて点火し、何メートルも火花を噴ふくそれを男衆が抱だきかかえて支えるという、無茶きわまりない花火だが。日本のいくつかの地域において、その勇ゆう壮そうさと華か麗れいさは夏の代名詞かつ風物詩であり、他ほかならぬこの俺も今日のメインイベントとして楽しみにしていた。


（つってもタイミングが最悪すぎるわ！　手筒花火は自分の手で火をつける花火だからな！）


　仮に、である。


　江藤が花火打ち上げ用のコントローラーを手に入れ、それを操作したところで大した問題はない。すでに設置されている大玉花火に点火し、夜空に色とりどりの花々が舞まい踊おどるだけである。順番違いなどは発生するにしても、それ以上の手違いは起こらない。


　が、これが手筒花火となればどうか？


　大玉花火のように固定されてない、可動式で手動点火のアレを、江藤が手に入れたとしたらどうなるか？


「にゃーっはっはっは！　ちょっとお邪じや魔ましますですよー！」


　そして悪いことに、今の江藤はやたら機敏だった。


　おどろく係員たちの制止を振ふり切り、今しも男衆が抱きかかえようとしていた手筒花火をぶんどって。


　迷わず、何のためらいもなく。


　初めて扱うブツのはずなのに、一いつ切さいのよどみなく。


「ふぁいや──────────っ！」


　火をつけやがったのである。


『のわああっ!?』


『ひえええっ！』


　無む謀ぼうなガキを取り押さえようとしていた連中が、あわてて飛び退すさる中。盛せい大だいな火花が夜空に向かって噴ふん射しやされる。


「きゃっほ────────う！　たーまや────────────────っ！」


　いよいよテンションの上がってきた江藤の蛮ばん行こうは、それだけに収まらない。すぐそばに置いてあった別の手筒花火を何本か拾い上げると、それらを軽々と抱きかかえて点火し、


「ひゃっは───────ッ！」


　そこらじゅうをハムスターみたいに走り回りだした。


　一本でも相当量の火薬を詰め込んでいる手筒花火だ。それらをひと纏まとめにした際の火力は、ちょっとした火山の噴ふん火かにも等しい。おまけにそれがちょこまかと動き回るのだから、これはもうほとんど地じ獄ごく絵え図ずである。近くにいた大人たちは悲鳴を上げて逃にげ惑まどい、それを見た江藤のテンションがさらに上じよう昇しようしていく。


　つーか手筒花火ってやつは本来、大の男が全身全ぜん霊れいでもってようやく一本を支えられるかどうか、というものだ。それ自体の重量もかなりのものだし、勢いよく噴き出す火花を支えるのにも相当な力を使うし。間ま違ちがっても何本かまとめて点火し、そのうえ走り回ったりできるものじゃない。


　それをあのガキ、発はつ泡ぽうスチロールのオモチャでも扱うみたいに軽々と……


「──げっ!?」


　ふたたび俺の顔から血の気が引いていく。


　江藤の野や郎ろうがいま走り回ってるのは、打ち上げ花火を一時的にストックしておくための場所と思おぼしきあたりで。


　おまけにそこには、たぶん花火のクライマックスのために用意したものなんだろうけど、特大の大玉がしこたまそこら中に転がっていて。


　常原市の花火大会といえば、大会終しゆう盤ばんのド派手な花火の競演が名高く、その金に糸目をつけなさっぷりはしばしば議会でも経費削さく減げんの対象として話題に上るほどで、


「さすがにヤバすぎんだろそれは!?」


　言ってみりゃ、火薬工場にミサイルを撃うち込むようなもんである。熟練の職人たちによって打ち上げられるならともかく、無節操かつ無計画にそれらに火がつけばどういうことになるかは明白であり、しかもあの馬ば鹿か野郎が抱かかえている手筒花火は見境なくそこらに火花を飛ばしていて──


　あかん。


　無理だ。もう手に負えん。


「逃げろ！　全員！　早く！」


　大声を上げて退たい避ひを促うながす俺だったが、その必要はなかったようだ。周囲にいた連中はとっくにサジを投げて逃げ出している。この場で逃げ遅おくれたのは俺だけ──





　ずどん





　あわてて回れ右した俺の全身を貫つらぬく、ド級の振しん動どう。


　数秒後、文字どおりの直上で花開く、大玉の花火。


　鼓こ膜まくをつんざく大だい音おん声じように足を止めた俺が、最後に視界の端はしに捉とらえたのは。


　上じよう機き嫌げんに踊り狂くるう江藤の姿と、無節操かつ無計画に打ち上げられた花火の影えい響きようで花火玉があちこちにごろごろ転がり、その上に江藤が投げ捨てた手筒花火が火の粉を何の遠えん慮りよもなくぶちまけ、





　　　　＊




　……以上。


　俺の記き憶おくがハッキリしてるのはそこまでである。


『戦争が始まったかと思った』


　その日の様子を、上空からヘリで撮さつ影えいしていた某ぼうマスコミのカメラマンは、後のちにそう証言したという。


　誰だれもが予想せず、誰ひとりとして期待していなかった花火の競演、いや狂演は──後年、常原市の郷土史に悪夢として記されることになる一夜は、こうして幕を開けたのであった……。




　七月二十七日【同居七日目】（ＡＭ11：15）







　その後のエピソードについては、まあお察しくださいというやつである。


　花火会場を見み舞まったパニックは、常つね原はら市はじまって以来の大災害とされ、後世まで長く語り継つがれることになった。


　まあ当然だろう。あれだけの量の花火が、一いつ斉せいに、無秩ちつ序じよに点火したんだ。騒そう動どうにならなかったらウソである。


　とはいえ不幸中の幸いだったのは、ケガ人がひとりも出なかったことだ。仮にケガ人ないしは死人のひとりも出ていれば、常原市の夏の名物が自じ粛しゆくに追い込まれるところだったろうが……大騒動にもかかわらず、次の年もまた何事もなかったように盛せい大だいな花火大会が開かい催さいされることとなる。





　ちなみに俺はといえば、気づけば夜の海に浮うかんでいたため事無きを得た（無意識のうちに海に飛び込んでいたらしい）のだが。すぐ目の前の防ぼう波は堤ていで爆ばく発はつする無数の花火を、大量に降ってくる火の粉を浴びながら眺ながめるという、壮そう大だいな経験をすることになった。


　それはもう、超新星爆発スーパーノヴアを手に届く位置から見物していたようなもので──まさに一生に一度の、得がたい経験だったと言えるだろう。ひと夏のいい思い出になったよほんと。二度と見たくはないけどな。





　歴史に残る意地の張り合いを展開した美み園そのも、さすがに翌日は反省したようである。


　痛む頭と青い顔をぶらさげて、それでも仕事に赴おもむきながら、『もう一生飲まないわ』みたいなことをウンザリ顔で言ってたけど。むつみさんに対するライバル心、敵てき愾がい心しんはいよいよ旺おう盛せいになったようにも見える。近いうちにまた意地の張り合いを挑いどみかけるのではないか──と今から心配でならない。


　一方のむつみさんは、あれだけ飲んでも翌日はケロリとしていたらしく。前日の馬ば鹿か騒さわぎの余よ韻いんなど微み塵じんも感じさせない様子で、いつものように『むつみ屋』を切り盛りしていたそうである。さすがとしか言いようがない。美園があの人に一いつ矢し報むくいるには、まだもうしばらく時間が掛かかるんじゃないかな。





　　　　＊




　さて問題は江え藤とうである。


　騒ぎの張本人であったあの吸きゆう血けつ鬼きが、いま現在何をしているかといえば。我が家の一室で眠ねむりこけている。


　あの夜からこのかた、ずっとだ。


　花火暴発事件の最さ中なか、かろうじて身の安全を確保した俺は、サイレンやら悲鳴やらが飛び交かう中、どうにか美園とむつみさんと合流し、安全を確保。


　その後は警察やら消防やら関係者連中やらがひしめく中、苦労して江藤の姿を探すも見つからず。


　海水でずぶ濡ぬれになったままの身体からだを引きずり、いったん仕切り直すべく家に戻もどってみると──居候いそうろうの金きん髪ぱつチビは、玄げん関かんのところで安らかに眠りこけていやがった、という次し第だいである。


　その顔面を蹴けり飛ばしたくなる衝しよう動どうを辛からくも抑おさえつつ、江藤を布ふ団とんに寝ねかせ、この野郎目を覚ましたらどうお仕置きしてやろうか、と手ぐすね引いて待つこと二日。


　吸血鬼、いまだ目を覚まさず。


（……どうもこりゃ、ちょっと変だよな？）


　居候の傍かたわらにあぐらをかいて、俺は首をひねる。


　化け物にとってどの程度必ひつ須すなものかは知らないが、とりあえず息はしてる。かなり呼吸の回数は少ないけど。


　熱はたぶん平熱。


　顔色は──いいのか悪いのかイマイチ分からんな。もともと恐おそろしいほど白く透すき通った肌はだしてやがるし。


「ふーむ」


　とにかく起きだして来ないことには何も話が進まん。素す性じようが素性だけに病院へ連れてくわけにもいかんしな……どうしたもんか。


　しかしアレだ。


　こうして一息つくと気になってくることがある。


　あの夜、ひっそり覚かく醒せいしていた裏江藤が言ったことだ。


『妾わらわは欲求不満が溜たまりに溜まっておるゆえ、しばし気晴らしをさせるがよかろう。さもなくばブチキレた妾が何をしでかすか、保証の限りではないゆえの』


　……とかなんとか。


　額面どおりにその言葉を受け取るなら、あの夜に江藤が仕出かした特大のおいたは、極限まで溜まったストレスを解消するための自衛行動、ってことになりそうだけど。


　まあストレスが溜まるのは分かる。それを解消する必要があるのも分かる。


　がしかし、その度たびにあんな風に暴れられたらシャレにならん。アメとムチが躾しつけの基本であるからには、ムチだけでなくアメのやり方も考えていかなきゃならんわけだが……はてさて、いったいどんな方法でストレス解消をやらせりゃいいんだか。なるべく穏おん便びんで、誰の迷めい惑わくにもならないのがいいんだけど。


（つってもまあ、収しゆう穫かくがなかったわけじゃないよな）


　あの狂きよう乱らんの宴うたげの最中、江藤が前後不覚になっていた際に見せた一いつ瞬しゆんの輝かがやき。


　テーブルの上を片付けていたあの野郎の、俺でさえ目を瞠みはるほどきびきびした動き。


　普ふ段だんは煮にても焼いても食えんガキだし、覚醒したらしたで危なっかしい吸血鬼になっちまうけど、あの瞬間のあいつだけは見事だった。手放しで褒ほめてやっていい。


　もっともあの時は状じよう況きようが普ふ通つうじゃなかったし、ふたたびあれだけのスペックを発揮できるかどうかは微び妙みようなところだけど。それでも潜せん在ざい能力が証明されたことの意味は、決して小さくはないはずだ。


　このままいけばニート一直線なあのガキをして、いかにしてまっとうな生き方をさせるか、それが俺の直近の課題なわけで。その達成に向けて一歩を踏ふみ出したことについては、大いに喜んでしかるべきだろう。


　それと収穫がもうひとつ。


　どうやら覚醒後の江藤も、状況次第ではちゃんと話が通じるらしい、ということである。


　これについては手放しで喜んでいい。


　なんせあの野郎は、どこにスイッチがあるか分からない、それでいて特大の爆ばく弾だんだ。親父おやじからもらった護ご符ふがあるとはいえ、いつ何時、命の危険をまき散らすか知れたものではない。それが今回の件で、どうにか対処することができるかもしれない可能性を見み出いだせたわけだから、今後の俺の身の振ふり方に大きな指針を与あたえることになるのは間ま違ちがいない。


　まあもっとも、これは新たなリスクと表ひよう裏り一体だけどな。


　何しろあの野郎が覚醒するためには必ずしも生き血は必要ない、ってことが判明したわけだから。しかもいつ、どのタイミングで覚醒するかも定さだかではないわけで……ある意味ではこれまで以上に面めん倒どうなことに──





【あ～あ～♪　河童かつぱの川流れのよ～おに～♪】





　とその時。聞き馴な染じんだ着メロが俺の携けい帯たいから。


　美み空そらビバリーヒルズ『河童の川流れのように』──この名曲が流れる時、電話の相手はひとりしか候補がいない。


『いよーう。元気してやがったかバカ息子むすこ』


　通話ボタンを押すと、聞こえてくるのはお気楽な不良中年の声。


　宇う堂どう仙せん太た郎ろう。誇ほこらざるべき我がクソ親父様である。


「……てめえこの野や郎ろう、今さらやっとコールバックしてきやがって。何回こっちから電話したと思ってやがる」


『まあそう言うな。こっちはこっちで色々いそがしいんだよ』


「とにかくてめーには聞きたいことが山ほどある。とんでもねえ面倒ごとを押し付けてくれやがって、一体どういうつもりだ？　あのクソガキは一体なんなんだ？　つーかあのガキが俺の嫁よめってどういう──」


『おっと。悪いが今回も時間がねえ。そのへんの話は後回しにしてくれや』


「んだとコラ。どの口でそんな──」


『まあ落ち着けよバカ息子。親父様が限られた時間で的確なアドバイスをくれてやる、つってんだ。大人しく従った方が身のためだぜ？　まあ俺様は別に構わねえけどな？　役に立つ話を聞くよりも、クソの役にも立たん愚ぐ痴ちを聞かせる方がお前にとって有益だ、っつーならよ』




[image: ]


「…………」


　腹の立つ野郎だ。


　腹は立つが、正論には違ちがいない。必要な情報を親父が握にぎっている以上、腹が立とうと何だろうと従うしかないだろう。


「……分かったよ。こっちの情報をなるべく伝えるから、そっちもできるだけ情報をくれ。今はとにかくあのガキのことを少しでも知っておきたい」


『ま、それが賢けん明めいな判断だ。どれ、そんじゃ話を聞かせてもらおうか。あのガキは今どんな感じになってる？』


　いろいろ言ってやりたいことを呑のみ込み、俺はここ数日の出来事を話して聞かせた。


　なるべく簡潔に、それでいて正確に。


『……ふむ。なるほどな。そりゃ災難だった』


「まったくだよ。あのガキの面倒を見始めて以来、俺のツキは下がりっぱなしだ。こうも短い間に二回も死にそうな目に遭あうとか、ほんとシャレにならん」


『確かにな。ま、つってもお前なら大だい丈じよう夫ぶだとは思うけどよ？　あのガキに関かかわることで、何かと危なっかしい目には遭うだろうが、それでもまだ交通事故に遭って死ぬリスクの方がぜんぜん高いだろうしな』


「交通事故より？　とてもそうは思えんのだが」


『お前には分からんだろうが、まあいろいろあるんだよ』


「それってあれか？　例のお札があるからとか？」


『他ほかにもいろいろだ』


「いや、いろいろとか言われてもな……」


『でもよ竜りゆう之の介すけ。今回の件でお前に何かと頼たよってるのはな、お前を見み込こんでるから、ってのもあるんだぜ？』


　やや語調を丸くして親父が言う。


　こういう態度に出る時のこいつは要注意だ。


　かつて近きん隣りん一帯で大物ヅラしていたことからも分かるように、この親父には不思議な人望というか、人をたらしこむ妙みような魅み力りよくがある。これがあるゆえ、いまだにおっさん連中が親父をボス扱あつかいしてたりするわけだが……普段のクソ偉えらそうな態度とのギャップこそ、こいつが人をたらし込む際の武器だったりするのだ。


『前にも言ったけどよ、俺はひとつだけお前の能力を評価してる。それも最大限かつ無条件にな』


「なんだ。動物を躾けるのが上う手まい、ってやつか？」


『おうよ。お前のあれはすげえ。別に何の訓練もしてねーくせに、あの技術はもうプロの調教師クラス、いやプロの技術すらとっくに超こえてる。少なくとも俺にはとてもじゃないが真ま似ねできん』


「んだよ。褒ほめても何も出ねーぞ」


『何も出さなくていいから褒められとけ。言っただろ？　俺はな、お前のその能力だけは文句なしで買ってんだ。たぶん、そいつがお前に顕けん現げんした力なんだろな……血筋的にはかなりレアなんだが、まあ有り得ない話でもねえ』


「あん？　なんだそりゃ」


『まあとにかく話をまとめるとだな。お前はあのガキをきっちり調教して、まっとうな人間にしてやりたいわけだ。きっちり躾けて、ちゃんと働かせたい、と』


　その通りである。


　そのためにいろいろ骨を折ってるんだから。むつみ屋でのバイトを斡あつ旋せんしたのもそうだし、花火に連れていったのも元はといえばその一いつ環かんだった。結果はまあ、目も当てられない事態になっちまったけど。


『基本、その方針は悪くねえ。あいつをまっとうな人間にしてやりたい、ってところは特にな。あのガキの存在は今、吸血鬼と人間のあいだを常にたゆたっている状態だ。できれば今のうちにこっち側に固定させちまいたい』


「……よく分からんがまあ、あいつの扱い方は今まで通りでいいんだな？　親父も基本的には俺に任せるみたいなこと言ってたし」


『いいや。お前からいま話を聞いて、ちと事情が変わった。あのガキ、お前の血を吸ったわけでもねえのに覚醒した、って言ったよな？』


「おう。言ったぜ」


　あの夜、いきなり表に出てきやがった時はマジでビビったからな。生き血さえ与えなけりゃ大丈夫、っていう先入観もあったし、あれはほんとシャレにならんかった……。


『その話はちと計算外だ。行動の方針をちょっとばかり変へん更こうしなきゃならん』


「するってーとつまり？」


『お前、あいつを働かせるな』


「は？」


『家事とかやらせんでいい。仕事させるなんざ論外だ。なるべくストレスかけないようにして、のんびりだらだら遊ばせとけ』


「おいおい。なに言ってやがる」


　思いがけないひとことに、俺の語気もつい荒あらくなる。


「そりゃ聞けない相談だぜ。この家で暮らすからには、あいつにも最低限のことはやってもらうぞ？　じゃないと示しがつかん」


『つってもよ。そうしねえとあのガキ、また吸きゆう血けつ鬼きに戻もどっちまうぜ？』


「……あん？」


　今なんつった？　この不良中年。


「どういうこった？　話が見えねえぞ」


『まあなるべく端折はしよって説明してやるとだな。あのヤバい吸血鬼をこの俺様がさんざん苦労して毒抜ぬきして、ちょっと脳みその足りないアホガキに無毒化した──みたいな話は、前にも聞かせたことがあったよな？』


「ああ。確かにそれは聞いた」


「より正確に言うとだな、毒抜きはまだ完全には成功しちゃいねえ。というよりむしろ、無毒化したのは表面上のことだけで、あのガキの本ほん性しようは相変わらずヤバい吸血鬼のままなんだわ。ここまでは分かるか？」


「ふむ」


　ちょっと考えてみる。


　親父の言ってることはつまりアレだ、データを上書きする時みたいなもんか。


　例えばパソコンのハードディスクに、友達からもらったエロ画像を保存したとして。


　そのエロ画像が親に見つかりそうになって、消去しようとしたとする。


　右クリックで削さく除じよするか、ゴミ箱にドラッグ＆ドロップするか──方法は何でもいいけど、とにかくそのエロ画像を無事にパソコンの画面上から消したとしよう。


　が、多くの人が知ってる通り、これではエロ画像のデータを完全に消去したことにはならない。見かけ上は消えたことになってるだけで、ハードディスクにはまだきっちりデータが刻まれている。専用のツールを使えばすぐにまたエロ画像をサルベージして鑑かん賞しようすることができるわけだ。


「……てなことを、たぶん言いたいんじゃないかと思うんだが。合ってるか？」


『まあ大体合ってる』


「つまりあのガキの裏バージョンは、きっかけさえあればいつでもサルベージできる、ハードディスクにこびりついたエロ画像のジャンクデータみたいなもん、ってことか？」


『まあそんなところだ』


「でもってあのガキを働かせると、エロ画像をサルベージするためのツールが起動しちまう──って言いたいわけか、親父は」


『呑み込みが早いじゃねえか』


　携けい帯たい電話の向こうから聞こえる、くぐもった笑い声。


『もうちょっと正確に言うとだな。あのガキが吸血鬼になってる状態ってのは、あいつの中であいつを吸血鬼たらしめている因子が活性化している状態とイコールだ。逆にあのガキが単なるアホガキになってる状態ってのは、その因子が非活性化してる状態なわけだな』


「……なんか急に分かりづらくなったな」


『義理として説明してやってるだけだ。結論さえ理解してくれりゃそれで足りる。……で、そもそもあのガキがグータラなのはだ。俺が呪のろいを掛かけて、あいつを吸血鬼たらしめてる因子を抑おさえ込んでるからなのよ。でもってその因子ってやつは、人間の気力とか活力とかに直結してる。因子が抑え込まれている限りあいつはグータラだし、あいつがグータラである限りは吸血鬼の本性が現れることもない』


「……つまりアレか。何かのきっかけで活力なり気力なりが戻ると、あいつの吸血鬼の部分が活性化して本性が表に出てくると。そういうことか？」


『そういうこった』


「くっそ。マジかよ」


　舌打ちせざるを得ない。


　花火大会の夜、江藤の野や郎ろうはいつもと別人のようなスペックを発揮していた。やたらきびきびした動きでテーブルを片付けたりとか。


　でもまさしくそれこそが、裏のあいつを引っ張り出すきっかけになっちまったということなのか？　せっかく働かせることができたとしても、それが吸血鬼化を促うながしちまうなら本ほん末まつ転てん倒とうだ。


　んだよ畜ちく生しよう。せっかくあのガキを人並みに調教する手がかりが摑つかめたと思ったのに。これじゃ最初に逆ぎやく戻もどりだ。いやむしろマイナスの状態か？　裏バージョンのあいつがいつ表に出てくるか分からなくなってるわけだし。


『もうひとつ、ついでに言っとくとだな』


「んだよ。まだ何かあるのか？　頭の痛くなる話はもう十分に聞かされたぞ」


『あのガキを働かせ続けると、そう遠くないうちにあのガキは死ぬ』


「…………」


　なんだ？


　なんかまた面めん倒どうなキーワードを聞いた気がするんだが。


『あのガキの活力を今は限界まで抑えてる、って話はしたよな？　ここで言う活力ってやつはまあ、生命体としての強弱そのもの、とでも言い換かえていいんだが』


「なんだそりゃ。訳わけわからん」


『まあゲームにたとえるならだ。ＬＶレベルマックスの超ちよう強い勇者が、ＬＶ１の一いつ般ぱん人じんになるまでドレインされた、ぐらいのもんだ』


「……ふむ。そんな状態になったら、スライム一いつ匹ぴき殺すのも一苦労だわな」


『おうよ。魔ま法ほうも使えんし、武器もろくに扱えんからな』


「で、その状態が今のあのガキ、ってことなのか」


『おうよ。だから吸血鬼の能力を使えないのはもちろんのこと、体力は平均以下で、頭は幼よう稚ち園えん児じ並み──いやむしろ、ギリギリ生存が可能かどうか、ってところまで活力を抑え込んでるからな。そんなヤツに無理をさせたら、どっかでガタがくるに決まってる。実際、ここ何日かのあのガキは、妙に調子が悪そうだったろ？』


　確かに。


　最近のあいつは、何か妙に眠ねむりが長いというか、そもそも眠る頻ひん度どが多くなってるというか。むつみ屋でも寝ねてたし、今もこうして寝たまま起きてこないし。


　じゃあこの状態はつまり、ただでさえ乏とぼしい活力をあっという間に使い切って、回復に専念してる、ってことなのか？


『おう、呑み込みが早いじゃねえか。頭のいい息子むすこは嫌きらいじゃないぜ？』


「茶化すんじゃねえ」


『まあとにかくそういうことだからよ。あいつを死なせたくなかったら、もしくはヤバい吸血鬼に戻ったあいつから死にそうな目に遭あいたくなければ……あいつに無理はさせんな。しばらくあいつのやりたいようにやらせとけ。のんびりだらだら日常生活を送らせる分には問題ねえから』


「……何か他ほかに手はないのか？」


『ない。あのガキの表と裏はどうあっても両立しねえ。なんせ活力をギリギリまで抑え込まないと、あいつを無害な状態に固定できねえんだから』


「…………」


『俺はまだしばらくは戻れねえから、もうちょっとの間あいつの面倒は任せたぞ？　なあに大だい丈じよう夫ぶ、今のお前は十分に上う手まくやれてるよ。その調子でよろしく頼たのむぜ』





　　　　＊




「──くっそ。何だってんだホントに」


　通話の切れた携帯電話を眺ながめながら、俺は大きくため息をつく。


　打つ手なしだろ、これ。


　働かせると吸血鬼に戻るとか、一体どういうシステムになってやがんだ……今の江藤はニートになるべくして生まれてきた天性の無む為い徒と食しよく、ナマケモノもびっくりの大おお怠なまけ者ってことか、さしずめ。


　こうなった以上、今後はあいつを真ま面じ目めに勤労させるどころか、ちょっとした家事手伝いをさせることにさえ神経を使うことになるだろう。


　そうしてあのガキをひたすら遊ばせた上、タダメシまで食わせてやることになるってか？　俺には耐たえられんぞ？　そんな状じよう況きよう。


　いや。


　まだ手はある。


　むつみさんも言ってたじゃないか。江藤の野郎は着き飾かざって店の前に立たせておくだけでも価値がある、って。


　確かにあいつの見た目はめちゃくちゃ良い。真面目な勤労になるかどうかはともかくとして、その見た目を生かす仕事を探すことは可能なはずだ。モデルの仕事をさらに吟ぎん味みしていけば、ほとんど動かずに済む撮さつ影えいの仕事とかも探し当てられるかもしれん。


　問題はまあ、こんな片かた田舎いなかでモデルの仕事なんぞ探すのは困難に決まってる、ということで──というかコネはあるにはあるんだけど、そのコネを使うのは大変に気が進まないというか全力で遠えん慮りよしたいというか、





「お───────────ほっほっほ！　ごめんくださいまし！」





　その時。


　庭先の方からけたたましい高笑いが響ひびいてきた。


　同時に犬のワン太た、猫ねこのニャン吉きちといった我が家の動物どもが、一いつ斉せいに鳴き声を上げ始める。警けい戒かいのそれではない。久方ぶりの友人の登場を歓かん迎げいする鳴き声だ。


「このぼくの招待を蹴けっただけでは飽あきたらず、花火大会では何やら楽しいことをして遊んでいたそうですわね!?　あまつさえどこかから金きん髪ぱつのロリっ子ちゃんをゲットして、毎日にゃんにゃんし放題という天国みたいな生活を送っているということじゃありませんの!?　独ひとり占じめは許しませんわよ独り占めは！」


　……あー。


　どうやらウワサのそいつがやって来たらしい。


　相変わらずあの野郎が来た途と端たん、一気に騒さわがしくなりやがる……でもまあいいか。これで手間は省けたし、何より踏ふん切りがついた。どのみちいつまでも隠かくしておけるものじゃないし、この状況でいちばん頼たよりになりそうなのはあいつだしな。


　腹を決めつつ俺は縁えん側がわに足を向ける。


「甲かん高だかい声でギャーギャーわめくな。やかましい」


「ふふ、出てきましたわね竜之介さん！」


　庭先に出ると、ド派手な格好をした人物がひとり、俺を待ちかまえていた。


　銀色に染めた巻き毛をなびかせ、真夏だというのにやたら装そう飾しよく過多のドレスを身に纏まとい、我が家の動物どもを従卒のように引きつれた美少女──と言って良いのかどうか。なんせこいつ、未いまだに性別不ふ詳しようで通してやがるからな。細身で躍やく動どう感ある体つきとかも、妙みように中性的だし。


「さあ、さっそくあなたが知り合いから預かってるという金髪のロリっ子ちゃんと引き合わせてくださいまし！　ぼくは一秒でも早くその子とハァハァぺろぺろチュッチュしたくて辛しん抱ぼうたまらないのですから！」


　……まあ紹しよう介かいしよう。


　どうみても性的興奮以外の何ものでもない色に目を輝かがやかせつつ、実に残念なことを口走っている、この見るからにうさん臭くさい人物こそ。我が畏い敬けいすべき、しかしながらなるべくなら関かかわり合いを少なくしたい友人。


　常原市で隠いん然ぜんたる影えい響きよう力を張り巡めぐらせる名家の御おん曹ぞう司しであり、次期当主の最有力候補。


　その名を鬼き龍りゆう院いん乱らん世せ、という。






　あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『ニート吸きゆう血けつ鬼き、江え藤とうさん』の二巻をお届けいたします。





　時にみなさんは、『吸血鬼』と聞いてどんなイメージを思い浮うかべますか？


　たとえば吸血鬼モノの元祖と言われる、ブラム・ストーカーの『ドラキュラ』が例に挙がるでしょうか。なんせ元祖ですし、それも当然ですよね。


　一昔前であれば、たとえば菊きく地ち秀ひで行ゆき先生の『吸血鬼バンパイアハンター〝Ｄ〟』シリーズの主人公を思い浮かべる人も多いかもしれませんね。菊地先生独特の筆ひつ致ちで描えがかれる世界観には、読者を引き込んで離はなさないものがありますし。


　富士見ファンタジア文庫の読者様であれば、あざの耕こう平へい先生の『Ｂ・Ｂ・Ｂブラツク・ブラツド・ブラザーズ』に出てくる吸血鬼たちを思い浮かべる人もいるでしょう。富士見ファンタジアで吸血鬼モノといえば、やっぱりこの作品ですもんね。とても面白い作品なので、みなさんも是ぜ非ひお手に取ってみてくださいね。


　……え？　僕ぼくですか？


　僕はひとつに決められないです。なんせ古今東西の作家によって、ありとあらゆるパターンの吸血鬼が生み出されてきたので、どれかひとつのイメージに固定することができない、というか……でも逆に言えばその事実は、吸血鬼という存在の奥おく行ゆきや懐ふところの広さを、無言のうちに証明するものじゃないかと思っています。あらゆる吸血鬼に可能性があり、あらゆる吸血鬼が存在を許されるのではないか、みたいな。


　本作『ニート吸血鬼、江藤さん』は、そんな僕の雑な吸血鬼観から生まれた小説です。まあこういう吸血鬼もアリかな、みたいな軽いノリで楽しんでいただければ幸いです。そしてあわよくば、この本を読んでくれた読者様における『吸血鬼』というもののイメージの、その末席のほんの一翼を占められるようになれば──一作家として本望なことと思います。


　最後になりましたが、担当編集のＨさん、新担当のＳさん、イラスト担当の空くう中ちゆう幼よう彩さいさんを初め、多くのスタッフの方々に支えられてこの本をお届けすることができました。この場を借りて御おん礼れい申し上げます。ＭＦ文庫Ｊ様より発売中の『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』シリーズともども、今巻も楽しんでいただければ幸いです。




ニート吸きゆう血けつ鬼き、江え藤とうさん２





鈴すず木き大だい輔すけ
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